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イラスト／ますこひかり
題字／園元 伸子

（日本公庫 中小企業事業本部 保険審査部）

Vol .37
表紙のはなし
ひらひらと舞う花びらと共に、にぎやかな笑い声が春の風に溶け込
んでいく、桜の季節。満開の木々の下、レジャーシートを広げて家族
や友人と囲むお弁当は、心に新しい活力を与えてくれる格別のひと
ときです。その思い出を大切に、私たちはまたみずみずしい季節へと
歩み出します。光あふれる初夏の気配を探しに、あなたも近くの公園
を歩いてみませんか。

3
炉
辺
談
話

「
お
て
つ
た
び
」と
創
る
地
域
の
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｜
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集

「
移
る
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と
か
ら
始
ま
る
挑
戦

～
地
域
で
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生
え
る
新
た
な
価
値
と
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が
る
可
能
性
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光
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光
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績
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造
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縁
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０
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史
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場
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想
を
岩
手
か
ら
全
国
に
広
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製
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業
の
復
活
に
よ
り「
地
域
創
生
」図
る

02_目次_八校.indd   202_目次_八校.indd   2 2026/04/16   14:062026/04/16   14:06



PB3 2026.42026.4

私
は
三
重
県
尾お

鷲わ
せ

市し

の
出
身
で
す
。海

も
山
も
あ
り
、人
の
温
か
さ
に
あ
ふ
れ
た
自

慢
の
故
郷
で
す
が
、著
名
な
観
光
名
所
が
な

い
た
め
、出
身
地
を
伝
え
て
も「
ど
こ
そ

こ
？
」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、知
ら
れ
て
い
な
い
だ

け
で
、実
際
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
れ
ば
伝

わ
る
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
う
し

た
地
域
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
、人
が

訪
れ
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
。そ
の
思
い

が
、私
が
起
業
を
決
意
し
た
原
点
で
す
。

お
て
つ
た
び
は
、「
お
手
伝
い（
短
期
ア
ル

バ
イ
ト
）」と「
旅
」を
掛
け
合
わ
せ
た
人
材

マッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。人
手

不
足
に
悩
む
地
域
事
業
者（
農
家
や
宿
泊

施
設
な
ど
）と
、働
き
な
が
ら
多
様
な
地
域

へ
行
って
み
た
い
旅
行
者
を
Ｗｅ
ｂ
上
で
つ
な

い
で
い
ま
す
。参
加
者
は
お
手
伝
い
を
す
る

こ
と
で
報
酬
を
得
ら
れ
る
た
め
、旅
費
の
負

担
を
軽
減
し
な
が
ら
地
域
を
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

地
方
の
人
口
減
少
や
人
手
不
足
は
深
刻

な
課
題
で
す
が
、こ
の「
人
手
不
足
」を
、嘆

く
べ
き
課
題
で
は
な
く
、「
地
域
外
の
人
と

出
会
う
チ
ャ
ン
ス
」だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
単
な
る
労
働
力
と
し
て
で
は
な

く
、地
域
の
方
と
共
に
汗
を
流
し
、地
域
の

あ
り
の
ま
ま
の
日
常
に
触
れ
る
こ
と
で
、観

光
客
と
し
て
訪
れ
る
だ
け
で
は
見
え
な
い
地

域
の
リ
ア
ル
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。終

了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、８
割
以
上
の
方
が

「
ま
た
再
訪
し
た
い
」と
答
え
、そ
の
後
も
約

６
割
の
方
が
特
産
品
を
購
入
し
た
り
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
発
信
し
た
り
す
る
な
ど
、何
ら
か
の
形

で
地
域
と
関
わ
り
続
け
る
深
い
関
係
性
を

築
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
関
係
人
口
を
創
出
す
る
た
め

に
は
、個
別
の
事
業
者
と
い
う「
点
」で
は
な

く
、地
域
全
体
と
い
う「
面
」で
の
受
け
入

れ
体
制
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。現
在
、当

社
は
全
国
70
以
上
の
自
治
体
様
と
連
携
し

て
い
ま
す
。新
た
な
人
材
の
受
け
入
れ
に
不

安
を
抱
く
事
業
者
様
に
対
し
、自
治
体
様
が

「
移
住
体
験
施
設（
お
試
し
住
宅
等
）」を

滞
在
先
と
し
て
提
供
し
た
り
、費
用
を
支

援
し
た
り
す
る
こ
と
で
、地
域
全
体
で
多
様

な
人
材
を
受
け
入
れ
る
土
壌
が
育
ま
れ
て

い
ま
す
。

お
て
つ
た
び
の
よ
う
な「
観
光
以
上
、移

住
未
満
」の
関
わ
り
は
、二
拠
点
居
住
や
地

方
移
住
の
入
り
口
と
し
て
も
機
能
し
始
め

て
い
ま
す
。例
え
ば
、お
て
つ
た
び
を
機
に
鳥

取
県
琴
浦
町
へ
移
住
し
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
躍
す
る
40
代
女
性
が
い
ま
す
。

徳
島
県
鳴
門
市
で
は
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
農
家
で
の

お
手
伝
い
を
き
っ
か
け
に
移
住
・
起
業
さ
れ

た
50
代
男
性
が
い
た
り
、三
重
県
鳥
羽
市
で

は
車
中
泊
を
し
な
が
ら
全
国
を
巡
って
い
た

ご
夫
婦
が
お
て
つ
た
び
先
に
就
職
し
、移
住

し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。年
齢
を
問
わ
ず
、

自
身
の
経
験
が
誰
か
の
役
に
立
つ
喜
び
が
、

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

２
０
４
０
年
に
は
日
本
全
体
で
１
１

０
０
万
人
以
上
の
労
働
力
が
不
足
す
る
と

予
測
さ
れ
て
お
り
、も
は
や
地
域
内
だ
け
で

人
材
を
奪
い
合
う
こ
と
は
現
実
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
は
、人
を
囲
い
込
む
の

で
は
な
く
、地
域
外
の
人
材
を「
シェア（
分

か
ち
合
う
）」す
る
発
想
へ
の
転
換
が
必
要

で
す
。

あ
る
時
は「
旅
人
」と
し
て
楽
し
み
、あ
る

時
は「
助
っ
人
」と
し
て
働
き
、戻
っ
た
後
は

地
域
の
特
産
品
を
購
入
す
る「
フ
ァ
ン
」に

な
る
。一
人
一
人
が
二
役
・
三
役
を
担
い
な

が
ら
、人
・
も
の
・
お
金
が
循
環
す
る
。そ

ん
な
地
域
を
支
え
合
う
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、『
日
本
各
地
の
地
域
が
少
し
で
も
多

く
次
世
代
に
残
る
未
来
』を
創
って
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

1990年生まれ。三重県尾
お
鷲
わせ
市
し
出身。

千葉大学卒業後、PR・プロモーショ
ンイベント企画制作会社勤務、農林
水産省との和食推進事業の立ち上げ
を経て、独立。2018年7月株式会社
おてつたびを創業。短期的・季節的
な人手不足で困っている地域事業者
（農家や旅館など）と、働きながら旅を
楽しみたい人をつなぐ人材マッチン
グサービスを運営。
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3
縁なき土地で挑んだ牧場経営

羊を丸ごと活かす発想で価値を高め
移住者から地域の担い手へ

有限会社茶路めん羊牧場
（北海道白糠郡白糠町）

事例4
理想を実現できる道東に

点と点つなぎ、可能性を広げる

一般社団法人ドット道東
（北海道北見市）

事例 1
本社機能の地方移転で業績拡大
東京と九州をつなぐ企業に

株式会社サザンクロスシステムズ
（宮崎県宮崎市）

事例2
伝統的な酒造りの体験を提供

風土と文化を発信する酒蔵ホテル®
地域を巻き込み、まちづくりの核に

株式会社KURABITO STAY
（長野県佐久市）

事例

〜
地
域
で
芽
生
え
る
新
た
な
価
値
と
、広
が
る
可
能
性
〜

特
集「
　
　
　
　」

移
る
こ

らか
と挑

戦

始
ま
る

人
口
減
少
や
地
域
社
会
の
担
い
手
不
足
、
東
京
一
極
集
中

と
い
っ
た
課
題
が
顕
在
化
す
る
中
、
地
方
へ
の
移
転
・
移
住

な
ど
、
地
方
へ
「
移
る
」
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
持
つ
可
能

性
を
再
発
見
し
、
新
た
な
事
業
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
創
出
す
る

と
い
っ
た
成
功
事
例
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、

地
方
移
住
の
現
状
と
政
策
的
課
題
に
関
す
る
有
識
者
の
寄
稿

に
加
え
、
地
方
へ
移
り
、
地
域
な
ら
で
は
の
魅
力
を
活
か
し

て
新
た
な
価
値
創
出
に
挑
む
事
業
者
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
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1
 は
じ
め
に

「
東
京 

一 

極
集
中
」
是
正
の
長
い
道
の
り

　
東
京
圏
へ
の
人
口
集
中
は
半
世
紀
以
上
続

く
構
造
的
な
現
象
で
あ
り
、
2
0
1
4
年
の

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

以
降
も
転
入
超
過
は
年
間
10
万
人
規
模
で

推
移
し
、
地
方
創
生
の
成
果
は
限
定
的
で
あ

る
。
背
景
に
は
、①
東
京
への
本
社
機
能
集
中

に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
上
の
求
心
力
、②
地
方

で
の
就
業
機
会
不
足
と
い
う
二
つ
の
構
造
的

要
因
が
あ
る
。一
方
、
住
宅
価
格
高
騰
に
よ

る
経
済
的
な
押
し
出
し
と
い
っ
た
、
地
方
移

住
を
促
進
す
る
動
き
も
あ
る
た
め
、
本
稿
で

は
住
宅
問
題
と
働
き
方
の
変
容
を
軸
に
移
住

定
着
の
政
策
的
含
意
を
考
察
す
る
。

2
 東
京
圏
の
住
宅
問
題
と
 

 
移
住
へ
の
プ
ッ
シ
ュ
要
因

（
１
） 地
価
・
住
宅
価
格
の
高
騰
と

 

住
宅
取
得
困
難

　
地
方
移
住
の
動
機
を
理
解
す
る
上
で
、
移

住
先
の
魅
力（
プ
ル
要
因
）と
並
び
、
現
居
住

地
か
ら
の
押
し
出
し
力（
プ
ッ
シュ
要
因
）が
重

要
で
あ
る
。
首
都
圏
の
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
平
均

価
格
は
年
々
高
騰
し
、
2
0
2
5
年
に
は
9

千
万
円
を
超
え
、
P
I
R（
住
宅
価
格
対
所

得
比
率
）で
見
て
も
ロ
ン
ド
ン
・
ニュ
ー
ヨ
ー
ク

と
並
ぶ
世
界
的
高
水
準
に
あ
る
。
こ
の
水
準

は
一
般
的
な
会
社
員
世
帯
が
自
力
で
住
宅
を

取
得
す
る
こ
と
を
ほ
ぼ
不
可
能
に
す
る
も
の
で

あ
り
、
都
心
部
に
十
分
な
広
さ
の
住
宅
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
世
帯
年
収
の
10
倍
を
超

え
る
ロ
ー
ン
を
組
む
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。

（
３
） 地
方
に
お
け
る
住
宅
コ
ス
ト

 

優
位
性
と
空
き
家
活
用

　一方
、
地
方
で
は
東
京
圏
と
同
等
ク
ラ
ス
の

中
古
物
件
を
東
京
の
3
分
の
1
か
ら
半
分
程

度
の
価
格
で
取
得
で
き
、
農
村
部
で
は

1
0
0
万
円
台
か
ら
2
0
0
万
円
台
の
物
件

も
流
通
し
て
い
る
。
自
治
体
が
運
営
す
る
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
や
改
修
費
補
助
（
上
限
50

万
〜
1
0
0
万
円
程
度
）
を
活
用
し
た
低
廉

な
住
宅
取
得
の
機
会
も
広
がって
お
り
、
東
京

圏
で
は
実
現
困
難
な「
広
い
庭
付
き
一
戸
建
て
」

を
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
老
朽
化
や
耐
震
性
の
問
題
を
抱
え

る
物
件
も
多
く
、
所
有
者
の
空
き
家
利
活
用

の
動
機
付
け
も
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
都

心
部
ほ
ど
流
通
は
進
ま
ず
、
2
0
2
3
年
改

正
の
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
の
下
で
の
実
効
的
な
活
用
に
は
各
自
治

体
の
体
制
整
備
が
課
題
と
な
って
い
る
。

3
 働
き
方
の
変
容
と

 
地
方
移
住
の
構
造
変
化

（
１
） テ
レ
ワ
ー
ク
定
着
と

 
「
ど
こ
で
も
働
け
る
」環
境
の
広
が
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で一
気
に
加
速
し
た
テ
レ

ワ
ー
ク
の
定
着
は
、
I
T
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
デ
ザ

イ
ナ
ー
な
ど
の
知
識
集
約
型
職
種
を
中
心
に

「
地
方
で
も
働
け
る
」
条
件
を
整
え
、
移
住

の
最
大
の
障
壁
で
あ
っ
た
「
地
方
で
の
仕
事

首都圏新築マンション 地区別価格動向（平均価格）

地
方
移
住
の
現
状
と

政
策
的
課
題

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
定
住
の
促
進
に
向
け
て

（
２
） 子
育
て
世
代
・
若
年
層
へ
の

 

影
響
と
移
住
動
機
の
変
容

　
住
宅
価
格
高
騰
の
影
響
を
最
も
強
く
受

け
る
の
は
、
初
め
て
住
宅
を
取
得
す
る
段
階

に
あ
る
若
年
・
子
育
て
世
代
で
あ
る
。「
東

京
で
は
家
が
買
え
な
い
」「
子
育
て
に
ふ
さ
わ

し
い
居
住
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
コ
ス
ト

が
高
過
ぎ
る
」
と
い
う
経
済
合
理
的
な
判

断
が
移
住
検
討
の
主
要
な
契
機
と
な
っ
て
お

り
、
移
住
動
機
は
自
然
志
向
や
U
タ
ー
ン

意
識
に
基
づ
く
価
値
観
の
選
択
か
ら
、
住
宅

費
と
い
う
経
済
問
題
へ
の
対
応
へ
と
質
的
に

変
容
し
つ
つ
あ
る
。
内
閣
府
の
調
査
で
も
、

東
京
圏
在
住
者
が
地
方
移
住
に
関
心
を
持

つ
理
由
と
し
て
「
住
宅
が
広
く
な
る
」「
住

宅
費
が
安
く
な
る
」
を
挙
げ
る
割
合
が
一
貫

し
て
高
い
。

東洋大学大学院工学研究科建築学専攻博士後期課程単
位取得。在学中の2001年に熊本県小国町に移住。公益
財団法人阿蘇地域振興デザインセンター、一般財団法人
学びやの里で都市農村交流事業を実践、2009年に東京
にUターン。同年より特定非営利活動法人100万人のふる
さと回帰・循環運動推進・支援センター（現・公益社団
法人ふるさと回帰・移住交流推進機構）副事務局長とし
て地方移住支援に携わり、2022年4月より現職。専門は
都市農村交流、移住施策。

嵩 和雄
（かさみ  かずお）

國學院大學 観光まちづくり学部
観光まちづくり学科 准教授

寄
稿

の
確
保
」
問
題
を
部
分
的
に
解
消
し
て
き
た
。

政
府
も
「
転
職
な
き
移
住
」
と
し
て
こ
れ
を

後
押
し
し
た
。
内
閣
府
の
調
査
で
も
、
地
方

移
住
への
関
心
が
高
ま
っ
た
理
由
と
し
て
「
テ

レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
地
方
で
も
働
け
る
と
思
っ
た

か
ら
」
と
回
答
す
る
者
が一定
数
に
上
っ
て
お

り
、
特
に
20
〜
40
代
の
子
育
て
世
代
に
お
い

て
広
い
居
住
空
間
や
自
然
環
境
への
ニ
ー
ズ
と

テ
レ
ワ
ー
ク
活
用
が
結
び
つ
い
て
い
る
。

（
２
） 「
二
地
域
居
住
」
と
い
う

 

新
た
な
形
態

　
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
と
並
ん
で
注
目
さ
れ
る

の
が
、
都
市
部
と
地
方
の
双
方
に
生
活
拠
点

を
持
つ
「
二
地
域
居
住
」（
デ
ュア
ル
ラ
イ
フ
）

で
あ
る
。
週
の
一
部
を
地
方
で
過
ご
す
こ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
移
住
の
「
全
か
無
か
」

と
い
う
二
項
対
立
を
超
え
た
中
間
的
な
形
態

と
し
て
移
住
の
ハ
ー
ド
ル
を
大
き
く
引
き
下

げ
る
。
政
府
も
特
定
生
活
拠
点
の
登
録
制
度

整
備
や
活
動
拠
点
へ
の
補
助
な
ど
、
具
体
的

な
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。

（
３
） テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
の
構
造
的

 

限
界
と
出
社
回
帰
の
影
響

　
他
方
、
テ
レ
ワ
ー
ク
可
能
な
職
種
は
特
定
業

種
に
偏
って
お
り
、
2
0
2
2
年
以
降
に
国
内

外
で
顕
著
と
な
っ
た
企
業
の
出
社
回
帰
の
動
き

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
前
提
と
し
て
移
住
を
決
断

し
た
層
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
住
宅

を
取
得
し
て
地
方
に
定
住
し
た
世
帯
が
出
社
強

化
方
針
に
直
面
し
、
移
住
継
続
か
帰
都
か
の

選
択
を
迫
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、

テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
の
脆
弱
性
が
あ
ら
わ
に
なって

い
る
。
週
2
〜
3
日
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
勤
務
が

定
着
す
る
企
業
も
多
く
、
首
都
圏
か
ら
1
〜
2

時
間
圏
内
の
近
郊
移
住
需
要
は
根
強
い
。

4
  移
住
定
着
の
課
題

 「
来
て
も
ら
う
」か
ら

 「
住
み
続
け
て
も
ら
う
」へ

（
１
） 定
着
率
と
離
村
の
問
題

　
移
住
政
策
の
実
質
的
な
効
果
を
測
る
上
で
は

移
住
者
数
の
増
加
の
み
な
ら
ず
「
定
着
率
」
が

重
要
で
あ
る
。
数
年
以
内
に
元
の
居
住
地
や
他

地
域
へ
再
転
出
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
く
、

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
への
統
合
の
困
難
さ
、
就

業
機
会
の
不
足
、
医
療
・
教
育
イ
ン
フ
ラ
の
課

題
、
人
間
関
係
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
複
合
的
な

要
因
が
背
景
に
あ
る
。
こ
う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
防
ぐ
た
め
、
地
域
ご
と
で
異
な
る
さ
ま
ざ
ま

な
ル
ー
ル
を
取
り
ま
と
め
た
「
集
落
の
教
科
書
」

の
作
成
な
ど
、
受
け
入
れ
意
識
を
向
上
さ
せ
る

取
組
み
が
各
自
治
体
に
お
い
て
進
ん
で
い
る
が
、

住
民
意
識
の
変
革
に
は
時
間
を
要
す
る
。

（
２
） 子
育
て
・
教
育
環
境
と

 

移
住
の
持
続
性

　
ま
た
、
子
育
て
世
代
の
移
住
に
お
い
て
は
、

学
校
の
教
育
環
境
や
保
育
施
設
の
充
実
度
が

定
着
の
鍵
を
握
る
。
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
教

育
環
境
に
魅
力
を
感
じ
る
保
護
者
も
存
在
し
、

通
学
区
域
に
関
係
な
く
、
希
望
に
よ
り
就
学

で
き
る
特
認
校
制
度
や
、
自
然
体
験
・
農
業

体
験
を
組
み
込
ん
だ
独
自
カ
リ
キ
ュラ
ム
な
ど
、

地
方
独
自
の
教
育
の
魅
力
を
打
ち
出
す
取
組

み
が
移
住
促
進
に
寄
与
し
て
い
る
。
山
村
留
学

制
度
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
が
、
留
学
終
了
後

の
継
続
定
住
を
支
え
る
住
宅
提
供
が
課
題
と

し
て
残
る
自
治
体
も
あ
る
。
移
住
定
着
を
「
来

て
も
ら
う
」
段
階
か
ら
「
住
み
続
け
て
も
ら
う
」

段
階
へ
と
確
実
に
引
き
上
げ
る
た
め
に
は
、
住

ま
い
・
仕
事
・
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
３
点
を
一
体

的
に
支
援
す
る
政
策
設
計
が
求
め
ら
れ
る
。

5
 お
わ
り
に

　
東
京
圏
の
住
宅
価
格
高
騰
は
移
住
動
機
を

価
値
観
の
選
択
か
ら
経
済
合
理
性
の
問
題
へ

と
変
容
さ
せ
、
移
住
希
望
者
の
裾
野
は
拡
大

し
て
い
る
。一
方
、
企
業
の
出
社
回
帰
は
テ

レ
ワ
ー
ク
移
住
の
脆
弱
性
を
あ
ら
わ
に
し
、

移
住
者
が
地
方
で
も
自
立
的
に
就
業
で
き
る

環
境
整
備
の
重
要
性
を
示
し
た
。
住
ま
い
・

仕
事
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を一体
的
に
支
援
す

る
政
策
設
計
の
下
、
地
方
移
住
政
策
は
量
的

拡
充
か
ら
質
的
深
化
へ
と
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

※単位：万円

※図表の出典
首都圏新築分譲マンション市場動向（株式会社不動産経済研究所）2020，2025に加筆
https://www.fudousankeizai.co.jp/share/mansion/448/s2020.pdf
https://www.fudousankeizai.co.jp/share/mansion/654/ss2025.pdf
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1
 は
じ
め
に

「
東
京 

一 

極
集
中
」
是
正
の
長
い
道
の
り

　
東
京
圏
へ
の
人
口
集
中
は
半
世
紀
以
上
続

く
構
造
的
な
現
象
で
あ
り
、
2
0
1
4
年
の

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

以
降
も
転
入
超
過
は
年
間
10
万
人
規
模
で

推
移
し
、
地
方
創
生
の
成
果
は
限
定
的
で
あ

る
。
背
景
に
は
、①
東
京
への
本
社
機
能
集
中

に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
上
の
求
心
力
、②
地
方

で
の
就
業
機
会
不
足
と
い
う
二
つ
の
構
造
的

要
因
が
あ
る
。一
方
、
住
宅
価
格
高
騰
に
よ

る
経
済
的
な
押
し
出
し
と
い
っ
た
、
地
方
移

住
を
促
進
す
る
動
き
も
あ
る
た
め
、
本
稿
で

は
住
宅
問
題
と
働
き
方
の
変
容
を
軸
に
移
住

定
着
の
政
策
的
含
意
を
考
察
す
る
。

2
 東
京
圏
の
住
宅
問
題
と
 

 
移
住
へ
の
プ
ッ
シ
ュ
要
因

（
１
） 地
価
・
住
宅
価
格
の
高
騰
と

 

住
宅
取
得
困
難

　
地
方
移
住
の
動
機
を
理
解
す
る
上
で
、
移

住
先
の
魅
力（
プ
ル
要
因
）と
並
び
、
現
居
住

地
か
ら
の
押
し
出
し
力（
プ
ッ
シュ
要
因
）が
重

要
で
あ
る
。
首
都
圏
の
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
平
均

価
格
は
年
々
高
騰
し
、
2
0
2
5
年
に
は
9

千
万
円
を
超
え
、
P
I
R（
住
宅
価
格
対
所

得
比
率
）で
見
て
も
ロ
ン
ド
ン
・
ニュ
ー
ヨ
ー
ク

と
並
ぶ
世
界
的
高
水
準
に
あ
る
。
こ
の
水
準

は
一
般
的
な
会
社
員
世
帯
が
自
力
で
住
宅
を

取
得
す
る
こ
と
を
ほ
ぼ
不
可
能
に
す
る
も
の
で

あ
り
、
都
心
部
に
十
分
な
広
さ
の
住
宅
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
世
帯
年
収
の
10
倍
を
超

え
る
ロ
ー
ン
を
組
む
こ
と
が
珍
し
く
な
い
。

（
３
） 地
方
に
お
け
る
住
宅
コ
ス
ト

 

優
位
性
と
空
き
家
活
用

　一方
、
地
方
で
は
東
京
圏
と
同
等
ク
ラ
ス
の

中
古
物
件
を
東
京
の
3
分
の
1
か
ら
半
分
程

度
の
価
格
で
取
得
で
き
、
農
村
部
で
は

1
0
0
万
円
台
か
ら
2
0
0
万
円
台
の
物
件

も
流
通
し
て
い
る
。
自
治
体
が
運
営
す
る
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
や
改
修
費
補
助
（
上
限
50

万
〜
1
0
0
万
円
程
度
）
を
活
用
し
た
低
廉

な
住
宅
取
得
の
機
会
も
広
がって
お
り
、
東
京

圏
で
は
実
現
困
難
な「
広
い
庭
付
き
一
戸
建
て
」

を
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
老
朽
化
や
耐
震
性
の
問
題
を
抱
え

る
物
件
も
多
く
、
所
有
者
の
空
き
家
利
活
用

の
動
機
付
け
も
進
ん
で
い
な
い
こ
と
か
ら
、
都

心
部
ほ
ど
流
通
は
進
ま
ず
、
2
0
2
3
年
改

正
の
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
の
下
で
の
実
効
的
な
活
用
に
は
各
自
治

体
の
体
制
整
備
が
課
題
と
な
って
い
る
。

3
 働
き
方
の
変
容
と

 
地
方
移
住
の
構
造
変
化

（
１
） テ
レ
ワ
ー
ク
定
着
と

 
「
ど
こ
で
も
働
け
る
」環
境
の
広
が
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で一
気
に
加
速
し
た
テ
レ

ワ
ー
ク
の
定
着
は
、
I
T
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
デ
ザ

イ
ナ
ー
な
ど
の
知
識
集
約
型
職
種
を
中
心
に

「
地
方
で
も
働
け
る
」
条
件
を
整
え
、
移
住

の
最
大
の
障
壁
で
あ
っ
た
「
地
方
で
の
仕
事

首都圏新築マンション 地区別価格動向（平均価格）

地
方
移
住
の
現
状
と

政
策
的
課
題

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
定
住
の
促
進
に
向
け
て

（
２
） 子
育
て
世
代
・
若
年
層
へ
の

 

影
響
と
移
住
動
機
の
変
容

　
住
宅
価
格
高
騰
の
影
響
を
最
も
強
く
受

け
る
の
は
、
初
め
て
住
宅
を
取
得
す
る
段
階

に
あ
る
若
年
・
子
育
て
世
代
で
あ
る
。「
東

京
で
は
家
が
買
え
な
い
」「
子
育
て
に
ふ
さ
わ

し
い
居
住
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
コ
ス
ト

が
高
過
ぎ
る
」
と
い
う
経
済
合
理
的
な
判

断
が
移
住
検
討
の
主
要
な
契
機
と
な
っ
て
お

り
、
移
住
動
機
は
自
然
志
向
や
U
タ
ー
ン

意
識
に
基
づ
く
価
値
観
の
選
択
か
ら
、
住
宅

費
と
い
う
経
済
問
題
へ
の
対
応
へ
と
質
的
に

変
容
し
つ
つ
あ
る
。
内
閣
府
の
調
査
で
も
、

東
京
圏
在
住
者
が
地
方
移
住
に
関
心
を
持

つ
理
由
と
し
て
「
住
宅
が
広
く
な
る
」「
住

宅
費
が
安
く
な
る
」
を
挙
げ
る
割
合
が
一
貫

し
て
高
い
。

東洋大学大学院工学研究科建築学専攻博士後期課程単
位取得。在学中の2001年に熊本県小国町に移住。公益
財団法人阿蘇地域振興デザインセンター、一般財団法人
学びやの里で都市農村交流事業を実践、2009年に東京
にUターン。同年より特定非営利活動法人100万人のふる
さと回帰・循環運動推進・支援センター（現・公益社団
法人ふるさと回帰・移住交流推進機構）副事務局長とし
て地方移住支援に携わり、2022年4月より現職。専門は
都市農村交流、移住施策。

嵩 和雄
（かさみ  かずお）

國學院大學 観光まちづくり学部
観光まちづくり学科 准教授

寄
稿

の
確
保
」
問
題
を
部
分
的
に
解
消
し
て
き
た
。

政
府
も
「
転
職
な
き
移
住
」
と
し
て
こ
れ
を

後
押
し
し
た
。
内
閣
府
の
調
査
で
も
、
地
方

移
住
への
関
心
が
高
ま
っ
た
理
由
と
し
て
「
テ

レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
地
方
で
も
働
け
る
と
思
っ
た

か
ら
」
と
回
答
す
る
者
が一定
数
に
上
っ
て
お

り
、
特
に
20
〜
40
代
の
子
育
て
世
代
に
お
い

て
広
い
居
住
空
間
や
自
然
環
境
への
ニ
ー
ズ
と

テ
レ
ワ
ー
ク
活
用
が
結
び
つ
い
て
い
る
。

（
２
） 「
二
地
域
居
住
」
と
い
う

 

新
た
な
形
態

　
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
と
並
ん
で
注
目
さ
れ
る

の
が
、
都
市
部
と
地
方
の
双
方
に
生
活
拠
点

を
持
つ
「
二
地
域
居
住
」（
デ
ュア
ル
ラ
イ
フ
）

で
あ
る
。
週
の
一
部
を
地
方
で
過
ご
す
こ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
移
住
の
「
全
か
無
か
」

と
い
う
二
項
対
立
を
超
え
た
中
間
的
な
形
態

と
し
て
移
住
の
ハ
ー
ド
ル
を
大
き
く
引
き
下

げ
る
。
政
府
も
特
定
生
活
拠
点
の
登
録
制
度

整
備
や
活
動
拠
点
へ
の
補
助
な
ど
、
具
体
的

な
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。

（
３
） テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
の
構
造
的

 

限
界
と
出
社
回
帰
の
影
響

　
他
方
、
テ
レ
ワ
ー
ク
可
能
な
職
種
は
特
定
業

種
に
偏
って
お
り
、
2
0
2
2
年
以
降
に
国
内

外
で
顕
著
と
な
っ
た
企
業
の
出
社
回
帰
の
動
き

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
前
提
と
し
て
移
住
を
決
断

し
た
層
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
住
宅

を
取
得
し
て
地
方
に
定
住
し
た
世
帯
が
出
社
強

化
方
針
に
直
面
し
、
移
住
継
続
か
帰
都
か
の

選
択
を
迫
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、

テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
の
脆
弱
性
が
あ
ら
わ
に
なって

い
る
。
週
2
〜
3
日
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
勤
務
が

定
着
す
る
企
業
も
多
く
、
首
都
圏
か
ら
1
〜
2

時
間
圏
内
の
近
郊
移
住
需
要
は
根
強
い
。

4
  移
住
定
着
の
課
題

 「
来
て
も
ら
う
」か
ら

 「
住
み
続
け
て
も
ら
う
」へ

（
１
） 定
着
率
と
離
村
の
問
題

　
移
住
政
策
の
実
質
的
な
効
果
を
測
る
上
で
は

移
住
者
数
の
増
加
の
み
な
ら
ず
「
定
着
率
」
が

重
要
で
あ
る
。
数
年
以
内
に
元
の
居
住
地
や
他

地
域
へ
再
転
出
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
く
、

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
への
統
合
の
困
難
さ
、
就

業
機
会
の
不
足
、
医
療
・
教
育
イ
ン
フ
ラ
の
課

題
、
人
間
関
係
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
複
合
的
な

要
因
が
背
景
に
あ
る
。
こ
う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
防
ぐ
た
め
、
地
域
ご
と
で
異
な
る
さ
ま
ざ
ま

な
ル
ー
ル
を
取
り
ま
と
め
た
「
集
落
の
教
科
書
」

の
作
成
な
ど
、
受
け
入
れ
意
識
を
向
上
さ
せ
る

取
組
み
が
各
自
治
体
に
お
い
て
進
ん
で
い
る
が
、

住
民
意
識
の
変
革
に
は
時
間
を
要
す
る
。

（
２
） 子
育
て
・
教
育
環
境
と

 

移
住
の
持
続
性

　
ま
た
、
子
育
て
世
代
の
移
住
に
お
い
て
は
、

学
校
の
教
育
環
境
や
保
育
施
設
の
充
実
度
が

定
着
の
鍵
を
握
る
。
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
教

育
環
境
に
魅
力
を
感
じ
る
保
護
者
も
存
在
し
、

通
学
区
域
に
関
係
な
く
、
希
望
に
よ
り
就
学

で
き
る
特
認
校
制
度
や
、
自
然
体
験
・
農
業

体
験
を
組
み
込
ん
だ
独
自
カ
リ
キ
ュラ
ム
な
ど
、

地
方
独
自
の
教
育
の
魅
力
を
打
ち
出
す
取
組

み
が
移
住
促
進
に
寄
与
し
て
い
る
。
山
村
留
学

制
度
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
が
、
留
学
終
了
後

の
継
続
定
住
を
支
え
る
住
宅
提
供
が
課
題
と

し
て
残
る
自
治
体
も
あ
る
。
移
住
定
着
を
「
来

て
も
ら
う
」
段
階
か
ら
「
住
み
続
け
て
も
ら
う
」

段
階
へ
と
確
実
に
引
き
上
げ
る
た
め
に
は
、
住

ま
い
・
仕
事
・
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
３
点
を
一
体

的
に
支
援
す
る
政
策
設
計
が
求
め
ら
れ
る
。

5
 お
わ
り
に

　
東
京
圏
の
住
宅
価
格
高
騰
は
移
住
動
機
を

価
値
観
の
選
択
か
ら
経
済
合
理
性
の
問
題
へ

と
変
容
さ
せ
、
移
住
希
望
者
の
裾
野
は
拡
大

し
て
い
る
。一
方
、
企
業
の
出
社
回
帰
は
テ

レ
ワ
ー
ク
移
住
の
脆
弱
性
を
あ
ら
わ
に
し
、

移
住
者
が
地
方
で
も
自
立
的
に
就
業
で
き
る

環
境
整
備
の
重
要
性
を
示
し
た
。
住
ま
い
・

仕
事
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を一体
的
に
支
援
す

る
政
策
設
計
の
下
、
地
方
移
住
政
策
は
量
的

拡
充
か
ら
質
的
深
化
へ
と
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

※単位：万円

※図表の出典
首都圏新築分譲マンション市場動向（株式会社不動産経済研究所）2020，2025に加筆
https://www.fudousankeizai.co.jp/share/mansion/448/s2020.pdf
https://www.fudousankeizai.co.jp/share/mansion/654/ss2025.pdf
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代表取締役社長　永田 英一郎 氏

株式会社サザンクロスシステムズは、2007年に東京都荒川区で永田英
一郎社長が3人の仲間と共に創業。業務システムの開発・保守を通じて
顧客のDX（デジタルトランスフォーメーション）を支えるIT企業だ。宮崎
県小林市出身の永田社長は、「東京と九州（宮崎、福岡）をつなぎ、地域
活性化できるIT企業にする」という夢に向かって、宮崎市や福岡市にも事
業所を構えていたが、2023年に宮崎市に総務、管理、人材育成などの本
社機能を移転し、宮崎本社を開業した。地方拠点の重視によって地元の
優秀な技術者を集めるとともに、良好な労働環境を整備して定着を図り、
人材が売上に直結するIT業界の中で順調に業績を拡大している。

本社機能の地方移転で業績拡大
東京と九州をつなぐ企業に

勤
務
先
が
大
手
に
買
収

故
郷
へ
の
思
い
を
胸
に
独
立

永
田
社
長
は
1
9
6
4
年
に
宮
崎
県
小
林

市
に
生
ま
れ
、琉
球
大
学
工
学
部
を
卒
業
後
、

宮
崎
県
内
の
シ
ス
テ
ム
開
発
企
業
に
就
職
し

た
。15
年
に
わ
た
って
営
業
職
と
し
て
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
寄
り
添
っ
た
開
発
の
経
験
を
積
ん
だ

後
、2
0
0
3
年
に
東
京
の
I
T
企
業
に
転

職
。そ
の
当
時
、総
合
病
院
を
中
心
に
ニ
ー
ズ

が
高
ま
って
い
た
電
子
カ
ル
テ
な
ど
医
療
業
務

シ
ス
テ
ム
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
。

上
京
し
た
と
は
言
って
も
、故
郷
・
宮
崎
県

と
の
関
わ
り
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。「

転
職
先
の
本
社
は
東
京
で
し
た
が
、宮
崎

県
と
鹿
児
島
県
に
も
拠
点
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
会
社
を
選
ん
だ
の
も
、自
分
の
技
術
力
を
磨

き
な
が
ら
、東
京
と
地
元
の
九
州
を
つ
な
ぐ
仕

事
を
し
た
い
と
い
う
自
分
の
思
い
を
実
現
で
き

る
と
考
え
た
か
ら
で
す
」と
永
田
社
長
は
語

る
。と
こ
ろ
が
転
職
し
て
4
年
後
の
2
0
0
7

年
、勤
務
先
が
大
手
ベ
ン
ダ
ー
に
買
収
さ
れ
た

こ
と
で
、事
情
が
大
き
く
変
わ
って
し
ま
う
。

「
大
手
の
I
T
企
業
は
、や
は
り
東
京
中
心

の
業
務
体
制
で
、『
み
ん
な
東
京
に
集
ま
れ
』と

いっ
た
社
風
で
し
た
。そ
の
ま
ま
勤
め
て
い
れ

ば
、大
手
企
業
の
一
員
に
な
れ
て
、生
活
も
安

定
し
た
と
思
い
ま
す
。で
も
、そ
う
す
る
と
自

分
が
東
京
に
出
て
き
た
志
を
貫
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、こ
の
機
会
に
独
立
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
」と
永
田
社
長
は
創
業
の
経
緯

を
話
し
て
く
れ
た
。

新
会
社
の
名
称「
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
シ
ス
テ
ム

ズ
」の「
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
」は
南
十
字
星
を
意
味

す
る
。四
つ
の
明
る
い
星
が
十
字
型
に
並
ん
だ

星
座
は
、南
半
球
で
は
天
の
南
極
の
方
角
を
知

る
た
め
の
指
標
と
し
て
大
航
海
時
代
か
ら
利

用
さ
れ
て
き
た
。

南
十
字
星
は
同
社
の
社
章
に
も
描
か
れ
、

「
創
業
時
の
メ
ン
バ
ー
が
私
も
含
め
て
4
人

だ
っ
た
こ
と
と
、や
は
り
当
時
か
ら
九
州
と
の
つ

な
が
り
を
意
識
し
て
、『
南
に
き
ら
り
と
光
る
』

企
業
を
目
指
す
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
ま
し

た
」と
、社
名
に
は
永
田
社
長
の
故
郷
への
強
い

思
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

創
業
半
年
後
に

宮
崎
に
も
拠
点
を
開
設

創
業
は
、本
社
を
東
京
都
荒
川
区
の
永
田

社
長
の
自
宅
マ
ン
シ
ョン
に
置
い
て
の
ス
タ
ー
ト

と
な
っ
た
が
、半
年
後
の
2
0
0
8
年
2
月
に

は
一
足
先
に
宮
崎
市
内
に
宮
崎
事
業
所
を
開

設
し
た
。同
年
4
月
に
は
同
区
が
運
営
す
る
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
向
け
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス「
西
日

暮
里
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
」に
東
京
本

社
を
移
転
し
、業
務
を
拡
大
し
て
いっ
た
。東

京
と
九
州
を
つ
な
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
当
初
か

ら
目
指
し
た
。

特集 事例1 「移る」ことから始まる挑戦 ～地域で芽生える新たな価値と、広がる可能性～

株式会社サザンクロスシステムズ（宮崎県宮崎市）
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サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
シ
ス
テ
ム
ズ
の
創
業
直
後
は

以
前
の
勤
務
先
で
永
田
社
長
が
手
掛
け
て
い

た
医
療
業
務
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
継
続
し
、発

注
元
か
ら
の
信
頼
を
高
め
て
いっ
た
。そ
の
実

績
も
あ
って
、医
療
業
務
シ
ス
テ
ム
は
現
在
も

同
社
の
得
意
分
野
の
一
つ
で
、「
医
療
分
野
は

最
新
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
サ
ー
ビ
ス
が
多

く
、今
は
電
子
カ
ル
テ
の
延
長
で
、患
者
さ
ん
の

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ（
体
温
、血
圧
、脈
拍
、呼
吸

な
ど
人
の
生
命
活
動
を
示
す
基
本
的
な
指
標

を
数
値
化
し
た
も
の
）を
看
護
師
さ
ん
が
持
つ

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
記
録
・
確
認
す
る
仕
組
み
を
開

発
し
て
い
ま
す
」（
永
田
社
長
）

同
社
の
業
績
が
拡
大
し
た
契
機
は
2
0
0 

9
年
5
月
、株
式
会
社
N
T
T
デ
ー
タ 

イ
ン

ト
ラ
マ
ー
ト
が
提
供
す
る
統
合
型
ロ
ー
コ
ー
ド

開
発
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
イ
ン
ト
ラ
マ
ー
ト

（intra-m
art

）」の
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
と
なっ

た
こ
と
だ
。イ
ン
ト
ラ
マ
ー
ト
は
企
業
が
保
有

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
シ
ス
テ
ム
を
同
一
の
基

盤
上
に
集
約
し
、シ
ス
テ
ム
投
資
の
効
率
化
と

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
最
適
化
を
目
指
す
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
で
、開
発
事
業
者
は
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョン
を
イ
ン
ト
ラ
マ
ー

ト
基
盤
上
に
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

医
療
業
務
シ
ス
テ
ム
で
培
っ
た
技
術
力
は
、

イ
ン
ト
ラ
マ
ー
ト
基
盤
を
活
用
し
た
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョン
開
発
で
花
開
き
、売
上
も
順
調
に

伸
び
た
。創
業
か
ら
3
年
を
経
た
2
0
1
0

年
12
月
に
は
東
京
本
社
を
西
日
暮
里
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
か
ら
近
隣
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

に
移
し
た
が
、業
績
拡
大
の
要
因
は
宮
崎
市
に

も
拠
点
を
置
き
、地
方
で
優
秀
な
技
術
者
を

確
保
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
に
も

あ
っ
た
。

「
ニ
ア
シ
ョ
ア
」の
強
み
を
生
か
す

宮
崎
事
業
所
増
床
へ

I
T
業
界
を
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

（
サ
ー
ビ
ス
供
給
網
）か
ら
見
る
と
、

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
製
造
が「
川
上
」、シ

ス
テ
ム
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョン
開
発

は「
川
中
」、開
発
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

ユ
ー
ザ
ー
環
境
へ
導
入
し
、安
定
稼

働
さ
せ
る
運
用
・
保
守
の
業
務
が

「
川
下
」に
当
た
る
。た
だ
し
、こ
れ

ら
全
て
を
1
社
単
独
で
手
掛
け
る

ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。元
請
け

が
大
手
で
あ
って
も
、川
上
、川
中
、

川
下
の
各
業
務
を
グ
ル
ー
プ
内
の

子
会
社
や
外
部
の
企
業
に
委
託
す

る
の
が
一
般
的
だ
。

そ
の
委
託
先
に
は
コ
ス
ト
の
安
い

海
外
事
業
者（
オ
フ
シ
ョ
ア
）が
選

ば
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、意
思
疎
通

の
壁
や
品
質
の
問
題
な
ど
か
ら
地
方
に
拠
点

を
置
く
国
内
事
業
者（
ニ
ア
シ
ョ
ア
）に
仕
事
を

任
せ
る
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
シ

ス
テ
ム
ズ
は
、創
業
直
後
か
ら
宮
崎
市
の
拠
点

に
優
秀
な
技
術
者
を
抱
え
る
こ
と
で
、高
い
品

質
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
ニ
ア
シ
ョ

ア
の
優
位
性
を
発
揮
し
、顧
客
の
信
用
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

当
初
、宮
崎
事
業
所
は
宮
崎
市
中
心
部
の

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
一
室
に
あ
っ
た
が
、イ
ン
ト
ラ

マ
ー
ト
関
連
の
業
績
拡
大
に
合
わ
せ
、2
0
0 

9
年
7
月
に
同
市
佐さ

土ど

原わ
ら

町ち
ょ
う

の
宮
崎
テ
ク
ノ

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
内
の
オ
フ
ィ
ス
フ
ロ
ア
に
移
転

し
た
。こ
の
時
の
オ
フ
ィ
ス
の
広
さ
は
わ
ず
か

48
平
方
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。し
か
し
、受
注
す
る

案
件
が
増
え
れ
ば
、開
発
に
従
事
す
る
技
術
者

も
多
く
な
り
、オ
フ
ィ
ス
の
ス
ペ
ー
ス
も
広
げ
る

必
要
が
あ
る
。
同
じ
宮
崎
テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
内
で
オ
フ
ィ
ス
面
積
を
段
階
的
に
広

げ
、2
0
2
1
年
4
月
に
は
1
9
2
平
方
メ
ー

ト
ル
へ
と
増
床
し
た
。ま
た
、宮
崎
市
以
外
で

も
、２
０
１
６
年
11
月
に
は
福
岡
市
博
多
区
に

福
岡
事
業
所
を
開
設
し
た
。

宮
崎
本
社
開
業
へ

事
業
を
支
え
る
人
材
は
地
方
か
ら

2
0
2
3
年
5
月
、同
社
は
宮
崎
空
港
に

近
い
宮
崎
市
本ほ
ん

郷ご
う

北き
た

方か
た

に
延
べ
床
面
積
約
８ 

０
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
新
社
屋
を
建
設
。こ
こ

サザンクロスシステムズ宮崎本社内のオフィスの様子。業務に必要な打ち合わ
せが迅速にできるように、仕切りなどが無いフラットな配置となっている

サザンクロスシステムズ宮崎本社の社屋。宮崎空港に近い国道220号沿いの立
地で、社屋自体の宣伝効果も高く、採用活動などに効果をもたらしている

08_10_特集_サザンクロスシステムズ_九校.indd   908_10_特集_サザンクロスシステムズ_九校.indd   9 2026/04/16   14:092026/04/16   14:09



10PB 2026.42026.4

事例1「移る」ことから始まる挑戦 ～地域で芽生える新たな価値と、広がる可能性～ 特集

に
、宮
崎
テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
内
に
あ
っ
た

宮
崎
事
業
所
に
加
え
、東
京
本
社
か
ら
総
務
、

管
理
、人
材
育
成
な
ど
の
本
社
機
能
を
移
転

し
、宮
崎
本
社
と
し
て
開
業
し
た
。

自
社
ビ
ル
を
宮
崎
市
に
新
設
し
た
背
景
に

は
、拡
大
す
る
事
業
に
必
要
な
人
材
を
地
方
で

集
め
る
と
い
う
同
社
の
経
営
戦
略
が
あ
っ
た
。

I
T
業
界
は
開
発
に
従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
数

が
売
上
に
直
結
す
る
労
働
集
約
型
産
業
で
、人

手
不
足
は
経
営
リ
ス
ク
に
直
結
す
る
。同
社
の

場
合
、創
業
直
後
か
ら
宮
崎
市
に
拠
点
を
置
い

た
こ
と
で
、宮
崎
大
学
、鹿
児
島
大
学
、九
州
工

業
大
学
、琉
球
大
学
の
卒
業
生
を
安
定
的
に

採
用
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。2
0
2
5
年

度
で
社
員
数
は
約
1
4
0
人
に
ま
で
増
え
、う

ち
約
8
割
を
九
州
・
沖
縄
出
身
者
が
占
め
て

い
る
。今
後
も
事
業
を
広
げ
て
い
く
に
は
、人
材

採
用
を
さ
ら
に
効
率
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に

なって
い
た
。永
田
社
長
が「
自
社
ビ
ル
を
建
て

る
こ
と
で
、東
京
と
宮
崎
・
九
州
を
つ
な
ぐ
企

業
と
し
て
の『
覚
悟
』を
示
し
た
かっ
た
」と
話

す
よ
う
に
、宮
崎
市
に
本
社
機
能
を
移
し
た
結

果
、地
方
の
I
T
人
材
を
引
き
付
け
る
存
在

感
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
なっ
た
。

良
好
な
労
働
環
境
で

離
職
を
防
ぐ

宮
崎
本
社
の
開
業
以
降
、社
員
の
数
は
毎

年
1
割
程
度
の
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
る
が
、こ

れ
は
採
用
の
強
化
だ
け
で
な
く
、離
職
を
防
ぐ

た
め
の
労
働
環
境
づ
く
り
も
大
き
な
効
果
を

上
げ
て
い
る
か
ら
だ
。基
本
的
な
給
与
は
東
京

の
水
準
に
合
わ
せ
、働
く
場
所
に
か
か
わ
ら
ず

同
一
な
上
、エ
ン
ジ
ニ
ア
は
仕
事
の
内
容
も
勤

務
地
に
よ
って
変
わ
ら
な
い
。シ
ス
テ
ム
や
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョン
の
開
発
は
基
本
的
に
リ
モ
ー
ト

で
で
き
る
た
め
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る

メ
ン
バ
ー
は
勤
務
地
が
ど
こ
か
は
関
係
な
く
、

適
材
適
所
で
選
び
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
宮
崎
に
い
て
、開
発
要
員
は
東
京
や

福
岡
で
勤
務
し
て
い
る
と
いっ
た
ケ
ー
ス
も
よ

く
あ
り
ま
す
」（
永
田
社
長
）

地
方
で
勤
務
し
て
い
て
も
仕
事
を
通
じ
て

最
新
の
技
術
に
触
れ
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る

環
境
は
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
向
上
に
も
つ

な
が
る
。宮
崎
本
社
開
業
以
降
の
3
年
間
で
、

新
卒
で
採
用
し
た
社
員
か
ら
の
離
職
者
が
出

て
い
な
い
こ
と
は
、同
社
の
居
心
地
の
良
さ
を

示
し
て
い
る
。

永
田
社
長
は「
I
T
業
界
で
宮
崎
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
企
業
に
は
な
って
い
る
と
思
い
ま
す

が
、こ
れ
か
ら
は
九
州
で
の
ト
ッ
プ
に
立
ち
た

い
」と
抱
負
を
語
る
。同
社
の
成
長
の
軌
跡
は

地
方
の
拠
点
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
加
え
、本

社
機
能
を
地
方
に
移
転
さ
せ
る
こ
と
で
人
材

を
確
保
し
、地
域
経
済
に
も
貢
献
す
る
成
功

例
と
言
え
そ
う
だ
。�

一般企業向けの基幹・業務システム開発、および医療機関向けの医療業務
システム開発を行っている

2022年11月から宮崎県小林市と「行政事務効率化・改善に関する連携
協定」を締結し、住民サービスの向上に向け取り組む

宮崎本社では東京、福岡の各拠点とオンラインでつなぎ、入社式を行った
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代表取締役　田澤 麻里香 氏

伝統的な酒造りの体験を提供
風土と文化を発信する酒蔵ホテル®
地域を巻き込み、まちづくりの核に

麹こ
う
じづ

く
り
か
ら
始
ま
る

伝
統
的
な
技
を
学
ぶ

ク
ラ
ビ
ト
ス
テ
イ
は
、創
業
３
０
０
年
以
上

を
数
え
る
老
舗
の
酒
蔵「
橘き
つ

倉く
ら

酒
造
」（
長
野

県
佐
久
市
）の
敷
地
内
に
あ
る
。か
つ
て
酒
造

り
の
職
人
た
ち
が
寝
泊
ま
り
し
た「
広ひ
ろ

敷し
き

」と

呼
ば
れ
る
築
１
０
０
年
を
超
え
る
建
物
の
風

情
あ
る
た
た
ず
ま
い
に
、ク
ラ
ビ
ト
ス
テ
イ
の

創
業
者
で
運
営
会
社
の
社
長
を
務
め
る
田
澤

麻
里
香
氏
が
ほ
れ
込
み
、直
談
判
し
て
蔵
人
体

験
の
た
め
の
滞
在
先
と
し
て
改
装
し
た
。

宿
泊
客
は
隣
接
す
る
酒
蔵
で
伝
統
の
酒
造

り
の
技
を
学
ぶ
。米
を
洗
って
蒸
す
と
こ
ろ
か

ら
麹
室
で
の
麹
づ
く
り
ま
で
を
体
験
す
る
１
泊

２
日
コ
ー
ス
と
、日
本
酒
の
ス
タ
ー
タ
ー
と
な

る
酒し
ゅ

母ぼ

を
育
む
酛も

と

立だ

て
に
も
参
加
す
る
２
泊

３
日
コ
ー
ス
が
あ
り
、3
日
間
に
わ
た
る
麹
づ

く
り
全
体
を
経
験
で
き
る
リ
ピ
ー
タ
ー
限
定

の
上
級
コ
ー
ス
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

希
少
な
体
験
に
引
か
れ
て
や
って
く
る
客
の

４
割
は
海
外
か
ら
で
、こ
れ
ま
で
香
港
や
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、米
国
、カ
ナ
ダ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ど
30
を
超
え
る
国
や
地
域
の
人
々
が
ク
ラ
ビ

ト
ス
テ
イ
を
訪
れ
た
。２
泊
３
日
の
蔵
人
体
験

は
寒
造
り
の
時
期
で
あ
る
真
冬
が
中
心
で
週

末
限
定
。１
回
の
受
け
入
れ
可
能
人
数
も
最

大
10
人
と
少
な
い
。オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
代
理
店

を
通
じ
た
予
約
も
受
け
て
い
な
い
が「
デ
ィ
ー

プ
な
日
本
の
文
化
を
体
験
し
た
い
、本
物
の
日

本
を
見
た
い
と
い
う
人
」（
田
澤
氏
）に
支
持

さ
れ
、ほ
ぼ
毎
回
予
約
で
埋
ま
る
。キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
が
出
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

欧
州
に
憧
れ
、

旅
行
や
ワ
イ
ン
を
仕
事
に

ク
ラ
ビ
ト
ス
テ
イ
の
田
澤
社
長
は
佐
久
市
の

隣
、小
諸
市
の「
自
動
販
売
機
も
な
い
山
奥
」

で
、教
師
だ
っ
た
両
親
の
下
で
育
っ
た
。「
外
の

世
界
を
見
た
い
」と
の
思
い
が
人
一
倍
強
く
、

10
代
の
頃
は
、パ
リ
・
モ
ン
マ
ル
ト
ル
を
舞
台
に

空
想
好
き
な
女
性
の
日
常
を
描
い
て
大
ヒ
ッ
ト

し
た
映
画「
ア
メ
リ
」に
は
ま
り
、欧
州
へ
の
憧

れ
を
募
ら
せ
て
い
た
と
い
う
。

大
学
で
東
京
に
出
て
、文
学
部
で
フ
ラ
ン
ス

の
言
語
や
文
学
を
学
ん
だ
。卒
業
後
は
大
手

旅
行
会
社
に
就
職
し
、ツ
ア
ー
の
企
画
や
手

配
、添
乗
ま
で
何
で
も
こ
な
し
た
。猛
烈
に
働

き
、夏
休
み
に
は
仕
事
で
た
ま
っ
た
航
空
会
社

の
マ
イ
ル
を
使
って
大
好
き
な
フ
ラ
ン
ス
に
出
か

け
て
い
く
生
活
を
送
っ
た
。

世
の
中
は
デ
フ
レ
真
っ
た
だ
中
で
、旅
行
業

界
も
ひ
た
す
ら
安
さ
を
競
って
い
た
。「
飛
行

機
も
宿
も
食
事
も
添
乗
員
も
全
部
付
い
た

ヨ
ー
ロッ
パ
１
週
間
の
ツ
ア
ー
が
８
万
円
」（
田

澤
氏
）と
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
安
価
な
ツ
ア
ー

が
話
題
を
呼
ぶ
な
ど
、旅
行
の「
質
」は
二
の
次

に
な
り
が
ち
だ
っ
た
。顧
客
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
に

翻ほ
ん
弄ろ

う
さ
れ
、ひ
た
す
ら「
客
を
さ
ば
く
」こ
と
に

特集 事例２ 「移る」ことから始まる挑戦 ～地域で芽生える新たな価値と、広がる可能性～

株式会社KURABITO STAY（長野県佐久市）

長野県東部に位置し、北に浅間山、南に八ケ岳連峰を望む佐久平は、千
曲川の豊かな水を利用した米作が盛んで古くから酒どころとして知られる。
６年前にこの地に開業した酒蔵ホテル®「ＫＵＲＡＢＩＴＯ ＳＴＡＹ（クラビトス
テイ）」は、江戸時代から続く酒蔵で酒造りに参加する「蔵人体験」を提供
し、日本酒を愛する人々から絶賛されている。酒を通じて佐久の風土や文
化を発信するこのユニークな宿は地域を巻き込み、まちづくりの核としても
光を放っている。
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事例2「移る」ことから始まる挑戦 ～地域で芽生える新たな価値と、広がる可能性～ 特集

疲
弊
し
た
田
澤
氏
は
、旅
行
業
界
に
別
れ
を
告

げ
て
ワ
イ
ン
の
輸
入
会
社
への
転
職
を
決
め
る
。

添
乗
で
訪
れ
た
フ
ラ
ン
ス
で
飲
ん
だ
本
場
の

ワ
イ
ン
の「
飲
む
人
の
情
緒
に
訴
え
か
け
る
色

気
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
」に
感
動
し
、ス
ク
ー
ル
に

通
って
勉
強
し
て
い
た
こ
と
が
役
立
っ
た
。
転

職
先
で
は
営
業
と
し
て
百
貨
店
や
リ
カ
ー

シ
ョッ
プ
、レ
ス
ト
ラ
ン
を
回
り
、「
ワ
イ
ン
を
飲

む
の
が
仕
事
」と
い
う
毎
日
は
と
て
も
楽
し
く

充
実
し
て
い
た
。

し
か
し
、そ
ん
な
日
々
は
妊
娠
が
分
か
っ
た

こ
と
で
思
い
が
け
ず
終
わ
り
を
告
げ
る
。仕
事

を
続
け
た
い
と
い
う
思
い
は
強
か
っ
た
が
、会

社
や
周
り
の
十
分
な
理
解
を
得
る
こ
と
は
難

し
か
っ
た
と
い
う
。「
ど
う
し
て
女
性
は
妊
娠

し
た
と
か
、小
さ
い
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
と

い
う
だ
け
で
働
く
機
会
が
減
って
し
ま
う
の

か
」。悔
し
さ
を
胸
に
職
を
辞
し
た
。

無
職
に
な
っ
た
こ
と
で
積
み
上
げ
て
き
た
も

の
が
全
て
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
よ
う
な
恐
怖
に
襲

わ
れ
た
。出
産
後
に
東
京
や
当
時
住
ん
で
い
た

埼
玉
で
再
就
職
を
目
指
し
た
が
、保
育
園
の
空

き
も
な
く
１
歳
の
子
ど
も
を
抱
え
て
の
就
職

活
動
は
行
き
詰
ま
っ
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て

信
州
に
戻
る

絶
望
し
て
い
た
そ
の
時
、故
郷
の
小
諸
市
が

観
光
資
源
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
の
司
令

塔
と
な
る
組
織
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
知
る
。旅
行
業
経
験
者
を
探
し
て
い
る

の
を
見
て「
自
分
が
呼
ば
れ
て
い
る
」と
応
募

し
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
１
年
間
、

観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
旅
行
者
を
呼
び

込
む
仕
掛
け
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

橘
倉
酒
造
と
の
出
会
い
は
、ワ
イ
ン
や
日
本

酒
の
製
造
元
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て

い
た
時
だ
っ
た
。小
諸
市
内
に
は
受
け
入
れ
て

く
れ
る
先
が
見
当
た
ら
ず
隣
の
佐
久
市
を
探

し
て
回
る
中
で
、歴
史
を
た
た
え
た
蔵
の
厳
か

な
雰
囲
気
に
魅
了
さ
れ
た
。

ツ
ア
ー
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
後
も
付
き
合

い
は
続
き
、敷
地
内
で
物
置
に
な
って
い
た
古
い

建
物
が
、新
潟
か
ら
酒
造
り
の
た
め
に
働
き
に

く
る
越
後
杜と
う

氏じ

た
ち
の
宿
舎
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
知
り
、「
こ
こ
に
寝
泊
ま
り
し
て

酒
造
り
を
体
験
で
き
た
ら
」と
ひ
ら
め
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
田
舎
で
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
訪
れ
た

際
、現
地
の
人
に「
日
本
人
は
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
と
い

う
自
分
た
ち
の
文
化
が
あ
る
の
に
、ど
う
し
て

ワ
イ
ン
ば
か
り
追
い
か
け
る
の
か
」と
問
わ
れ
、

自
分
た
ち
の
地
域
や
文
化
に
自
信
と
誇
り
を

持
つ
彼
ら
が
ま
ぶ
し
く
見
え
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。ワ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
時
代
の
先
生
は
日
本

酒
に
も
精
通
し
て
い
て
、地
域
の
風
土
や
文
化

に
根
差
し
た
日
本
酒
の
奥
深
さ
を
教
え
て
く

れ
た
。そ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
で
培
って
き
た
も

の
が
全
て
つ
な
が
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。「
自

分
も
地
域
の
宝
物
の
よ
う
な
文
化
や
歴
史
を

発
信
す
る
側
に
行
き
た
い
」と
思
っ
た
。

橘
倉
酒
造
の
井
出
平
専
務（
現
社
長
・
第

19
代
当
主
）に
ア
イ
デ
ア
を
話
す
と「
面
白
い
」

と
言
って
も
ら
え
た
。酒
造
り
は
繊
細
な
作
業

の
連
続
で
部
外
者
の
蔵
への
立
ち
入
り
は
通
常

は
許
さ
れ
な
い
。し
か
し
、橘
倉
酒
造
に
は
企

業
の
従
業
員
研
修
の
た
め
の
酒
造
り
への
参
加

を
受
け
入
れ
た
経
験
が
あ
っ
た
。自
分
で
資
金

を
集
め
る
な
ら
と
協
力
を
快
諾
し
て
く
れ
た
。

ビ
ジ
コ
ン
で
グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得
、

夢
を
形
に

夢
は
で
き
た
が
、事
業
計
画
の
立
て
方
も
お

金
の
借
り
方
も
知
ら
な
い
。子
ど
も
を
育
て
な

が
ら
、自
分
ら
し
く
働
く
た
め
の
場
は「
自
分

で
立
ち
上
げ
る
し
か
な
い
」と
決
意
し
た
も
の

の
、何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
も
分
か
ら
な
か
っ

た
。思
い
付
い
た
の
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
に
出
る
こ
と
だ
っ
た
。勉
強
会
に
参
加
し
、

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
夢
を
形
に
す
る
た
め

の
事
業
計
画
を
練
っ
た
。

「
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
お
客
様
を
待
つ

営
業
で
は
無
駄
が
多
い
。家
族
と
の
時
間
も
両

立
で
き
な
い
。な
ら
ば
週
末
限
定
に
し
ち
ゃ
お

う
。観
光
地
で
も
な
い
佐
久
に
来
て
く
れ
る
の

は
ど
ん
な
人
た
ち
だ
ろ
う
。ど
ん
な
コ
ン
テ
ン

ツ
が
あ
れ
ば
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」。地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
時
か
ら
考
え
続
け
て
き
た
こ

と
を
反
映
さ
せ
た
酒
蔵
ホ
テ
ル
®
の
プ
ラ
ン

は
、外
食
大
手
ワ
タ
ミ
創
業
者
の
渡
邉
美
樹
氏

が
代
表
理
事
を
務
め
る
公
益
財
団
法
人
が
主

催
す
る「
み
ん
な
の
夢
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」の
全
国

冷たい水での洗米作業に挑む参加者たち。寒造りは真冬の厳
しい環境下で行われる

本物の日本文化を求めて、世界30カ国以上の人々が訪れる
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大
会
で
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
射
止
め
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
さ
な
か
、

酒
蔵
ホ
テ
ル
®
開
業

グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得
の
３
カ
月
後
の
２
０
１
９

年
５
月
、田
澤
氏
は
酒
蔵
ホ
テ
ル
®
の
運
営
会

社
を
設
立
。貯
金
や
コ
ン
テ
ス
ト
の
賞
金
に
加

え
て
借
り
入
れ
や
行
政
の
助
成
金
で
３
千
万

円
を
調
達
し
、翌
年
の
３
月
に
は
満
を
持
し
て

酒
蔵
ホ
テ
ル
®
を
開
業
し
た
。

運
悪
く
コ
ロ
ナ
禍
の
さ
な
か
の
営
業
開
始
と

な
り
、最
初
の
数
カ
月
は
売
り
上
げ
が
ほ
ぼ
ゼ

ロ
だ
っ
た
が
、バ
ー
チ
ャ
ル
酒
蔵
見
学
に
物
販
を

組
み
合
わ
せ
る
な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を

駆
使
し
た「
フ
ァ
ン
づ
く
り
」を
地
道
に
続
け

た
。口
コ
ミ
が
広
が
り
、新
型
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着

く
に
つ
れ
て「
お
客
様
が
お
客
様
を
呼
ぶ
」（
田

澤
氏
）よ
う
に
な
っ
た
。

ク
ラ
ビ
ト
ス
テ
イ
に
宿
と
し
て
の
華
美
な
と

こ
ろ
や
派
手
な
仕
掛
け
は
な
い
。寝
泊
ま
り
す

る
の
は「
蔵
人
の
寝
床
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
く

ぐ
り
戸
付
き
の
畳
の
間
で
、1
人
用
の
部
屋
は

２・５
畳
ほ
ど
。寝
具
以
外
の
余
計
な
も
の
が

な
い
空
間
は
、ま
る
で
茶
室
の
よ
う
に
シ
ン
プ

ル
だ
が
、訪
れ
た
人
に
は
そ
れ
が
逆
に
新
鮮
に

映
る
と
い
う
。

蔵
人
体
験
の
朝
は
早
い
。そ
ろって
朝
食
を

取
っ
た
後
、酒
の
神
様
を
祭
る
祭
壇
の
前
で
邪

気
ば
ら
い
の
神
事
に
臨
ん
だ
瞬
間
か
ら
、客
は

「
蔵
人
」に
な
る
。酒
造
り
の
作
業
は
見
た
目

以
上
に
重
労
働
だ
が
、１
日
の
終
わ
り
に
地
元

の
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
そ
の
日
の
体
験
を

振
り
返
れ
ば
、か
け
が
え
の
な
い
絆
が
生
ま
れ

る
。標
準
的
な
１
泊
２
日
の
内
容
で
も
１
人
約

７
万
円
と
安
く
は
な
い
が
、本
物
の
体
験
が
客

を
魅
了
す
る
。海
外
の
顧
客
か
ら「
50
万
円
で

も
い
い
」と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

１
０
０
年
後
も
誇
れ
る
故
郷
を

守
り
伝
え
る

田
澤
氏
が
ク
ラ
ビ
ト
ス
テ
イ
で
目
指
す
の
は

「
１
０
０
年
後
も
誇
れ
る
故
郷
を
守
り
伝
え

る
」こ
と
だ
。運
営
会
社
の
サ
イ
ト
に
は「
持
続

可
能
な
観
光
振
興
を
目
指
し
、お
客
様
と
地

域
の
間
に
立
ち
、事
業
を
通
し
て
地
域
ら
し
さ

を
磨
き
、高
め
、こ
れ
を
国
内
外
に
発
信
し
ま

す
」と
の
ビ
ジ
ョン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。「
私

は
ホ
テ
ル
や
旅
館
を
成
功
さ
せ
た
い
わ
け
じ
ゃ

な
く
て
、ま
ち
づ
く
り
が
し
た
い
ん
で
す
」

ク
ラ
ビ
ト
ス
テ
イ
で
は
朝
食
は
提
供
す
る

が
、昼
食
や
夕
食
は
基
本
的
に
外
に
食
べ
に

行
って
も
ら
う
。地
域
全
体
で
訪
問
客
を
受
け

入
れ
て
も
ら
い
地
元
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

か
ら
だ
。「
都
会
に
は
な
い
人
の
温
か
さ
を
感

じ
た
り
、心
と
心
が
通
う
交
流
が
で
き
た
り
す

る
の
が
田
舎
。お
客
様
は
そ
れ
を
求
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
」。自
分
た
ち
だ
け
で
客
を
囲
い
込
も

う
と
い
う
意
識
は
な
い
の
だ
と
い
う
。

橘
倉
酒
造
と
共
に
設
立
し
た「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
酒

蔵
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」に
地
元

の
飲
食
店
を
巻
き
込
み
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
英
語
対
応
の
メ
ニュ
ー
作

成
な
ど
の
取
組
み
も
進
め
て
き
た
。そ
ば
打
ち

体
験
な
ど
地
域
の
飲
食
店
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョン
で
生
ま
れ
た
企
画
も
多
い
。酒
造
り
が

行
わ
れ
な
い
夏
場
の
た
め
に
、酒
米
の
水
田
や

地
域
の
神
社
や
古
寺
を
自
転
車
で
巡
って
、佐

久
の
酒
造
り
を
支
え
て
き
た
風
土
や
文
化
を

感
じ
て
も
ら
う
ツ
ア
ー
も
始
め
た
。

昨
年
、同
じ
長
野
県
の
上
田
市
に
２
軒
目
の

酒
蔵
ホ
テ
ル
®
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。こ
ち
ら
は

蔵
人
体
験
こ
そ
な
い
が
、や
は
り
江
戸
時
代
か

ら
続
く
地
元
の
老
舗
酒
蔵
で
あ
る「
岡
崎
酒

造
」の
協
力
を
得
て
、酒
と
食
が
育
む
地
元
の

文
化
を
目
と
舌
で
味
わ
って
も
ら
う
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
た
。将
来
は
ク
ラ
ビ
ト
ス
テ
イ
を
通
じ

て
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、も
っ
と
多
く
の
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に
生
か
せ
な
い
か
と
も
考
え
て

い
る
。田
澤
氏
の
挑
戦
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。�

木おけのふたを再生したテーブル。蔵人体験をする仲間と一
緒に過ごす特別な場所

宿泊客は写真中央奥の酒蔵へと入り、伝統的な酒造りの技
を体験する

客室には畳と布団だけの潔い空間。余計なものを削ぎ落と
し、宿泊客に深い安らぎをもたらす
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代表取締役　武藤 浩史 氏

縁なき土地で挑んだ牧場経営
羊を丸ごと活かす発想で価値を高め
移住者から地域の担い手へ

憧
れ
を
胸
に
北
海
道
へ

大
学
院
で
羊
に
出
会
う

1
9
5
8
年
、京
都
に
生
ま
れ
育
っ
た
と
い

う
武
藤
氏
。「
北
海
道
へ
の
漠
然
と
し
た
憧

れ
」を
胸
に
実
家
か
ら
遠
く
離
れ
た
帯
広
畜
産

大
学
に
進
学
し
た
が
、移
住
や
就
農
に
確
固
た

る
決
意
を
持
って
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
。北
海
道
で
の
学
生
生
活
を
満
喫
し
な
が

ら
、３
年
次
で
選
ん
だ
研
究
室
は
家
畜
増
殖

学
教
室（
繁
殖
分
野
）だ
っ
た
。こ
こ
で
、本
場

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
羊
の
繁
殖
で
学
位
を
取
っ

た
恩
師
と
出
会
い
、こ
れ
が
羊
と
関
わ
る
き
っ

か
け
と
な
り
、大
学
院
に
進
学
し
た
。

戦
後
の
復
興
期
、肉
と
毛
が
得
ら
れ
る
羊
の

需
要
は
旺
盛
で
、1
9
5
0
年
代
後
半
に
は

全
国
で
94
万
頭
近
く
が
飼
わ
れ
て
い
た
。し
か

し
そ
の
後
、羊
肉
、羊
毛
と
も
輸
入
が
自
由
化

さ
れ
た
こ
と
か
ら
競
争
力
を
一
気
に
失
い
、

1
9
7
0
年
代
半
ば
ま
で
に
飼
育
頭
数
は
1 

万
頭
に
ま
で
激
減
し
た
。羊
王
国
だ
っ
た
北
海

道
も
例
外
で
は
な
く
、ご
当
地
料
理
の
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
も
輸
入
肉
に
切
り
替
わ
って
い
た
。帯

広
畜
産
大
学
で
も
当
時
、研
究
対
象
は
牛
が

中
心
で
、「
羊
は
本
当
に
ち
ょ
こ
っ
と
実
験
動
物

で
飼
わ
れ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
し
た
」。

所
属
し
た
研
究
室
で
は
羊
の
飼
育
管
理
を

任
さ
れ
た
。「
下
働
き
と
い
い
ま
す
か
、毎
日
餌

を
や
る
な
ど
世
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、こ
の

動
物
は
何
な
の
だ
ろ
う
と
興
味
を
持
ち
始
め

ま
し
た
」。数
少
な
い
羊
牧
場
を
探
し
て
訪
ね

る
な
ど
し
て
認
識
を
深
め
る
う
ち
、羊
に
魅
了

さ
れ
て
い
く
。学
生
仲
間
と
一
緒
に
サ
ー
ク
ル

「
シ
ー
プ
ク
ラ
ブ
」を
作
り
、羊
に
親
し
み
、楽

し
む
活
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。

カ
ナ
ダ
で
農
業
実
習

偶
然
の
出
会
い
か
ら
白
糠
町
へ

「
い
つ
し
か
何
ら
か
の
形
で
羊
に
関
わ
る
仕

事
に
就
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
す
武
藤
氏
。と
こ
ろ
が
就
職
先
を
探
す

段
に
な
って
壁
に
当
た
る
。「
な
か
っ
た
で
す
ね
。

観
光
牧
場
の
仕
事
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。勤

め
る
と
い
う
選
択
は
、そ
の
時
点
で
は
難
し
い

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」

「
そ
れ
な
ら
海
外
を
見
て
み
よ
う
」と
武
藤

氏
は
カ
ナ
ダ
に
渡
り
、農
業
実
習
と
い
う
形
で

現
地
の
牧
場
で
約
1
年
働
い
た
。「
カ
ナ
ダ
は

羊
が
メ
ジ
ャ
ー
な
国
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、お

世
話
に
な
っ
た
羊
の
農
家
が
、当
時
ま
だ
日
本

で
は
珍
し
か
っ
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組

ん
で
い
て
、日
本
で
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」

1
9
8
5
年
に
帰
国
し
、帯
広
市
で
ヤ
ギ

や
羊
を
実
験
動
物
と
し
て
飼
育
す
る
医
薬
品

会
社
に
就
職
し
た
武
藤
氏
。こ
こ
で
も
偶
然
の

出
会
い
に
よ
って
運
命
の
歯
車
が
回
り
始
め

る
。あ

る
時
、大
学
の
後
輩
の
つ
て
で
、白
糠
町

特集 事例3 「移る」ことから始まる挑戦 ～地域で芽生える新たな価値と、広がる可能性～

有限会社茶路めん羊牧場（北海道白糠郡白糠町）

北海道釧路市の中心部から西へ車で約40分。人口約7千人、農林水産
業が盛んな白

し ら

糠
ぬ か

町
ちょう

の郊外に、日本の羊業界をリードし続けてきた有限会
社茶

ちゃ

路
ろ

めん羊牧場がある。代表取締役の武藤浩史氏は京都出身。縁も
ゆかりもなかったこの町に移住し、羊を飼い始めて間もなく40年になる。
今では約800頭の羊を飼育し、当地の羊業界をけん引する重鎮の1人で
あるが、「羊とは運命の出会いみたいなものでした」とほほ笑む語り口は穏
やかだ。
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で
羊
を
飼
い
、羊
毛
を
紡
い
で
作
品
作
り
を
し

て
い
る
女
性
が
い
る
こ
と
を
知
り
、訪
ね
て
いっ

た
と
い
う
。「
い
ず
れ
は
自
分
で
も
羊
の
飼
育

を
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。そ

う
し
た
ら
白
糠
町
に
空
い
て
い
る
土
地
が
あ
っ

て
、新
し
い
人
に
将
来
的
に
は
譲
って
も
い
い
と

い
う
離
農
者
の
方
が
い
る
と
い
う
の
で
す
」

当
時
は
バ
ブ
ル
景
気
の
時
代
。さ
ら
に
女
性

の
人
脈
で
、と
あ
る
経
営
者
か
ら
東
京
で
ラ
ム

肉
料
理
専
門
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
き
た
い
と
い

う
事
業
の
話
が
寄
せ
ら
れ
、そ
の
会
社
が
白
糠

町
に
羊
の
生
産
牧
場
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

「
や
って
み
な
い
か
と
お
話
を
頂
い
て
、ぜ
ひ
や

り
た
い
で
す
と
答
え
ま
し
た
」。1
9
8
7
年
、

武
藤
氏
は
白
糠
町
へ
移
住
し
、同
年
秋
、牧
場

は
35
頭
の
羊
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。「
24
時
間

対
応
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
で
畜
舎
の
一
角
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。特
に
分
娩
な
ん
て
い
つ
起

こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
」

飼
育
は
順
調
だ
っ
た
が
、試
練
は
す
ぐ
に
やっ

て
き
た
。事
業
の
雲
行
き
は「
1
年
ぐ
ら
い
で

怪
し
く
な
り
ま
し
た
」。レ
ス
ト
ラ
ン
の
開
業

は
取
り
や
め
と
な
り
、「
牧
場
は
ど
う
し
ま
す

か
と
言
わ
れ
ま
し
た
」。設
備
な
ど
の
資
金
は

レ
ス
ト
ラ
ン
側
が
出
し
て
お
り
、「
や
め
る
と
言

え
ば
そ
れ
で
終
わ
り
で
し
た
。た
だ
、や
め
れ
ば

ま
た
一
か
ら
始
め
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。そ
れ

で
、羊
と
設
備
を
買
い
取
る
っ
て
言
っ
た
ん
で

す
」。そ

の
後
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
活
費
や
事
業
資

金
を
補ほ

填て
ん

し
、後
輩
に
も
手
伝
って
も
ら
い
な

が
ら
牧
場
経
営
を
続
け
た
。

農
地
取
得
し

法
人
化
、事
業
拡
大
へ

「
当
時
、酪
農
は
ま
だ
規
模
拡
大
、ど
ん
ど

ん
大
型
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
時
代
で
し
た
か

ら
、農
地
が
そ
ん
な
に
余
って
い
ま
せ
ん
で
し

た
。移
住
者
を
よ
そ
者
扱
い
し
な
い
北
海
道
と

は
い
え
、ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
そ
の
土
地
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
か
、色
々
と
模
索
し
ま
し
た
」

考
え
の
末
、武
藤
氏
は
当
初
借
地
で
あ
っ
た

牧
場
の
土
地
を
取
得
す
る
意
志
を
固
め
た
。

白
糠
町
に
根
付
く
と
い
う
強
い
覚
悟
を
持
って

の
決
断
だ
っ
た
。そ
ん
な
時
、北
海
道
農
業
会

議
の
担
当
者
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
農
林
漁
業

金
融
公
庫（
現
・
日
本
公
庫
）だ
っ
た
。
武
藤

氏
は
約
３
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
札
幌
市

に
あ
る
同
公
庫
の
支
店
ま
で
行
って
、融
資
を

受
け
た
。

羊
の
頭
数
も
徐
々
に
増
や
し
、軌
道
に
乗
り

始
め
た
2
0
0
6
年
に
は
、大
学
の
後
輩
で
、

学
生
の
頃
か
ら
牧
場
で
実
習
を
し
て
、羊
飼
い

に
な
る
決
意
を
固
め
た
鎌
田
周
平
氏
と
共
同

経
営
の
形
を
と
り
、有
限
会
社
茶
路
め
ん
羊

牧
場
と
し
て
農
業
法
人
経
営
を
開
始
し
た
。

飼
育
規
模
は
す
で
に
現
在
の
3
分
の
2
ぐ
ら
い

ま
で
大
き
く
な
って
い
た
が
、「
生
産
性
の
高
い

品
種
の
羊
を
新
た
に
輸
入
す
る
な
ど
し
て
事

業
を
拡
大
し
ま
し
た
」。地
元
金
融
機
関
の
後

押
し
も
あ
り
、事
業
拡
大
が
進
ん
で
いっ
た
。

移
住
者
か
ら
定
住
者
に

白
糠
町
は
愛
す
る
自
分
の
町
に

「
偶
然
の
出
会
い
で
白
糠
に
来
た
わ
け
で
す

が
、10
年
ぐ
ら
い
た
っ
た
時
に
、ふ
と
周
り
の
風

景
を
見
て
、こ
こ
は
い
い
所
だ
な
と
思
っ
た
ん
で

す
。そ
れ
は
単
に
風
景
が
い
い
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、羊
た
ち
も
周
囲
の
環
境
に
な
じ
ん
で

き
て
、生
活
上
も
よ
そ
者
で
は
な
く
な
って
く

る
わ
け
で
す
ね
。今
も
も
ち
ろ
ん
い
い
所
だ
と

思
って
い
ま
す
」

時
代
は
変
わ
り
、現
在
で
は
移
住
者
を
取
り

巻
く
状
況
は
一
変
し
た
。道
内
で
も
一
部
の
市

町
村
を
除
き
、人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
。

「
と
も
か
く
来
て
く
れ
る
だ
け
で
あ
り
が
た

い
。酪
農
家
も
離
農
す
る
方
が
多
く
、白
糠
町

で
も
1
3
0
軒
ぐ
ら
い
あ
っ
た
の
が
半
数
以
下

に
減
って
し
ま
っ
た
。本
当
に
1
人
で
も
来
て
ほ

し
い
。移
住
政
策
は
う
ち
の
町
も
、あ
の
手
こ

の
手
で
や
って
い
ま
す
」。
武
藤
氏
の
下
で
学

び
、白
糠
町
で
新
た
に
羊
牧
場
を
開
い
た
若
者

も
い
る
。「
3
年
ぐ
ら
い
う
ち
で
働
い
て
、外
部

で
2
年
ぐ
ら
い
研
修
し
て
2
0
2
5
年
、就
農

し
ま
し
た
」。「
う
ち
の
町
」と
自
然
に
口
に
し

３種類の羊が一緒に飼育されている

共同経営の鎌田周平氏（右から２番目）らに囲まれる武藤氏（中央）
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事例3「移る」ことから始まる挑戦 ～地域で芽生える新たな価値と、広がる可能性～ 特集

た
武
藤
氏
。縁
も
ゆ
か
り
も
な
か
っ
た
土
地
は

い
つ
し
か
愛
す
る
自
分
の
町
に
な
り
、新
た
な

移
住
者
へ
と
つ
な
が
って
い
た
。

羊
を
無
駄
な
く
活
用

羊
肉
・
羊
毛
の
加
工
販
売
、

レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
も

現
在
、約
8
0
0
頭
の
羊
を
飼
育
し
て
い
る

茶
路
め
ん
羊
牧
場
は
、繁
殖
、飼
育
か
ら
加
工
、

販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
って
い
る
。カ
ナ
ダ
で

知
っ
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
だ
が
、羊
1
頭

無
駄
な
く
丸
ご
と
活
用
す
る
と
い
う
想
い
も
当

初
か
ら
の
も
の
だ
。「
羊
に
一
番
効
率
良
く
働
い

て
も
ら
う
、生
産
物
を
供
給
し
て
も
ら
う
と
い

う
考
え
で
い
け
ば
、お
の
ず
と
捨
て
る
と
こ
ろ
が

な
い
と
い
う
方
向
に
な
り
ま
す
。い
ろ
い
ろ
学
ん

だ
中
で
、羊
を
無
駄
な
く
活
用
す
る
と
い
う
の

が
やっ
ぱ
り
羊
の
王
道
で
は
な
い
か
と
い
う
気

持
ち
が
あ
り
ま
し
た
」と
武
藤
氏
は
言
う
。

1
9
9
0
年
に
は
早
く
も
食
肉
処
理
業
の

許
可
を
取
り
、内
臓
肉
も
含
め
た
羊
肉
の
パ
ー

ツ
売
り
や
個
人
へ
の
販
売
も
始
め
た
。「
最
初

の
う
ち
は
、内
臓
肉
は
あ
ま
り
多
く
は
売
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、今
は
定
着
し
、足
り
な
い
く
ら

い
で
す
。出
荷
は
ほ
ぼ
直
販
で
す
」。
羊
毛
も

原
毛
販
売
の
他
、自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
製
品
に
も

加
工
し
て
販
売
し
て
い
る
。

羊
肉
の
お
い
し
さ
を
知
って
ほ
し
い
と
牧
場

近
く
で
フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン「
ク
オ
ー
レ
」を

営
む
が
、そ
の
開
業
も
偶
然
の
出
会
い
が
き
っ

か
け
だ
っ
た
。取
引
先
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ

ン
に
食
事
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、う
ち
で
修
行
し
て

い
る
料
理
人
に
白
糠
町
出
身
者
が
い
る
と
紹

介
さ
れ
、声
を
掛
け
た
。開
業
ま
で
の
約
1
年

の
準
備
期
間
は
羊
の
飼
育
や
羊
肉
の
解
体
作

業
に
携
わ
る
な
ど
、羊
の
こ
と
を
一
か
ら
学
ん

で
も
ら
っ
た
。「
羊
の
全
て
を
学
ん
だ
シ
ェ
フ
で

す
。す
ご
く
努
力
を
し
て
く
れ
ま
し
た
」と
全

幅
の
信
頼
を
置
く
。

自
分
な
ら
で
は
の
や
り
方
で

羊
を
連
綿
と
続
く
産
業
に

羊
肉
の
総
供
給
量
に
占
め
る
国
産
羊
肉
の

シ
ェ
ア
は
現
在
も
1
％
以
下
と
マ
イ
ナ
ー
な
家

畜
だ
が
、不
思
議
と
羊
の
飼
育
を
や
り
た
い
と

い
う
人
は
絶
え
ず
、武
藤
氏
の
と
こ
ろ
に
も
訪

ね
て
来
る
と
い
う
。「
私
の
牧
場
を
見
習
っ
た
ら

い
い
か
と
い
う
と
そ
う
じ
ゃ
な
く
、自
分
な
ら

こ
う
す
る
って
い
う
考
え
を
持
つ
こ
と
が
必
要

で
す
。羊
牧
場
は
一
律
じ
ゃ
な
い
と
い
う
の
も

面
白
さ
だ
と
思
い
ま
す
」。日
本
で
は
羊
の
飼

育
管
理
技
術
を
継
続
的
に
支
え
る
仕
組
み
が

十
分
に
整
って
い
な
い
な
ど
、羊
業
界
の
拡
大

に
は
課
題
も
山
積
す
る
と
武
藤
氏
は
考
え
て

い
る
が
、武
藤
氏
は
規
模
拡
大
だ
け
が
進
む
道

だ
と
は
思
って
い
な
い
。

「
羊
は
牛
飼
い
が
経
営
不
利
地
と
し
て
手
放

し
た
遊
休
農
地
で
の
飼
育
も
可
能
で
す
。大

規
模
な
専
業
経
営
だ
け
で
な
く
、農
家
民
宿

や
観
光
施
設
、体
験
牧
場
と
の
兼
業
や
、自
家

菜
園
の
延
長
と
し
て
の
飼
育
の
可
能
性
も
あ

り
、今
後
も
連
綿
と
続
い
て
いって
く
れ
る
こ
と

を
願
って
い
ま
す
」

武
藤
氏
が
牧
場
に
入
る
と
、羊
た
ち
が
そ
の

後
を
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
付
い
て
い
く
。主
人
だ
と
認

識
し
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
が
、羊
は
群
れ
で
動

く
習
性
が
あ
る
と
い
う
。

「
羊
に
取
り
込
ま
れ
た
と
い
う
か
。良
か
っ
た

の
か
悪
か
っ
た
の
か
。ど
う
も
気
ま
ぐ
れ
な
彼

ら
に
だ
ま
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
」

優
し
い
笑
顔
で
羊
を
見
つ
め
る
武
藤
氏
の

表
情
が
全
て
を
語
って
い
た
。�

冬季は畜舎周辺でのんびり暮らす羊たち。夏季は放牧する

ファームレストラン「クオーレ」の羊料理の一例。羊を知り尽くしたシェ
フが手掛ける

2月生まれの子羊。同月から春先にかけてが羊の出産期で牧場は大忙しと
なる
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人
材
つ
な
ぐ
結
節
点
に

北
海
道
の
東
側
に
位
置
し
、十
勝
、オ
ホ
ー

ツ
ク
、釧
路
、根
室
と
い
う
地
域
で
構
成
さ
れ

る
道
東
の
面
積
は
北
海
道
の
約
4
割
を
占

め
、関
東
地
方
に
匹
敵
す
る
広
さ
だ
。一
方
で

人
口
は
札
幌
市
の
半
分
以
下
の
90
万
人
弱
と

人
口
密
度
が
極
め
て
低
く
、地
域
間
の
交
流
も

難
し
い
と
い
う
地
理
的
条
件
を
抱
え
る
。

た
だ
、視
座
を
高
め
て
み
れ
ば
、そ
れ
は
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
で
あ
る
と
も
い
え
る
。道
東
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
情
熱
を
持
って
活
動
し
て
い
る

す
ご
い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
。ド
ッ
ト
道

東
は
、そ
の
人
材
を
つ
な
ぐ
結
節
点
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
す
べ
く
設
立
さ
れ
た
。

中
西
氏
は「
す
ご
く
広
い
エ
リ
ア
で
す
が
、そ

の
中
で
域
内
循
環
を
高
め
る
取
組
み
や
、地
域

を
ま
た
い
で
付
加
価
値
を
作
って
い
く
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
」と
話
す
。

現
在
の
主
な
事
業
は
企
業
な
ど
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
就
職
マッ
チ
ン
グ
だ
。

釧
路
市
の
夏
の
低
温
を
自
虐
的
に
P
R

し
、全
国
的
に
も
話
題
に
な
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
笑
え
る
く
ら
い
涼
し
い
ま
ち
釧
路
」で
は
ポ

ス
タ
ー
な
ど
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
部
門
を
担
当
し

た
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
道
東
各
地
で
活
動

し
て
い
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ら
に
声
を
掛
け
て

チ
ー
ム
を
作
り
、リ
モ
ー
ト
で
業
務
を
進
め
る

こ
と
で
最
適
化
と
効
率
化
を
実
現
し
て
い
る
。

就
職
事
業
で
は
情
報
サ
イ
ト「
＃
道
東
で
は

た
ら
く
」の
運
営
に
加
え
、2
0
2
3
年
に
道

東
の
未
来
を
支
え
る
若
者
を
応
援
す
る
会
員

組
織「
D
O
T
O-

N
E
T
」を
開
設
。道
東
の

未
来
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。U
タ
ー
ン
や
移
住

の
支
援
に
も
力
を
入
れ
る
。

自
分
し
か
で
き
な
い
こ
と
を

地
元
で

1
9
8
8
年
生
ま
れ
の
中
西
氏
も
U
タ
ー

ン
者
の
一
人
だ
。北
見
市
で
生
ま
れ
育
ち
、地

元
の
高
校
を
卒
業
後
、防
衛
省
に
就
職
し
て
千

葉
県
へ
赴
任
し
た
。希
望
し
た
関
東
地
方
で
の

勤
務
。仕
事
も
充
実
し
て
い
た
が
、ど
こ
か
出

稼
ぎ
に
行
って
い
る
よ
う
な
気
持
ち
が
抜
け
な

か
っ
た
と
い
う
。

「
帰
省
時
は
い
つ
ま
で
た
って
も『
帰
って
来

た
』と
い
う
感
覚
で
し
た
。同
じ
よ
う
に
北
見

か
ら
関
東
に
来
て
い
る
友
達
と
集
ま
って
も
、い

つ
か
帰
り
た
い
よ
ね
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
し

た
」2

0
1
2
年
、中
西
氏
は「
地
元
で
自
分
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
を
や
って
み
た
い
」と
北
見

市
に
戻
っ
た
。も
と
も
と
情
報
発
信
や
ロ
ー
カ

ル
メ
デ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
り
、フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

を
出
し
て
い
た
地
元
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
就

職
。そ
の
後
独
立
し
、デ
ザ
イ
ン
会
社
で
の
勤

務
経
験
を
基
に
ロ
ー
カ
ル
情
報
誌
を
一
人
で
発

代表理事　中西 拓郎 氏

「理想を実現できる道東」。北海道北見市の一般社団法人「ドット道東」
が掲げるビジョンはシンプルだ。「道東」と呼ばれる北海道東部は知床半
島や釧路湿原に代表される雄大な自然に恵まれる一方、人口減少は止ま
らず、未来へ向けた課題は少なくない。その現実を受け止めながらも、道東
で暮らす一人ひとりの思い描く理想が実現し、誰もが夢を語れる場所にな
れば、「新しい道東のカタチ」が見えてくる。中西拓郎代表理事はそんな
思いを胸に、広い大地に散らばる人々の点と点をつなぎ、道東を盛り上げ
るネットワークづくりに奔走する。

理想を実現できる道東に
点と点つなぎ、可能性を広げる

特集 事例4 「移る」ことから始まる挑戦 ～地域で芽生える新たな価値と、広がる可能性～

一般社団法人ドット道東（北海道北見市）
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事例4「移る」ことから始まる挑戦 ～地域で芽生える新たな価値と、広がる可能性～ 特集

刊
す
る
。苦
労
は
絶
え
な
か
っ
た
が
、情
報
誌

づ
く
り
を
通
じ
て「
地
域
を
面
白
く
し
た
い
」

と
考
え
て
い
る
人
た
ち
が
道
東
各
地
に
大
勢
い

る
こ
と
を
知
り
、交
流
を
深
め
て
いっ
た
。

道
東
の
人
た
ち
に

道
東
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い

そ
の
仲
間
た
ち
と
取
り
組
ん
だ
の
が
、２
０ 

１
８
年
の「
道
東
誘
致
大
作
戦
」プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
っ
た
。ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
集
め

た
資
金
を
基
に
、道
東
各
地
を
回
る
ツ
ア
ー
・

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
S
N
S
を
使
っ
た
情
報
発

信
を
次
々
に
仕
掛
け
、大
き
な
手
応
え
を
得

た
。そ
し
て
翌
2
0
1
9
年
5
月
、「
大
作
戦
」

の
下
に
集
ま
っ
た
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
集
合
体
が

母
体
と
な
り
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー「
ド
ッ
ト

道
東
」は
生
ま
れ
た
。

ド
ッ
ト
道
東
と
し
て
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「.doto

」の
発
行
だ
。目

指
し
た
の
は「
ま
ず
は
道
東
の
人
た
ち
に
道
東

の
こ
と
を
知
って
も
ら
う
」こ
と
。道
東
に
住
ん

で
い
て
も
自
分
の
居
住
地
以
外
の
こ
と
を
知
る

機
会
は
意
外
に
少
な
い
。そ
の
た
め
観
光
ガ
イ

ド
の
よ
う
な
も
の
と
は
一
線
を
画
し
、道
東
に

根
差
し
て
活
動
し
、誰
よ
り
も
道
東
の
魅
力
を

知
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
に
よ
る「
本
当
に
オ

ス
ス
メ
し
た
い
道
東
の
暮
ら
し
」を
集
め
、一
冊

に
ま
と
め
た
。反
響
は
大
き
く
、初
版
5
千
部

は
約
1
カ
月
で
完
売
。優
れ
た
地
域
情
報
メ

デ
ィ
ア
を
表
彰
す
る「
日
本
地
域
情
報
コ
ン
テ

ン
ツ
大
賞
２
０
２
0
」で
は
地
方
創
生
部
門
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
に
手
伝
って
く
れ
た
人
も

多
く
、み
ん
な
が
道
東
を
自
分
事
に
で
き
た
と

思
い
ま
す
。書
店
に
平
置
き
さ
れ
、メ
デ
ィ
ア
に

紹
介
さ
れ
た
り
、賞
も
も
ら
っ
た
り
し
た
こ
と

で
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
さ
ら
に
上
が
って
熱
量

が
高
ま
って
、そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
外
に
も
伝
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。そ
の
熱
が
連
鎖
し
て
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
ね
。一
人

で
何
冊
も
購
入
し
て
東
京
な
ど
で
配
って
く
れ

る
人
も
い
ま
し
た
。僕
ら
に
と
って
は
、書
籍
を

売
っ
た
と
い
う
よ
り
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
作
れ
た

こ
と
が
、い
ち
ば
ん
の
成
功
体
験
に
な
り
ま
し

た
」現

在
も
事
業
を
組
み
立
て
る
際
に
は「
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
自
分
事
と
し
て
捉
え
、当
事
者

意
識
を
持
って
関
わ
って
く
れ
る
だ
ろ
う
か
」を

考
え
な
が
ら
企
画
を
立
て
て
い
る
と
い
う
。

広
が
っ
た
U
タ
ー
ン
の
概
念

「.doto

」を
出
し
た
こ
と
で
、「
志
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」は
一
気
に
広
が
っ
た
。

「
自
分
も
地
元
に
帰
り
た
い
と
いっ
た
連
絡

が
増
え
、『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
読
ん
で
実
際
に

帰
って
来
ま
し
た
』と
か
、『
移
住
し
ま
し
た
』

と
いっ
た
人
た
ち
も
出
て
き
た
の
は
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
」

一
方
で
地
域
の
側
か
ら
も
、担
い
手
不
足
に

悩
む
企
業
の
声
が
届
く
よ
う
に
な
って
い
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
就
職
マッ
チ
ン
グ

の
必
要
性
が
浮
か
び
、「
道
東
で
働
く
」こ
と

に
特
化
し
た
リ
ク
ル
ー
ト
関
連
事
業「
＃
道
東

で
は
た
ら
く
」へ
と
つ
な
が
って
い
く
。ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
で
は
求
人
情
報
だ
け
で
な
く
、特
集

記
事
な
ど
で
就
業
現
場
の
リ
ア
ル
も
伝
え
て
い

る
。視

野
を「
道
東
」に
広
げ
た
こ
と
で
、「
U

タ
ー
ン
」の
概
念
も
広
が
っ
た
と
い
う
。

「
都
会
に
住
ん
で
い
た
北
見
の
出
身
者
が
、

網
走
に
縁
が
あ
って
移
住
し
た
際
に『
道
東
に

U
タ
ー
ン
し
て
帰
って
き
ま
し
た
』と
いっ
た
感

じ
で
、地
元
を
拡
大
し
て
く
れ
る
人
が
増
え
ま

し
た
。そ
れ
は
手
前
み
そ
で
す
が
、僕
ら
の
成

果
な
の
か
な
と
思
って
い
ま
す
」

道
東
全
体
が
み
ん
な
の
地
元
と
な
り
、隣
の

町
に
も
仲
間
が
い
る
と
い
う
感
覚
は
、「
道
東

と
い
う
豊
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
」の
中
で
暮
ら
す

選
択
肢
を
広
げ
、移
住
の
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
た
。「
移
住
し
て
き
た
人
が
そ
の
町
に

な
じ
め
な
か
っ
た
と
し
て
も
、そ
の
ま
ま
帰
って

し
ま
う
の
で
は
な
く
、隣
町
に
移
れ
る
よ
う
な

北見市近郊にあるドット道東のオフィス

ドット道東の原点となったガイドブック「.doto」
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環
境
を
つ
く
り
た
い
で
す
」と
中
西
氏
は
話

す
。「

い
ろ
い
ろ
な
人
が
道
東
に
希
望
を
持
て
た

と
思
い
ま
す
。僕
も
か
つ
て
は
北
見
だ
け
だ
と

心
細
い
な
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。で

も
、隣
の
町
や
地
域
で
、や
って
い
る
こ
と
は
違

え
ど
も
志
を
持
って
頑
張
って
い
る
人
が
い
る

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
知
って
、お
互
い
が
刺
激

し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
こ
か
ら
一
緒

に
仕
事
す
る
仲
間
が
増
え
、お
客
さ
ん
も
増

え
、フ
ァ
ン
や
見
守
って
く
れ
る
方
も
本
当
に
増

え
て
いっ
た
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

若
者
を
支
援
し
、未
来
へ
つ
な
ぐ

2
0
2
3
年
秋
に
は
、道
東
の
次
の
時
代

を
担
う
若
者
を
応
援
す
る
会
員
組
織「
D
O 

T
O-
N
E
T
」を
立
ち
上
げ
た
。道
東
で
し

か
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
29
歳
以
下
の

若
者
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
会
費
無
料
で

参
加
で
き
る
。30
歳
以
上
の
会
員
は
自
分
た
ち

が
先
達
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
経
験
を
糧
に
若

者
を
支
援
。さ
ら
に
道
東
の
企
業
や
団
体
、自

治
体
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、若
者
の
背
中
を

押
す
役
割
を
担
って
も
ら
う
こ
と
で
、全
員
が

立
役
者
と
し
て
道
東
を
盛
り
立
て
、未
来
へ
受

け
継
い
で
い
く
た
め
の
下
地
作
り
を
進
め
て
い

る
。若

者
が
支
援
を
受
け
て
就
職
し
た
り
起
業

し
た
り
す
れ
ば
、今
度
は
彼
ら
が
支
援
の
側
に

回
り
、そ
の
循
環
が
さ
ら
に
新
た
な
価
値
を
生

み
出
し
て
い
く
。企
業
は
若
者
を
支
援
す
る
こ

と
で
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
強
化
や
優
秀
な
人

材
の
確
保
に
つ
な
が
る
。そ
ん
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム

を
作
り
出
し
た
い
と
中
西
氏
は
考
え
て
い
る
。

「
そ
う
や
って
地
域
の
中
で
お
金
も
熱
量
も

循
環
す
る
仕
組
み
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
僕

ら
の
役
割
で
す
」

そ
の
循
環
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
、今
年
10
月
に
は
釧
路
市
で
交
流
イ
ベ
ン
ト

「
D
O
T
O 

F
U
N
」を
開
催
す
る
。「
D
O 

T
O-

N
E
T
」の
会
員
た
ち
を
中
心
に
、道

東
と
い
う
地
域
に
関
心
の
あ
る
人
た
ち
が
一
堂

に
集
ま
り
、「
理
想
を
実
現
で
き
る
道
東
」に

近
づ
く
た
め
の
特
別
な
祭
典
に
し
た
い
と
い

う
。道
東
で
の
新
し
い
挑
戦
や
商
品
の
展
示
・

販
売
、ト
ー
ク
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
、道
東

ら
し
い
挑
戦
を
表
彰
す
る
ア
ワ
ー
ド
の
発
表
な

ど
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。

「
こ
れ
か
ら
も
年
1
回
の
ペ
ー
ス
で
や
って
い

こ
う
と
思
って
い
ま
す
」と
中
西
氏
。

イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、事
業
の
原
点
と
な
っ
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
増
補
改
訂
版「.doto EX

 
T

R
A

」の
制
作
も
進
め
て
い
る
。

自
身
の
役
割
も

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い

中
西
氏
は
今
後
の
展
望
を
語
る
。

「
い
つ
か
ド
ッ
ト
道
東
の
代
表
も
誰
か
に
譲

れ
る
と
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。代
表
と
し

て
、い
ろ
い
ろ
な
方
と
の
つ
な
が
り
を
頂
け
た

り
、地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

り
、貴
重
な
経
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、そ
の
知
見
を
独
占

す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。僕
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

に
な
ら
な
い
よ
う
、世
代
交
代
も
含
め
て
バ
ト
ン

を
つ
な
い
で
い
け
れ
ば
。10
年
後
は
全
員
変
わ
っ

て
い
て
も
い
い
。時
代
の
潮
流
に
合
わ
せ
、変
化

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェア
み
た
い

な
組
織
が
中
心
に
あ
って
こ
そ
、地
域
の
挑
戦

が
う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」�

若者を応援するコミュニティ組織「DOTO-NET」

「DOTO-NET」立ち上げ時に釧路市で開いた集会の参加者

就職マッチング事業「＃道東ではたらく」
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ま
ち
全
体
が
一
つ
の
ホ
テ
ル
に

宿
泊
客
は
食
事
、買
い
物
で
周
遊

大
洲
市
中
心
部
を
流
れ
る
肱ひ

じ
川か

わ
を
渡
る
と
、

歴
史
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
肱こ
う

南な
ん

地
区
に
入
る
。北
西
に
大
洲
城
の
天
守
を
仰

ぎ
見
て
、徒
歩
で
歩
き
回
る
こ
と
が
で
き
る
コ

ン
パ
ク
ト
な
地
区
の
あ
ち
こ
ち
に「
N
I
P 

P
O
N
I
A 

H
O
T
E
L（
ニッ
ポ
ニ
ア
・
ホ

テ
ル
）」の
の
れ
ん
が
掛
か
る
建
物
が
点
在
す

る
。ま
ち
全
体
を
一
つ
の
宿
泊
所
と
し
て
見
立

て
、町
家
と
古
民
家
を
活
用
し
た
分
散
型
ホ
テ

ル
で
、現
在
26
棟
、31
室
あ
る
。宿
泊
客
は
フ
ロ

ン
ト
棟
で
受
け
付
け
を
し
、食
事
や
買
い
物
は

外
を
出
歩
く
必
要
が
あ
り
、お
の
ず
か
ら
周
遊

し
て
も
ら
う
仕
掛
け
だ
。

1
9
6
6
年
か
ら
1
9
6
7
年
に
か
け
て

放
送
さ
れ
た
N
H
K
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
お
は
な
は
ん
」の
ロ
ケ
地
で
、大
洲
市
の
町
並

み
保
存
の
先
駆
け
と
し
て
1
9
9
9
年
か
ら

整
備
が
開
始
さ
れ
た「
お
は
な
は
ん
通
り
」が

あ
る
。少
し
歩
く
と
、1
9
9
0
年
代
を
代
表

す
る
人
気
ド
ラ
マ
、フ
ジ
テ
レ
ビ
の「
東
京
ラ
ブ

ス
ト
ー
リ
ー
」に
登
場
し
た
レ
ト
ロ
な
郵
便
ポ

ス
ト
が
あ
り
、当
時
ド
ラ
マ
を
見
て
い
た
世
代

は
青
春
時
代
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
。

大
洲
市
を
全
国
的
に
有
名
に
し
た
の
は
松

竹
映
画「
男
は
つ
ら
い
よ
」シ
リ
ー
ズ
第
19
作

「
寅
次
郎
と
殿
様
」（
1
9
7
7
年
公
開
）だ

ろ
う
。寅
次
郎
が
旅
の
途
中
で
旧
大
洲
藩
主

の
末ま
つ
裔え

い
の〝
殿
様
〟と
出
会
っ
た
こ
と
で
展
開
す

る
痛
快
な
ス
ト
ー
リ
ー
。史
実
と
し
て
は
、江

戸
初
期
か
ら
明
治
維
新
ま
で
2
5
0
年
間
、

愛
媛
県
大
洲
市

シリーズ 
Vol.
20

▶推計人口：38,160人
▶世帯数　：19,238世帯
▶�主要産業：�農林業、製造業�

および観光業
（2026年1月31日時点）

伊予の小京都と呼ばれる大洲市。
市の中心部を流れる清流「肱川」
が流域ごとに多様な文化を形成
し、自然・歴史・文化・名産品に
多くの恵みをもたらした。江戸時
代に城下町として栄えた面影を
今も残し、名所の数々が息づいて
いる。

大洲市

香川県

徳島県

高知県
愛媛県

衰
退
の
一
途
だ
っ
た
旧
城
下
町
の
再
生
物
語

大
洲
城
・
町
家
・
古
民
家

歴
史
的
資
源
の
保
存
か
ら
活
用
へ

産
官
金
連
携
の
取
組
み

江
戸
時
代
か
ら
近
代
、昭
和
へ
と
連
な
る
歴
史
風
情
が
息
づ
い
て
い
る
愛
媛
県
大お

お

洲ず

市
。こ
の
町
並

み
は
、高
齢
化
と
人
口
流
出
で
衰
退
し
て
い
く
状
況
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
た
行
政
と
市
民
、そ
れ

に
呼
応
し
た
金
融
機
関
な
ど
の
取
組
み
の
成
果
だ
。木
造
復
元
の
大
洲
城
天
守
を
核
と
し
、旧
城

下
町
に
残
る
町
家
、古
民
家
な
ど
の
歴
史
的
資
源
を
保
存
か
ら
活
用
に
転
じ
た
産
官
金
連
携
の
観

光
ま
ち
づ
く
り
に
、国
内
外
か
ら
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。
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13
代
に
わ
た
って
旧
大
洲
藩
、6
万
石
を
治
め

た
の
は
加
藤
家
だ
。映
画
は
旧
加
藤
家
住
宅

主
屋
な
ど
で
撮
影
さ
れ
、「
伊
予
の
小
京
都
」

の
残
り
香
の
よ
う
な
風
情
を
記
録
し
て
い
る
。

大
洲
城
天
守
を
木
造
復
元

ま
ち
の
象
徴
と
誇
り
を
取
り
戻
す

大
洲
市
は
藩
政
時
代
か
ら
明
治
、大
正
期

に
か
け
て
、肱
川
の
舟し
ゅ
う

運う
ん

に
よ
る
物
資
の
集
積

地
と
し
て
栄
え
た
。製
糸
業
や
、森
林
資
源
の

ハ
ゼ
の
実
を
原
料
に
す
る
木も
く
蝋ろ

う
生
産
で
財
を
成

し
た
実
業
家
の
邸
宅
が
残
って
い
た
。明
治
時

代
の
貿
易
商
が
別
荘
と
し
て
建
て
た「
臥が

龍り
ゅ
う

山さ
ん

荘そ
う

」（
国
指
定
重
要
文
化
財
）を
は
じ
め
観
光

資
源
も
少
な
く
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、明
治
前
期
に
取
り
壊
さ
れ

た
大
洲
城
の
天
守

の
再
建
案
が
浮
上

し
た
の
は
、バ
ブ
ル

崩
壊
後
の
１
９
９ 

０
年
代
前
半
だ
っ

た
。し
か
も
、金
具

を
使
わ
な
い
伝
統

工
法
の
木
造
に
よ

る
復
元
構
想
だ
。

旧
家
か
ら
藩
政
時

代
の
模
型
が
見
つ

か
り
、木
造
復
元

が
可
能
と
い
う
専
門
家
の
お
墨
付
き
を
も
ら

い
具
体
化
し
た
。

「
財
政
が
厳
し
い
の
に
、ど
う
し
て
今
に
な
っ

て
再
建
す
る
の
だ
」「
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
木
造
な

ん
だ
」と
、当
初
は
反
対
意
見
も
多
か
っ
た
が
、

地
元
住
民
の
熱
い
想
い
や
資
料
研
究
に
よ
り
、

復
元
に
向
け
た
歩
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

木
造
復
元
の
天
守
は
1
9
9
4
年
の
大
洲

城
天
守
閣
再
建
検
討
委
員
会
発
足
か
ら
10
年

後
の
2
0
0
4
年
に
完
成
し
た
。築
城
当
時

と
同
じ
木
造
に
し
た
こ
と
で
、後
に
こ
の
城
を

観
光
宿
泊
所
に
す
る「
キ
ャッ
ス
ル
ス
テ
イ
」に

つ
な
が
る
と
は
、当
時
の
関
係
者
は
想
像
だ
に

し
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
事
業
の
目
的
は
、歴
史
と
伝
統
文
化
の

シ
ン
ボ
ル
と
、そ
れ
に
よ
る
地
域
住
民
の
誇
り

を
取
り
戻
す
こ
と
だ
っ
た
。使
用
さ
れ
た
木
材

の
多
く
は
、市
民
や
学
校
な
ど
か
ら
の
寄
付
も

含
め
地
元
産
で
賄
わ
れ
、約
6
億
円
に
及
ぶ
寄

付
金
も
集
ま
っ
た
。丁
寧
な
事
業
説
明
を
経

て
、起
工
式
や
、復
元
に
使
う
木
材
を
担
い
で

町
を
練
り
歩
く
木き

曳び

き
式
、計
4
回
、約
2
万

人
が
訪
れ
た
見
学
会
を
催
す
な
ど
、市
民
参

加
型
の
事
業
に
な
っ
た
。

維
持
困
難
な
古
民
家
が
急
増

城
下
で
進
む
ま
ち
の
空
洞
化

「
男
は
つ
ら
い
よ
」の
撮
影
当
時
の
大
洲
市

の
人
口
は
6
万
人
近
く
あ
り
、ま
だ
に
ぎ
わ
い

が
あ
っ
た
。だ
が
、そ
の
後
の
数
十
年
で
人
口
は

4
万
人
を
切
り
、旧
城
下
町
の
衰
退
が
誰
の
目

に
も
明
ら
か
に
な
って
いっ
た
。

幾い
く

代よ

も
家
を
守
って
き
た
住
民
の
高
齢
化

と
相
続
の
発
生
、か
さ
む
修
繕
費
な
ど
で
町

家
、古
民
家
の
維
持
が
困
難
に
な
る
ケ
ー
ス
が

急
増
し
て
いっ
た
。都
市
部
に
仕
事
を
求
め
る

若
い
世
代
の
流
出
も
止
ま
ら
ず
、中
心
部
の
空

洞
化
が
進
ん
だ
。空
き
家
は
遠
隔
地
の
所
有

者
に
と
って
は
固
定
資
産
税
を
背
負
う
だ
け
の

存
在
に
な
って
い
た
。

大
手
総
合
商
社
を
辞
め
て
、地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
隊
員
と
し
て
2
0
1
7
年
に
生
ま
れ

故
郷
の
大
洲
市
に
戻
って
来
た
井
上
陽
祐
氏

は
、赴
任
し
て
ま
ず
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。最

初
の
ミ
ッ
シ
ョン
と
し
て
配
属
さ
れ
た
大
洲
市

産
業
経
済
部
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
で
は
、か

NHK連続テレビ小説のロケ地として知られ、町並み保存の先駆けとして整
備された「おはなはん通り」

歴史と伝統文化の象徴である大洲城。市民参加のもと天守の木造復元
が実現し、地域の誇りを取り戻す拠点となった

株式会社KITA
代表取締役CEO

井上 陽祐 氏
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か
って
来
る
電
話
の
多
く
が「
家
を
壊
す
補
助

金
は
あ
る
か
」「
市
に
買
い
取
って
ほ
し
い
」

「
市
に
寄
付
し
た
い
」な
ど
老
朽
化
し
た
空
き

家
の
扱
い
に
困
っ
た
住
民
か
ら
の
相
談
だ
っ
た

の
だ
。も
は
や
所
有
者
と
行
政
だ
け
で
は
歴
史

的
な
景
観
の
保
全
は
難
し
い
状
況
だ
っ
た
。

さ
ら
に
、老
朽
化
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
性
を

除
去
す
る
政
策
に
よ
り
、2
0
1
6
年
ご
ろ
か

ら
町
家
、古
民
家
の
取
り
壊
し
や
新
築
、改
築

が
一
斉
に
進
み
出
し
た
。そ
の
一
方
で
、伝
統

的
な
町
並
み
が
消
滅
す
る
と
い
う
危
機
感
が

市
役
所
内
部
で
も
募
って
い
た
。

民
間
の
知
恵
と
資
金
を
活
用

キ
タ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
設
立

そ
の
よ
う
な
中
で
、観
光
ま
ち
づ
く
り
課
の

若
い
職
員
ら
が
動
き
出
し
た
。2
0
1
7
年

4
月
、地
域
の
若
者
を
中
心
に「
Y
A
T
S
U 

G
I（
や
つ
ぎ
）」を
結
成
し
、町
に
出
向
い

て
、空
き
家
の
清
掃
や
簡
単
な
修
繕
の
他
、今

後
の
維
持
や
活
用
に
つ
い
て
所
有
者
の
意
向
を

聞
き
取
る
な
ど
実
態
調
査
に
も
乗
り
出
し
た
。

市
全
体
で
、２
０
１
９
年
ま
で
の
3
年
間
、町

家
を
中
心
に
1
0
0
年
前
の
に
ぎ
わ

い
を
再
現
す
る
イ
ベ
ン
ト「
城
下
の

M
A
C
H
I
B
I
T
O（
し
ろ
し
た
の

マ
チ
ビ
ト
）」を
開
催
。着
物
な
ど
当

時
の
衣
装
で
参
加
す
れ
ば
景
品
が
も

ら
え
る
な
ど
、ド
レ
ス
コ
ー
ド
も
設
定

し
た
催
し
は
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

一
連
の
活
動
を
通
し
て
、町
家
や
古

民
家
の
所
有
者
は
、古
い
建
物
を
将
来

に
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
は
あ

る
も
の
の
、維
持
・
修
繕
の
困
難
性
、

活
用
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
な
ど
の

悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
く
み
取
っ

た
。行
政
内
部
で
、古
い
建
物
を
歴
史

的
資
源
と
捉
え
、宿
泊
所
な
ど
と
し
て

活
用
し
な
が
ら
保
全
し
て
い
く
対
策

の
模
索
が
始
ま
っ
た
。

軌
を
一
に
し
て
伊
予
銀
行
で
も
、地

域
経
済
を
下
支
え

し
活
性
化
を
目
指

す
地
域
創
生
部
を

新
設
す
る
組
織
改

革
が
行
わ
れ
た
。

２
０
１
６
年
8
月
、

初
代
部
長
に
抜
て

き
さ
れ
た
の
は
、

愛
媛
県
庁
支
店
長

や
公
務
営
業
部
長

な
ど
枢
要
な
ポ
ス

ト
を
歴
任
し
た
髙

岡
公
三
氏
だ
。「
や
る
べ
き
こ
と
を
明
確
に
す

る
た
め
、創
業
支
援
、第
一
次
産
業
支
援
、観

光
振
興
の
3
つ
に
絞
っ
た
。観
光
と
言
って
も
、

銀
行
と
し
て
は
道
後
温
泉
の
大
き
な
ホ
テ
ル
へ

の
融
資
く
ら
い
し
か
経
験
が
な
か
っ
た
か
ら
、

暗
中
模
索
だ
っ
た
」と
、髙
岡
氏
は
就
任
当
初

を
振
り
返
る
。

間
も
な
く
、市
役
所
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
髙
岡

氏
を
相
談
に
訪
れ
、行
政
と
民
間
に
よ
る
本
格

的
な
検
討
が
始
ま
っ
た
。だ
が
、約
10
億
円
と

見
積
も
ら
れ
た
事
業
に
、具
体
案
が
な
い
ま
ま

銀
行
と
し
て
安
易
に
融
資
の
相
談
に
乗
る
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
。

き
っ
か
け
は
テ
レ
ビ
東
京
系
列
の
と
あ
る
番

組
だ
っ
た
。兵
庫
県
篠さ
さ

山や
ま

市（
現
・
丹た

ん

波ば

篠さ
さ

山や
ま

市
）で
展
開
さ
れ
て
い
る
古
民
家
分
散
型
ホ
テ

ル「
N
I
P
P
O
N
I
A 
H
O
T
E
L
」が

紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
伊
予
銀
行
の
ス

タ
ッ
フ
が「
こ
れ
だ
！
」と
膝ひ
ざ

を
打
っ
た
。つ
て

を
た
ど
り
理
念
を
提
唱
し
た
一
般
社
団
法
人

ノ
オ
ト
と
株
式
会
社
N
O
T
E
、ホ
テ
ル
運
営

を
行
う
バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

（
現
・
風
の
ヘ
リ
テ
ー
ジ
株
式
会
社
）に
接
触
を

図
り
、大
洲
市
に
招
い
て
現
地
を
視
察
し
て
も

ら
っ
た
。

バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
社
長
は「
大
洲
の

顔
に
な
る
よ
う
な
建
物
が
な
い
」と
初
め
は
消

極
的
だ
っ
た
が
、「
あ
の
建
物
を
使
え
た
ら
可

能
か
も
」と
挙
げ
た
の
は「
男
は
つ
ら
い
よ
」で

ロ
ケ
地
に
な
っ
た
旧
加
藤
家
住
宅
主
屋
だ
っ
た
。

国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
周
囲
の
櫓や
ぐ
ら

な
ど
一

帯
は「
お
殿
様
公
園
」と
し
て
市
が
管
理
し
て

い
る
。使
用
に
は
教
育
長
の
判
断
を
仰
ぐ
必
要

が
あ
っ
た
が
、決
断
は
早
か
っ
た
。お
殿
様
家
の

住
宅
が
ホ
テ
ル
に
成
り
代
わ
る
、町
家
、古
民

家
の
活
用
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

戦前の高級住宅と評価され、大洲を代表する近代和風建築の一つである旧加藤家住
宅主屋。建物の一部がNIPPONIA HOTELとして生まれ変わった

一般社団法人キタ・マネジメント
代表理事CEO

髙岡 公三 氏
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そ
し
て
、2
0
1
8
年
4
月
、大
洲
市
、ノ

オ
ト
、N
O
T
E
、バ
リ
ュ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、伊

予
銀
行
の
5
者
が
官
民
連
携
協
定
を
締
結
。

ま
ち
づ
く
り
の
け
ん
引
役
と
し
て
、一
般
社
団

法
人
キ
タ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
同
年
8
月
に
設

立
さ
れ
た
。初
代
代
表
理
事
に
は
市
長
が
就

任
。そ
の
後
、髙
岡
氏
が
引
き
継
い
だ
。ま
た
、

不
動
産
事
業
を
担
う
株
式
会
社
K
I
T
A

を
設
立
し
、代
表
に
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

だ
っ
た
井
上
氏
が
就
い
た
。

総
事
業
費
は
約
10
億
円
。活
用
に
協
力
的

に
な
っ
た
所
有
者
か
ら
町
家
、古
民
家
を
買
い

取
っ
た
り
、借
り
上
げ
た
り
し
て
、「
直
し
過
ぎ

な
い
修
復
」を
施
し
て
ホ
テ
ル
や
物
販
店
、カ

フェ
な
ど
に
活
用
す
る
。賃
貸
は
15
年
契
約
で
、

所
有
者
は
賃
料
を
受
け
取
る
こ
と
で
固
定
資

産
税
の
負
担
が
な
く
な
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。

こ
の
取
組
み
に
よ
り
、再
生
し
た
町
家
、古
民

家
は
35
棟
に
及
び
、38
の
新
規
事
業
者
進
出
、

１
５
０
人
以
上
の
新
規
雇
用
が
実
現
さ
れ
た
。

法
令
上
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
実
現

キ
ャッ
ス
ル
ス
テ
イ
の
魅
力

「
大
洲
の
知
名
度
を
上
げ
る
目
玉
事
業
は

な
い
か
」。会
議
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

を
自
由
に
出
し
合
っ
た
。す
る
と
、そ
の
中
で

「
お
城
に
泊
ま
れ
な
い
か
」と
い
う
大
胆
な
話

が
出
た
。「
無
理
だ
ろ
う
」と
い
う
雰
囲
気
の

中
で
、「
ま
ず
は
や
って
み
よ
う
」と「
キ
ャッ
ス

ル
ス
テ
イ
」実
現
に
向
け
て
走
り
出
し
た
。

建
築
基
準
法
、消
防
法
、旅
館
業
法
、文
化

財
保
護
法
、と
多
く
の
法
令
上
の
課
題
を
ク
リ

ア
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。「
で
き
な
い
こ
と
を
挙

げ
る
よ
り
も
で
き
る
こ
と
を
探
そ
う
」、と
一
つ

一
つ
解
決
し
て
いっ
た
。一
般
見
学
が
終
わ
る

午
後
5
時
に
天
守
内
部
に
布
団
と
行あ
ん

燈ど
ん
を
運

び
込
み
、ト
イ
レ
カ
ー
と
お
風
呂
は
外
部
に
設

置
。食
事
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
調
理
す
る
。最

後
に
残
っ
た
難
題
は
冷
暖
房
設
備
だ
っ
た
。金

具
が
使
え
な
い
か
ら
設
置
は
あ
き
ら
め
、営
業

は
3
月
か
ら
7
月
、9
月
か
ら
11
月
と
寒
過
ぎ

ず
暑
過
ぎ
な
い
時
期
に
限
定
す
る
こ
と
に
し

た
。料

金
は
1
泊
2
人
利
用
で
税
抜
き
1
0
0 

万
円（
現
在
は
1
2
0
万
円
）か
ら
と
高
価
格

を
設
定
。そ
れ
に
見
合
う
よ
う
に
、記
録
が
残
っ

て
い
た
初
代
藩

主
・
加
藤
貞さ
だ

泰や
す

公

の
入
城（
1
6
1 

7
年
）シ
ー
ン
を
再

現
す
る
と
い
う
異

色
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
た
。

入
城
式
は
、空

港
で
甲か
っ

胄ち
ゅ
う

を
ま

とっ
た
ス
タ
ッフ
が
、

宿
泊
客
を
お
迎
え

す
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
。旗
や
や
り
を
持
っ
た
家
臣
団
が
隊
列
を

組
ん
で
城
ま
で
お
連
れ
し
、神
楽
や
鉄
砲
隊
な

ど
の
伝
統
芸
能
を
披
露
す
る
。ほ
ら
貝
を
吹
く

の
は
地
元
の
大
洲
高
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
。

わ
ざ
わ
ざ
馬
1
頭
も〝
雇
用
〟し
て
い
る
。臥
龍

山
荘
で
の
朝
食
な
ど
、お
殿
様
気
分
を
満
喫
し

て
も
ら
う
。

高
額
な
料
金
は
、実
演
に
協
力
し
て
く
れ
る

市
民
に
還
元
す
る
人
件
費
と
物
件
費
に
6
割
、

伝
統
文
化
の
継
承
や
市
へ
の
使
用
料
な
ど
文

化
財
保
全
に
3
割
が
充
て
ら
れ
、主
催
者
の
利

益
は
1
割
以
下
と
い
う
。２
０
２
０
年
7
月
に

始
ま
っ
た
キ
ャッ
ス
ル
ス
テ
イ
は
、コ
ロ
ナ
禍
で

出
鼻
を
く
じ
か
れ
た
が
、そ
の
収
束
と
と
も
に

人
気
を
博
し
、こ
れ
ま
で
に
計
65
組
が
宿
泊

し
、そ
の
う
ち
15
組
は
外
国
人
観
光
客
だ
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、欧
州
、

米
国
、豪
州
、香
港
、台
湾
の「
知
的
好
奇
心
の

豊
か
な
旅
行
者
」、そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
国
内

旅
行
者
、と
明
確
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
が
特

徴
だ
。有
名
観
光
地
で
問
題
に
な
って
い
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
急
増
に
よ
る
弊
害
を
未
然
に
防

ぎ
、高
付
加
価
値
の
観
光
体
験
を
提
供
す
る
。

大
洲
市
環
境
商
工
部
商
工
観
光
課
の
押
田

清
課
長
は「
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
守
る
ま
ち
か

ら
、歴
史
で
未
来
を
創
る
ま
ち
と
し
て
、持
続

可
能
な
地
域
経
営
を
目
指
し
て
い
く
」と
語

る
。大

洲
市
の
取
組
み
は
一
つ
の
事
例
だ
。全
国

各
地
で
地
域
文
化
の
継
承
に
苦
労
す
る
小
さ

な
自
治
体
に
と
って
、そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
資

源
に
目
を
凝
ら
し
、個
性
の
あ
る
活
用
策
が
求

め
ら
れ
る
。�

大洲市 環境商工部　 
商工観光課　課長

押田 清 氏

「NIPPONIA HOTEL」ののれんを掲げた建物が各所に点在し、伝統
的な町並みに溶け込んでいる
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知
っ
て
い
る
よ
う
で
、実
は
よ
く
知
ら
な
い

物
が
あ
る
。身
近
に
あ
る
眼
鏡
は
そ
の一つ
と

い
え
る
。近
視
や
乱
視
な
ど
で
常
用
す
る
人
に

と
っ
て
は
、ま
る
で
体
の一部
で
あ
る
。老
眼
鏡

や
サ
ン
グ
ラ
ス
も
普
段
、何
気
な
く
使
用
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
簡
単
な
作
り
に
見
え
る
が
、製
造
工
程
は一

般
に
約
２
０
０
に
上
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。福

井
県
で
最
古
の
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
増

永
眼
鏡
の
5
代
目
ト
ッ
プ
で
あ
る
増
永
宗
大

郎
代
表
取
締
役
社
長
は「
今
や
工
程
数
は
３

０
０
、物
に
よ
っ
て
は
４
０
０
に
も
な
り
ま
す
」

と
言
う
。材
料
の
変
化
や
加
工
法
の
高
度
化

に
伴
い
、工
程
数
は
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

　「
生
産
性
を
考
え
た
ら
、簡
単
に
作
れ
る
方

が
い
い
の
で
、工
程
数
が
多
い
の
は
自
慢
に
な

り
ま
せ
ん
」と
増
永
氏
は
言
う
が
、そ
ん
な
に

手
が
か
か
る
の
か
と
驚
く
。

　
改
め
て
眼
鏡
を
見
直
す
と
、実
に
精
巧
に
で

き
て
い
る
。き
ゃ
し
ゃ
に
感
じ
る
が
堅
牢
で
あ

る
。肝
心
な
の
は
か
け
心
地
で
、顔
に
よ
く
な
じ

む
よ
う
に
作
る
に
は
、設
計
、製
造
に
特
別
な
ノ

ウ
ハ
ウ
が
要
る
。さ
ら
に
フ
ァッ
シ
ョン
の
ト
レ
ン

ド
に
合
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
も
重
視
さ
れ
る
。

　
眼
鏡
は
も
と
も
と
南
蛮
渡
来
の
珍
品
だ
っ

た
。い
つ
入
って
来
た
か
は
定
か
で
な
い
。16
世

紀
に
宣
教
師
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ・ザ
ビ
エ
ル
が
眼

鏡
を
戦
国
大
名
の
大
内
義
隆
に
献
上
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。現
在
の
眼
鏡
の
原
型
は
、一

説
に
13
世
紀
に
ヨ
ー
ロッ
パ
で
発
明
さ
れ
た
と

い
う
。日
本
で
眼
鏡
作
り
が
広
が
る
の
は
江
戸

時
代
か
ら
で
あ
る
。明
治
維
新
後
、文
明
開
化

豪
農
増
永
五
左
衛
門
が
起
業

ゼ
ロ
か
ら
新
た
な
伝
統
生
む

わ
ず
か
６
年
で
新
興
産
地
に

独
立
し
た
職
人
た
ち
が
分
業

の
波
に
乗
っ
て
東
京
、大
阪
で
眼
鏡
作
り
が
盛

ん
に
な
る
。

　
今
や
世
界
的
大
産
地
で
あ
る
福
井
県
が
、

眼
鏡
作
り
で
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
20
世
紀

初
め
の
１
９
０
５
年
で
あ
る
。増
永
氏
の
曽
祖

父
で
あ
る
増
永
五
左
衛
門
が
、大
阪
か
ら
職

人
を
招
い
て
製
造
に
乗
り
出
し
た
の
が
始
ま

り
だ
。「
田
畑
を
売
って
、借
金
を
重
ね
な
が
ら

だ
っ
た
の
で
、周
り
の
人
た
ち
か
ら
軌
道
に
乗

る
ま
で
変
わ
り
者
扱
い
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
」（
増
永
氏
）。「
こ
の
時
代
は
、眼
鏡
製
作

な
ど
は
、山
師
的
仕
事
と
思
わ
れ
て
い
た
」と

『
福
井
県
眼
鏡
史
』（
大
坪
元
治
著
、村
井
勇

松
発
行
）は
記
す
。

　
増
永
家
は
足
羽
郡
麻
生
津
村
生
野（
現
・

福
井
市
生
野
町
）の
豪
農
だ
っ
た
が
、五
左
衛

門
は
絹
織
物
の一種
で
あ
る
羽
二
重
製
造
で一

度
挫
折
し
て
お
り
再
挑
戦
だ
っ
た
。そ
れ
も
全

く
の
ゼ
ロ
か
ら
だ
っ
た
が
、結
果
的
に
眼
鏡
フ

レ
ー
ム
作
り
の
新
し
い
伝
統
を
福
井
県
に
生

ん
だ
の
で
あ
る
。

　
福
井
県
は
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
工
芸
品
を
産

す
る
。漆
器
、和
紙
、打
刃
物
、焼
物
、箪
笥
、絹

織
物
と
目
白
押
し
で
あ
る
。し
か
し「
眼
鏡
作

り
が
根
付
い
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
と
よ
く
尋
ね

ら
れ
ま
す
が
、眼
鏡
の
製
造
に
生
か
せ
る
よ
う

な
産
業
が
も
と
も
と
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。材
料
に
な
る
物
が
産
出
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
」と
増
永
氏
は
語
る
。

　「
大
阪
に
出
て
働
い
て
い
た
五
左
衛
門
の

弟・幸
八
が
、大
阪
で
普
及
し
始
め
た
眼
鏡
の

将
来
性
に
着
目
し
て
、頓
挫
し
た
羽
二
重
の

工
場
が
空
い
て
い
る
の
で
、や
って
み
て
は
ど
う

か
と
持
ち
掛
け
た
の
が
発
端
で
す
」。伝
統
工

芸
品
と
の
共
通
点
を
挙
げ
れ
ば「
真
面
目
で

粘
り
強
い
と
い
う
県
民
性
か
な
と
思
い
ま
す

が
、何
も
眼
鏡
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」と
言
う
。

　
で
は
な
ぜ
成
功
し
た
の
だ
ろ
う
か
。一つ
の
カ

ギ
は
、麻
生
津
村
を
豊
か
に
し
た
い
と
い
う
五

左
衛
門
の
眼
鏡
事
業
に
懸
け
る
執
念
で
あ

る
。当
時
、村
は
耕
地
が
狭
い
上
に
冬
は
雪
に

閉
ざ
さ
れ
て
、将
来
に
希
望
を
見
い
だ
せ
な

か
っ
た
。村
民
の
た
め
に
閉
塞
状
態
を
打
開
し

た
い
と
い
う
動
機
が
背
中
を
強
く
押
し
た
。

　
五
左
衛
門
の
も
と
に
集
ま
っ
た
の
は
眼
鏡

を
初
め
て
見
る
よ
う
な
人
た
ち
だ
っ
た
が
、

「
良
い
眼
鏡
」を
作
ろ
う
と
意
気
込
ん
だ
。

『
福
井
県
眼
鏡
史
』に
よ
る
と
、最
初
に
呼
び

寄
せ
た
職
人
か
ら一通
り
の
技
術
を
半
年
で

習
得
す
る
と
、翌
年
、東
京
仕
込
み
の
名
工
、

豊
島
松
太
郎
を
招
い
て
腕
を
磨
い
た
。

　
6
年
後
の
１
９
１
１
年
、内
国
共
産
品
博

覧
会
で
五
左
衛
門
は
有
功一等
賞
金
杯
を
受

賞
し
た
。画
期
的
だ
っ
た
と
増
永
氏
は
評
価

す
る
。「
そ
れ
ま
で
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
製
造
は
東

京
と
大
阪
が
中
心
で
し
た
が
、福
井
は
高
い

品
質
の
製
品
を
作
る
第
三
極
的
な
新
興
産
地

と
し
て
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。こ
れ
が
今
に

至
る
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
」。創
業
期
の

話
は『
お
し
ょ
り
ん
』（
藤
岡
陽
子
著
）と
い
う

小
説
に
な
り
映
画
化
も
さ
れ
た
。

　
五
左
衛
門
は
み
ん
な
の
暮
ら
し
を
豊
か
に

し
た
い
と
い
う
目
標
に
基
づ
き
、職
人
が一人

前
に
な
る
と
独
立
さ
せ
た
。得
意
な
分
野
に

特
化
す
る
職
人
は
、工
程
ご
と
に
眼
鏡
作
り

を
担
っ
た
。「
こ
う
し
て
相
互
に
有
機
的
に
複

雑
に
絡
み
合
う
分
業
が
進
み
、産
地
が
形
成

さ
れ
た
の
で
す
」（
増
永
氏
）

　
分
業
構
造
は
多
く
の
伝
統
工
芸
品
産
地
と

似
て
い
る
。専
門
的
に
技
術
、技
能
を
深
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、足
ら
ざ
る
を
補
い
合
え
る
利

点
が
あ
る
。半
面
、小
資
本
で
全
工
程
の一部

を
請
け
負
う
た
め
、下
請
け
仕
事
に
な
る
の
は

や
む
を
得
な
い
。し
か
し
戦
時
中
に
空
襲
で
打

撃
を
受
け
た
東
京
や
大
阪
と
違
って
、福
井
の

産
地
は
福
井
市
郊
外
か
ら
鯖
江
市
な
ど
に
広

が
り
、高
度
経
済
成
長
期
に
、分
業
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
て
圧
倒
的
な
地
位
を
築
い
た
。

　「
戦
後
、太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
は
重
厚
長
大

産
業
に
よ
っ
て
急
成
長
し
、我
々
日
本
海
側
は

眼
鏡
産
業
の
よ
う
な
軽
工
業
が
残
り
ま
し

た
。我
々
も
太
平
洋
側
に
立
地
し
て
い
た
ら
、

違
う
仕
事
に
移
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

1905年、福井初の眼鏡フレーム製造を開始し、
世界有数の眼鏡産地の礎を築いた

大正時代の勤務風景

福
井
県
は
国
内
の
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
の
90
％
超
を
生
産
す
る
。世
界
的
に
イ
タ
リ
ア
、中
国
と
並
ん
で

3
大
生
産
地
を
形
成
す
る
。し
か
し
長
い
眼
鏡
の
歴
史
の
中
で
、福
井
県
で
生
産
が
始
ま
っ
た
の
は

１
９
０
５
年（
明
治
38
年
）か
ら
で
あ
る
。寒
村
を
豊
か
に
し
た
い
と
い
う
起
業
家
の
挑
戦
か
ら
始

ま
っ
た
。バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、産
地
は
中
国
製
品
と
の
価
格
競
争
な
ど
で
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
な

ど
、紆
余
曲
折
を
経
て
き
た
。種
を
ま
い
た
増
永
眼
鏡（
福
井
市
）は
、創
業
以
来「
良
い
眼
鏡
」を

ぶ
れ
ず
に
追
求
し
て
、内
外
で「
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
」ブ
ラ
ン
ド
の
進
化
に
努
め
て
い
る
。

う
か
」と
増
永
氏
は
考
え
る
。

　
眼
鏡
作
り
は
繊
細
な
感
覚
を
要
す
る
細
か

い
作
業
で
あ
る
。素
材
や
加
工
法
も
進
化
す

る
。作
り
手
は
地
道
な
努
力
を
求
め
ら
れ
る
。

人
材
の
採
用
、育
成
に
、同
社
は
全
社
を
挙
げ

て
取
り
組
む
。「
最
近
入
る
若
い
人
た
ち
は
職

業
意
識
が
強
く
て
、早
く
ス
キ
ル
を
学
ん
で一

人
前
に
な
り
た
い
と
意
欲
的
で
す
」と
増
永

氏
は
意
を
強
く
し
て
い
る
。

　
同
社
に
は
こ
ん
な
社
是
が
あ
る
。「
当
社
は

良
い
め
が
ね
を
つ
く
る
も
の
と
す
る
。で
き
れ

ば
利
益
を
得
た
い
が
、や
む
を
得
な
け
れ
ば
損

を
し
て
も
よ
い
。し
か
し
常
に
良
い
め
が
ね
を

つ
く
る
こ
と
を
念
願
す
る
」

　「
社
是
は
創
業
以
来
の
伝
承
を
も
と
に
、3

代
目
社
長
の
父
と
そ
の
弟
で
4
代
目
社
長
の

叔
父
が
2
人
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。採
算
を

度
外
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、お
客
様

に
良
い
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

を
最
優
先
す
る
姿
勢
を
う
た
って
い
ま
す
」

　
理
想
的
な
も
の
づ
く
り
を
追
求
し
て
、同

社
は
、分
業
で
成
り
立
つ
産
地
で
は
珍
し
く
、一

貫
生
産
の
体
制
を
と
っ
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
ネ

ジ
な
ど
の
細
か
い
も
の
は
外
部
か
ら
調
達
す

る
。自
社
で
は
出
せ
な
い
特
殊
な
色
を
付
け
る

表
面
処
理
加
工
な
ど
は
部
分
的
に
外
注
す

る
。し
か
し
全
工
程
を一応
社
内
で
や
れ
る
能

力
を
維
持
し
て
い
る
。製
品
開
発
を
主
体
的

に
推
し
進
め
て
、変
化
す
る
需
要
に
的
確
に
応

え
る
た
め
で
あ
る
。

　
眼
鏡
は
昔
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の一種
で
あ
る
セ

ル
ロ
イ
ド
フ
レ
ー
ム
が
全
盛
だ
っ
た
。だ
が
セ

ル
ロ
イ
ド
は
燃
え
や
す
い
と
い
う
難
点
も
あ
っ

て
、１
９
６
０
年
代
か
ら
メ
タ
ル
フ
レ
ー
ム
へ

の
移
行
が
進
ん
だ
。１
９
８
０
年
代
に
軽
く

て
優
れ
た
チ
タ
ン
フ
レ
ー
ム
の
ブ
ー
ム
が
起
き

て
、そ
の
製
造
技
術
を
い
ち
早
く
確
立
し
た

福
井
県
産
地
は
、国
際
的
な
評
価
を一
気
に

高
め
た
。

　「
30
年
く
ら
い
メ
タ
ル
フ
レ
ー
ム
が
中
心

だ
っ
た
の
で
す
が
、20
年
ほ
ど
前
か
ら
セ
ル
ロ

イ
ド
か
ら
ア
セ
テ
ー
ト
に
替
わ
っ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
に
ト
レ
ン
ド
が
回
帰
し
ま
し

た
。と
こ
ろ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
を
作

れ
る
会
社
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
残
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
」と
増
永
氏
は
言
う
。同
社
は
も
う

か
ら
な
く
て
も
生
産
を
止
め
な
か
っ
た
の
で
変

化
に
対
応
で
き
た
。「
技
術
は一度
失
っ
た
ら
取

り
戻
す
の
は
困
難
で
す
。需
要
の
少
な
い
技

術
を
残
す
の
は
非
効
率
な
の
で
す
が
、そ
れ
を

や
り
続
け
た
こ
と
が
結
局
は
当
社
の
優
位
性

に
つ
な
が
っ
た
と
思
って
い
ま
す
」

　
福
井
の
業
界
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、安
価
な

中
国
製
品
の
流
入
に
直
面
し
た
。円
高
に
も

苦
し
ん
だ
。同
社
は
１
９
８
０
年
代
前
半
か

ら
海
外
市
場
へ
の
進
出
を
図
り
国
外
の
展
示

会
に
度
々
参
加
し
て
、１
９
８
４
年
に
ス
イ
ス

に
販
売
代
理
店
を
置
い
た
。１
９
９
２
年
に
は

マ
レ
ー
シ
ア
に
工
場
を
開
設
。「
海
外
展
開
を

推
進
す
る
に
は
海
外
生
産
が
必
要
と
判
断
し

た
の
で
す
。安
く
作
る
た
め
に
中
国
へ
と
い
う

動
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、我
々
は
品
質
を
担
保

す
る
こ
と
を
優
先
し
ま
し
た
」

　
現
在
、海
外
で
の
営
業
拠
点
と
し
て
米
国
、

香
港
に
現
地
法
人
を
、マ
レ
ー
シ
ア
に
支
店
を

そ
れ
ぞ
れ
設
け
て
い
る
。同
社
は
１
９
７
０
年

頃
か
ら
国
内
で
自
社
ブ
ラ
ン
ド
製
品
を
展
開

し
て
き
た
。海
外
に
進
出
し
て
欧
米
の
デ
ザ
イ

ン
の
潮
流
を
直
接
知
る
こ
と
が
で
き
て
、ブ
ラ

ン
ド
に一層
磨
き
が
か
か
っ
た
。

　
２
０
０
０
年
、同
社
の
製
品
が
世
界
の
眼

鏡
業
界
で
最
高
と
い
わ
れ
る「
シ
ル
モ
ド
ー

ル
」の
金
賞
を
日
本
企
業
で
初
め
て
受
賞
し

た
。パ
リ
で
開
か
れ
る
国
際
的
な
眼
鏡
展
示

会「
シ
ル
モ
」で
選
ば
れ
る
表
彰
で
あ
る
。福

井
県
に
眼
鏡
産
業
を
創
設
し
た
同
社
の
歩
み

は
、眼
鏡
産
業
の
変
転
を
乗
り
越
え
る
企
業

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
も
言
え
そ
う
だ
。

　
産
地
の
多
く
の
企
業
は
、卸
や
小
売
チ
ェ
ー

「
良
い
眼
鏡
作
り
を
最
優
先
」

理
想
を
追
求
し
て一貫
生
産

ン
に
製
品
を
納
め
る
O
E
M（
相
手
先
ブ
ラ
ン

ド
に
よ
る
生
産
）の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
。こ

の
た
め
中
国
製
品
と
の
価
格
競
争
で
苦
労
し

た
。そ
の
中
で
、技
術
を
重
視
し
て
自
社
ブ
ラ

ン
ド
製
品
を
追
求
し
て
き
た
同
社
の
道
は
、容

易
で
は
な
い
が
生
き
抜
く
た
め
の一つ
の
正
攻

法
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
増
永
眼
鏡
は
２
０
０
２
年
に
東
京
の
青
山

に
直
営
小
売
店
を
出
し
た
。現
在
、直
営
店
は

大
阪
、名
古
屋
、奈
良
を
含
め
て
合
計
7
店
に

増
え
て
い
る
。4
月
下
旬
に
は
東
京
と
大
阪
に

さ
ら
に
2
店
開
く
。ニュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ
な

ど
海
外
へ
の
出
店
も一時
検
討
し
た
が
、新
型

コ
ロ
ナ
の
流
行
で
取
り
止
め
た
。

　「
当
社
の
ス
タ
ッ
フ
が
接
客
に
当
た
る
こ
と

で
、お
客
様
は
眼
鏡
を
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
の

か
、実
際
に
何
が
ど
う
売
れ
て
い
る
の
か
が
分

か
る
と
と
も
に
、製
造
に
関
す
る
改
善
の
ヒ
ン

ト
も
得
ら
れ
ま
す
。直
営
店
の
狙
い
は
、あ
く

ま
で
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め

る
た
め
で
す
」（
増
永
氏
）

　
同
社
の
従
業
員
は
約
２
０
０
人
。工
場
部

門
は
開
発
な
ど
も
含
め
て
約
１
５
０
人
、総

務
と
営
業
は
約
20
人
、残
り
約
30
人
が
直
営

店
と
海
外
駐
在
と
い
う
構
成
で
あ
る
。マ

レ
ー
シ
ア
工
場
に
は
約
80
人
の
現
地
従
業
員

が
い
る
。こ
の
態
勢
で
、２
０
２
５
年
６
月
期

に
約
25
億
円
を
売
り
上
げ
た
。こ
の
と
こ
ろ

増
収
基
調
で
２
０
０
０
年
頃
の
ピ
ー
ク
時
に

ほ
ぼ
戻
って
き
た
。福
井
県
の
眼
鏡
製
造
業
の

出
荷
額
は
ピ
ー
ク
の
２
０
０
０
年
で
１
千
億

円
を
超
え
て
い
た
が
、現
在
も
ま
だ
回
復
し

て
い
な
い
。

　
直
営
店
の
売
り
上
げ
は
全
体
の
２
割
程
度

を
占
め
、そ
れ
を
除
い
た
分
の
約
８
割
は
輸
出

に
な
る
。国
内
向
け
と
違
っ
て
輸
出
で
は
自
社

ブ
ラ
ン
ド
が
約
６
割
で
O
E
M
が
約
４
割
あ

る
。「
自
社
商
品
だ
け
だ
と
世
界
の
ト
レ
ン
ド

か
ら
外
れ
て
い
わ
ゆ
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
す
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
、視
野
を
広
げ
る
た
め
に
今
後

も一定
程
度
は
O
E
M
を
続
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」と
増
永
氏
は
言
う
。

　
夢
は
大
き
い
。「
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
み
た
い
に
、世
界
的
に
眼
鏡
な
ら

M
A
S
U
N
A
G
A
だ
ね
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
ね
」と
明
快
で
あ
る
。

福
井
県
は
な
ぜ
世
界
的
産
地
に
な
っ
た
の
か

不
屈
の
進
化
で
１
２
０
年
余
の
歴
史
を
刻
む

増永眼鏡株式会社
5代目（代表取締役社長）

増永 宗大郎 氏

未
来
に
残
し
た
い

日
本
の
伝
統

第
16
回

増
永
眼
鏡
株
式
会
社（
福
井
県
福
井
市
）

眼
鏡
フ
レ
ー
ム

が
ん
き
ょ
う
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知
っ
て
い
る
よ
う
で
、実
は
よ
く
知
ら
な
い

物
が
あ
る
。身
近
に
あ
る
眼
鏡
は
そ
の一つ
と

い
え
る
。近
視
や
乱
視
な
ど
で
常
用
す
る
人
に

と
っ
て
は
、ま
る
で
体
の一部
で
あ
る
。老
眼
鏡

や
サ
ン
グ
ラ
ス
も
普
段
、何
気
な
く
使
用
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
簡
単
な
作
り
に
見
え
る
が
、製
造
工
程
は一

般
に
約
２
０
０
に
上
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。福

井
県
で
最
古
の
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
増

永
眼
鏡
の
5
代
目
ト
ッ
プ
で
あ
る
増
永
宗
大

郎
代
表
取
締
役
社
長
は「
今
や
工
程
数
は
３

０
０
、物
に
よ
っ
て
は
４
０
０
に
も
な
り
ま
す
」

と
言
う
。材
料
の
変
化
や
加
工
法
の
高
度
化

に
伴
い
、工
程
数
は
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

　「
生
産
性
を
考
え
た
ら
、簡
単
に
作
れ
る
方

が
い
い
の
で
、工
程
数
が
多
い
の
は
自
慢
に
な

り
ま
せ
ん
」と
増
永
氏
は
言
う
が
、そ
ん
な
に

手
が
か
か
る
の
か
と
驚
く
。

　
改
め
て
眼
鏡
を
見
直
す
と
、実
に
精
巧
に
で

き
て
い
る
。き
ゃ
し
ゃ
に
感
じ
る
が
堅
牢
で
あ

る
。肝
心
な
の
は
か
け
心
地
で
、顔
に
よ
く
な
じ

む
よ
う
に
作
る
に
は
、設
計
、製
造
に
特
別
な
ノ

ウ
ハ
ウ
が
要
る
。さ
ら
に
フ
ァッ
シ
ョン
の
ト
レ
ン

ド
に
合
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
も
重
視
さ
れ
る
。

　
眼
鏡
は
も
と
も
と
南
蛮
渡
来
の
珍
品
だ
っ

た
。い
つ
入
って
来
た
か
は
定
か
で
な
い
。16
世

紀
に
宣
教
師
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ・ザ
ビ
エ
ル
が
眼

鏡
を
戦
国
大
名
の
大
内
義
隆
に
献
上
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。現
在
の
眼
鏡
の
原
型
は
、一

説
に
13
世
紀
に
ヨ
ー
ロッ
パ
で
発
明
さ
れ
た
と

い
う
。日
本
で
眼
鏡
作
り
が
広
が
る
の
は
江
戸

時
代
か
ら
で
あ
る
。明
治
維
新
後
、文
明
開
化

豪
農
増
永
五
左
衛
門
が
起
業

ゼ
ロ
か
ら
新
た
な
伝
統
生
む

わ
ず
か
６
年
で
新
興
産
地
に

独
立
し
た
職
人
た
ち
が
分
業

の
波
に
乗
っ
て
東
京
、大
阪
で
眼
鏡
作
り
が
盛

ん
に
な
る
。

　
今
や
世
界
的
大
産
地
で
あ
る
福
井
県
が
、

眼
鏡
作
り
で
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
20
世
紀

初
め
の
１
９
０
５
年
で
あ
る
。増
永
氏
の
曽
祖

父
で
あ
る
増
永
五
左
衛
門
が
、大
阪
か
ら
職

人
を
招
い
て
製
造
に
乗
り
出
し
た
の
が
始
ま

り
だ
。「
田
畑
を
売
って
、借
金
を
重
ね
な
が
ら

だ
っ
た
の
で
、周
り
の
人
た
ち
か
ら
軌
道
に
乗

る
ま
で
変
わ
り
者
扱
い
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
」（
増
永
氏
）。「
こ
の
時
代
は
、眼
鏡
製
作

な
ど
は
、山
師
的
仕
事
と
思
わ
れ
て
い
た
」と

『
福
井
県
眼
鏡
史
』（
大
坪
元
治
著
、村
井
勇

松
発
行
）は
記
す
。

　
増
永
家
は
足
羽
郡
麻
生
津
村
生
野（
現
・

福
井
市
生
野
町
）の
豪
農
だ
っ
た
が
、五
左
衛

門
は
絹
織
物
の一種
で
あ
る
羽
二
重
製
造
で一

度
挫
折
し
て
お
り
再
挑
戦
だ
っ
た
。そ
れ
も
全

く
の
ゼ
ロ
か
ら
だ
っ
た
が
、結
果
的
に
眼
鏡
フ

レ
ー
ム
作
り
の
新
し
い
伝
統
を
福
井
県
に
生

ん
だ
の
で
あ
る
。

　
福
井
県
は
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
工
芸
品
を
産

す
る
。漆
器
、和
紙
、打
刃
物
、焼
物
、箪
笥
、絹

織
物
と
目
白
押
し
で
あ
る
。し
か
し「
眼
鏡
作

り
が
根
付
い
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
と
よ
く
尋
ね

ら
れ
ま
す
が
、眼
鏡
の
製
造
に
生
か
せ
る
よ
う

な
産
業
が
も
と
も
と
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。材
料
に
な
る
物
が
産
出
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
」と
増
永
氏
は
語
る
。

　「
大
阪
に
出
て
働
い
て
い
た
五
左
衛
門
の

弟・幸
八
が
、大
阪
で
普
及
し
始
め
た
眼
鏡
の

将
来
性
に
着
目
し
て
、頓
挫
し
た
羽
二
重
の

工
場
が
空
い
て
い
る
の
で
、や
って
み
て
は
ど
う

か
と
持
ち
掛
け
た
の
が
発
端
で
す
」。伝
統
工

芸
品
と
の
共
通
点
を
挙
げ
れ
ば「
真
面
目
で

粘
り
強
い
と
い
う
県
民
性
か
な
と
思
い
ま
す

が
、何
も
眼
鏡
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」と
言
う
。

　
で
は
な
ぜ
成
功
し
た
の
だ
ろ
う
か
。一つ
の
カ

ギ
は
、麻
生
津
村
を
豊
か
に
し
た
い
と
い
う
五

左
衛
門
の
眼
鏡
事
業
に
懸
け
る
執
念
で
あ

る
。当
時
、村
は
耕
地
が
狭
い
上
に
冬
は
雪
に

閉
ざ
さ
れ
て
、将
来
に
希
望
を
見
い
だ
せ
な

か
っ
た
。村
民
の
た
め
に
閉
塞
状
態
を
打
開
し

た
い
と
い
う
動
機
が
背
中
を
強
く
押
し
た
。

　
五
左
衛
門
の
も
と
に
集
ま
っ
た
の
は
眼
鏡

を
初
め
て
見
る
よ
う
な
人
た
ち
だ
っ
た
が
、

「
良
い
眼
鏡
」を
作
ろ
う
と
意
気
込
ん
だ
。

『
福
井
県
眼
鏡
史
』に
よ
る
と
、最
初
に
呼
び

寄
せ
た
職
人
か
ら一通
り
の
技
術
を
半
年
で

習
得
す
る
と
、翌
年
、東
京
仕
込
み
の
名
工
、

豊
島
松
太
郎
を
招
い
て
腕
を
磨
い
た
。

　
6
年
後
の
１
９
１
１
年
、内
国
共
産
品
博

覧
会
で
五
左
衛
門
は
有
功一等
賞
金
杯
を
受

賞
し
た
。画
期
的
だ
っ
た
と
増
永
氏
は
評
価

す
る
。「
そ
れ
ま
で
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
製
造
は
東

京
と
大
阪
が
中
心
で
し
た
が
、福
井
は
高
い

品
質
の
製
品
を
作
る
第
三
極
的
な
新
興
産
地

と
し
て
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。こ
れ
が
今
に

至
る
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
」。創
業
期
の

話
は『
お
し
ょ
り
ん
』（
藤
岡
陽
子
著
）と
い
う

小
説
に
な
り
映
画
化
も
さ
れ
た
。

　
五
左
衛
門
は
み
ん
な
の
暮
ら
し
を
豊
か
に

し
た
い
と
い
う
目
標
に
基
づ
き
、職
人
が一人

前
に
な
る
と
独
立
さ
せ
た
。得
意
な
分
野
に

特
化
す
る
職
人
は
、工
程
ご
と
に
眼
鏡
作
り

を
担
っ
た
。「
こ
う
し
て
相
互
に
有
機
的
に
複

雑
に
絡
み
合
う
分
業
が
進
み
、産
地
が
形
成

さ
れ
た
の
で
す
」（
増
永
氏
）

　
分
業
構
造
は
多
く
の
伝
統
工
芸
品
産
地
と

似
て
い
る
。専
門
的
に
技
術
、技
能
を
深
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、足
ら
ざ
る
を
補
い
合
え
る
利

点
が
あ
る
。半
面
、小
資
本
で
全
工
程
の一部

を
請
け
負
う
た
め
、下
請
け
仕
事
に
な
る
の
は

や
む
を
得
な
い
。し
か
し
戦
時
中
に
空
襲
で
打

撃
を
受
け
た
東
京
や
大
阪
と
違
って
、福
井
の

産
地
は
福
井
市
郊
外
か
ら
鯖
江
市
な
ど
に
広

が
り
、高
度
経
済
成
長
期
に
、分
業
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
て
圧
倒
的
な
地
位
を
築
い
た
。

　「
戦
後
、太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
は
重
厚
長
大

産
業
に
よ
っ
て
急
成
長
し
、我
々
日
本
海
側
は

眼
鏡
産
業
の
よ
う
な
軽
工
業
が
残
り
ま
し

た
。我
々
も
太
平
洋
側
に
立
地
し
て
い
た
ら
、

違
う
仕
事
に
移
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

1905年、福井初の眼鏡フレーム製造を開始し、
世界有数の眼鏡産地の礎を築いた

大正時代の勤務風景

福
井
県
は
国
内
の
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
の
90
％
超
を
生
産
す
る
。世
界
的
に
イ
タ
リ
ア
、中
国
と
並
ん
で

3
大
生
産
地
を
形
成
す
る
。し
か
し
長
い
眼
鏡
の
歴
史
の
中
で
、福
井
県
で
生
産
が
始
ま
っ
た
の
は

１
９
０
５
年（
明
治
38
年
）か
ら
で
あ
る
。寒
村
を
豊
か
に
し
た
い
と
い
う
起
業
家
の
挑
戦
か
ら
始

ま
っ
た
。バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、産
地
は
中
国
製
品
と
の
価
格
競
争
な
ど
で
苦
境
に
立
た
さ
れ
る
な

ど
、紆
余
曲
折
を
経
て
き
た
。種
を
ま
い
た
増
永
眼
鏡（
福
井
市
）は
、創
業
以
来「
良
い
眼
鏡
」を

ぶ
れ
ず
に
追
求
し
て
、内
外
で「
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
」ブ
ラ
ン
ド
の
進
化
に
努
め
て
い
る
。

う
か
」と
増
永
氏
は
考
え
る
。

　
眼
鏡
作
り
は
繊
細
な
感
覚
を
要
す
る
細
か

い
作
業
で
あ
る
。素
材
や
加
工
法
も
進
化
す

る
。作
り
手
は
地
道
な
努
力
を
求
め
ら
れ
る
。

人
材
の
採
用
、育
成
に
、同
社
は
全
社
を
挙
げ

て
取
り
組
む
。「
最
近
入
る
若
い
人
た
ち
は
職

業
意
識
が
強
く
て
、早
く
ス
キ
ル
を
学
ん
で一

人
前
に
な
り
た
い
と
意
欲
的
で
す
」と
増
永

氏
は
意
を
強
く
し
て
い
る
。

　
同
社
に
は
こ
ん
な
社
是
が
あ
る
。「
当
社
は

良
い
め
が
ね
を
つ
く
る
も
の
と
す
る
。で
き
れ

ば
利
益
を
得
た
い
が
、や
む
を
得
な
け
れ
ば
損

を
し
て
も
よ
い
。し
か
し
常
に
良
い
め
が
ね
を

つ
く
る
こ
と
を
念
願
す
る
」

　「
社
是
は
創
業
以
来
の
伝
承
を
も
と
に
、3

代
目
社
長
の
父
と
そ
の
弟
で
4
代
目
社
長
の

叔
父
が
2
人
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。採
算
を

度
外
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、お
客
様

に
良
い
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

を
最
優
先
す
る
姿
勢
を
う
た
って
い
ま
す
」

　
理
想
的
な
も
の
づ
く
り
を
追
求
し
て
、同

社
は
、分
業
で
成
り
立
つ
産
地
で
は
珍
し
く
、一

貫
生
産
の
体
制
を
と
っ
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
ネ

ジ
な
ど
の
細
か
い
も
の
は
外
部
か
ら
調
達
す

る
。自
社
で
は
出
せ
な
い
特
殊
な
色
を
付
け
る

表
面
処
理
加
工
な
ど
は
部
分
的
に
外
注
す

る
。し
か
し
全
工
程
を一応
社
内
で
や
れ
る
能

力
を
維
持
し
て
い
る
。製
品
開
発
を
主
体
的

に
推
し
進
め
て
、変
化
す
る
需
要
に
的
確
に
応

え
る
た
め
で
あ
る
。

　
眼
鏡
は
昔
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の一種
で
あ
る
セ

ル
ロ
イ
ド
フ
レ
ー
ム
が
全
盛
だ
っ
た
。だ
が
セ

ル
ロ
イ
ド
は
燃
え
や
す
い
と
い
う
難
点
も
あ
っ

て
、１
９
６
０
年
代
か
ら
メ
タ
ル
フ
レ
ー
ム
へ

の
移
行
が
進
ん
だ
。１
９
８
０
年
代
に
軽
く

て
優
れ
た
チ
タ
ン
フ
レ
ー
ム
の
ブ
ー
ム
が
起
き

て
、そ
の
製
造
技
術
を
い
ち
早
く
確
立
し
た

福
井
県
産
地
は
、国
際
的
な
評
価
を一
気
に

高
め
た
。

　「
30
年
く
ら
い
メ
タ
ル
フ
レ
ー
ム
が
中
心

だ
っ
た
の
で
す
が
、20
年
ほ
ど
前
か
ら
セ
ル
ロ

イ
ド
か
ら
ア
セ
テ
ー
ト
に
替
わ
っ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
に
ト
レ
ン
ド
が
回
帰
し
ま
し

た
。と
こ
ろ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
を
作

れ
る
会
社
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
残
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
」と
増
永
氏
は
言
う
。同
社
は
も
う

か
ら
な
く
て
も
生
産
を
止
め
な
か
っ
た
の
で
変

化
に
対
応
で
き
た
。「
技
術
は一度
失
っ
た
ら
取

り
戻
す
の
は
困
難
で
す
。需
要
の
少
な
い
技

術
を
残
す
の
は
非
効
率
な
の
で
す
が
、そ
れ
を

や
り
続
け
た
こ
と
が
結
局
は
当
社
の
優
位
性

に
つ
な
が
っ
た
と
思
って
い
ま
す
」

　
福
井
の
業
界
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、安
価
な

中
国
製
品
の
流
入
に
直
面
し
た
。円
高
に
も

苦
し
ん
だ
。同
社
は
１
９
８
０
年
代
前
半
か

ら
海
外
市
場
へ
の
進
出
を
図
り
国
外
の
展
示

会
に
度
々
参
加
し
て
、１
９
８
４
年
に
ス
イ
ス

に
販
売
代
理
店
を
置
い
た
。１
９
９
２
年
に
は

マ
レ
ー
シ
ア
に
工
場
を
開
設
。「
海
外
展
開
を

推
進
す
る
に
は
海
外
生
産
が
必
要
と
判
断
し

た
の
で
す
。安
く
作
る
た
め
に
中
国
へ
と
い
う

動
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、我
々
は
品
質
を
担
保

す
る
こ
と
を
優
先
し
ま
し
た
」

　
現
在
、海
外
で
の
営
業
拠
点
と
し
て
米
国
、

香
港
に
現
地
法
人
を
、マ
レ
ー
シ
ア
に
支
店
を

そ
れ
ぞ
れ
設
け
て
い
る
。同
社
は
１
９
７
０
年

頃
か
ら
国
内
で
自
社
ブ
ラ
ン
ド
製
品
を
展
開

し
て
き
た
。海
外
に
進
出
し
て
欧
米
の
デ
ザ
イ

ン
の
潮
流
を
直
接
知
る
こ
と
が
で
き
て
、ブ
ラ

ン
ド
に一層
磨
き
が
か
か
っ
た
。

　
２
０
０
０
年
、同
社
の
製
品
が
世
界
の
眼

鏡
業
界
で
最
高
と
い
わ
れ
る「
シ
ル
モ
ド
ー

ル
」の
金
賞
を
日
本
企
業
で
初
め
て
受
賞
し

た
。パ
リ
で
開
か
れ
る
国
際
的
な
眼
鏡
展
示

会「
シ
ル
モ
」で
選
ば
れ
る
表
彰
で
あ
る
。福

井
県
に
眼
鏡
産
業
を
創
設
し
た
同
社
の
歩
み

は
、眼
鏡
産
業
の
変
転
を
乗
り
越
え
る
企
業

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
も
言
え
そ
う
だ
。

　
産
地
の
多
く
の
企
業
は
、卸
や
小
売
チ
ェ
ー

「
良
い
眼
鏡
作
り
を
最
優
先
」

理
想
を
追
求
し
て一貫
生
産

ン
に
製
品
を
納
め
る
O
E
M（
相
手
先
ブ
ラ
ン

ド
に
よ
る
生
産
）の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
。こ

の
た
め
中
国
製
品
と
の
価
格
競
争
で
苦
労
し

た
。そ
の
中
で
、技
術
を
重
視
し
て
自
社
ブ
ラ

ン
ド
製
品
を
追
求
し
て
き
た
同
社
の
道
は
、容

易
で
は
な
い
が
生
き
抜
く
た
め
の一つ
の
正
攻

法
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
増
永
眼
鏡
は
２
０
０
２
年
に
東
京
の
青
山

に
直
営
小
売
店
を
出
し
た
。現
在
、直
営
店
は

大
阪
、名
古
屋
、奈
良
を
含
め
て
合
計
7
店
に

増
え
て
い
る
。4
月
下
旬
に
は
東
京
と
大
阪
に

さ
ら
に
2
店
開
く
。ニュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ
な

ど
海
外
へ
の
出
店
も一時
検
討
し
た
が
、新
型

コ
ロ
ナ
の
流
行
で
取
り
止
め
た
。

　「
当
社
の
ス
タ
ッ
フ
が
接
客
に
当
た
る
こ
と

で
、お
客
様
は
眼
鏡
を
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
の

か
、実
際
に
何
が
ど
う
売
れ
て
い
る
の
か
が
分

か
る
と
と
も
に
、製
造
に
関
す
る
改
善
の
ヒ
ン

ト
も
得
ら
れ
ま
す
。直
営
店
の
狙
い
は
、あ
く

ま
で
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め

る
た
め
で
す
」（
増
永
氏
）

　
同
社
の
従
業
員
は
約
２
０
０
人
。工
場
部

門
は
開
発
な
ど
も
含
め
て
約
１
５
０
人
、総

務
と
営
業
は
約
20
人
、残
り
約
30
人
が
直
営

店
と
海
外
駐
在
と
い
う
構
成
で
あ
る
。マ

レ
ー
シ
ア
工
場
に
は
約
80
人
の
現
地
従
業
員

が
い
る
。こ
の
態
勢
で
、２
０
２
５
年
６
月
期

に
約
25
億
円
を
売
り
上
げ
た
。こ
の
と
こ
ろ

増
収
基
調
で
２
０
０
０
年
頃
の
ピ
ー
ク
時
に

ほ
ぼ
戻
って
き
た
。福
井
県
の
眼
鏡
製
造
業
の

出
荷
額
は
ピ
ー
ク
の
２
０
０
０
年
で
１
千
億

円
を
超
え
て
い
た
が
、現
在
も
ま
だ
回
復
し

て
い
な
い
。

　
直
営
店
の
売
り
上
げ
は
全
体
の
２
割
程
度

を
占
め
、そ
れ
を
除
い
た
分
の
約
８
割
は
輸
出

に
な
る
。国
内
向
け
と
違
っ
て
輸
出
で
は
自
社

ブ
ラ
ン
ド
が
約
６
割
で
O
E
M
が
約
４
割
あ

る
。「
自
社
商
品
だ
け
だ
と
世
界
の
ト
レ
ン
ド

か
ら
外
れ
て
い
わ
ゆ
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
す
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
、視
野
を
広
げ
る
た
め
に
今
後

も一定
程
度
は
O
E
M
を
続
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」と
増
永
氏
は
言
う
。

　
夢
は
大
き
い
。「
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
み
た
い
に
、世
界
的
に
眼
鏡
な
ら

M
A
S
U
N
A
G
A
だ
ね
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
ね
」と
明
快
で
あ
る
。

福
井
県
は
な
ぜ
世
界
的
産
地
に
な
っ
た
の
か

不
屈
の
進
化
で
１
２
０
年
余
の
歴
史
を
刻
む

増永眼鏡株式会社
5代目（代表取締役社長）

増永 宗大郎 氏

未
来
に
残
し
た
い

日
本
の
伝
統

第
16
回

増
永
眼
鏡
株
式
会
社（
福
井
県
福
井
市
）

眼
鏡
フ
レ
ー
ム

が
ん
き
ょ
う
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眼鏡フレームの製造工程

レーザー機器等を用い、フロントやテンプルなど部
位に合わせた生地をカットして作り出します

1 生地工程

機械削りでフラットになった面を、キサゲと呼ばれ
る工具で削り、熟練職人の手で丸く滑らかに仕上
げます

2 テンプル（つる）工程

フロントとテンプルにそれぞれ丁番を埋め込み、枠
を組み立てます。社名やモデル名を箔押しするなど
の仕上げ工程を施します

4 組立工程

フロント材を曲げ・切削しノーズパッドを貼付。その
後、バレル容器にフレームと研磨材を入れ、振動・回
転で角を落とし表面を磨きます

3 フロント工程

　
知
っ
て
い
る
よ
う
で
、実
は
よ
く
知
ら
な
い

物
が
あ
る
。身
近
に
あ
る
眼
鏡
は
そ
の一つ
と

い
え
る
。近
視
や
乱
視
な
ど
で
常
用
す
る
人
に

と
っ
て
は
、ま
る
で
体
の一部
で
あ
る
。老
眼
鏡

や
サ
ン
グ
ラ
ス
も
普
段
、何
気
な
く
使
用
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
簡
単
な
作
り
に
見
え
る
が
、製
造
工
程
は一

般
に
約
２
０
０
に
上
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。福

井
県
で
最
古
の
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
増

永
眼
鏡
の
5
代
目
ト
ッ
プ
で
あ
る
増
永
宗
大

郎
代
表
取
締
役
社
長
は「
今
や
工
程
数
は
３

０
０
、物
に
よ
っ
て
は
４
０
０
に
も
な
り
ま
す
」

と
言
う
。材
料
の
変
化
や
加
工
法
の
高
度
化

に
伴
い
、工
程
数
は
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

　「
生
産
性
を
考
え
た
ら
、簡
単
に
作
れ
る
方

が
い
い
の
で
、工
程
数
が
多
い
の
は
自
慢
に
な

り
ま
せ
ん
」と
増
永
氏
は
言
う
が
、そ
ん
な
に

手
が
か
か
る
の
か
と
驚
く
。

　
改
め
て
眼
鏡
を
見
直
す
と
、実
に
精
巧
に
で

き
て
い
る
。き
ゃ
し
ゃ
に
感
じ
る
が
堅
牢
で
あ

る
。肝
心
な
の
は
か
け
心
地
で
、顔
に
よ
く
な
じ

む
よ
う
に
作
る
に
は
、設
計
、製
造
に
特
別
な
ノ

ウ
ハ
ウ
が
要
る
。さ
ら
に
フ
ァッ
シ
ョン
の
ト
レ
ン

ド
に
合
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
も
重
視
さ
れ
る
。

　
眼
鏡
は
も
と
も
と
南
蛮
渡
来
の
珍
品
だ
っ

た
。い
つ
入
って
来
た
か
は
定
か
で
な
い
。16
世

紀
に
宣
教
師
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ・ザ
ビ
エ
ル
が
眼

鏡
を
戦
国
大
名
の
大
内
義
隆
に
献
上
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。現
在
の
眼
鏡
の
原
型
は
、一

説
に
13
世
紀
に
ヨ
ー
ロッ
パ
で
発
明
さ
れ
た
と

い
う
。日
本
で
眼
鏡
作
り
が
広
が
る
の
は
江
戸

時
代
か
ら
で
あ
る
。明
治
維
新
後
、文
明
開
化

の
波
に
乗
っ
て
東
京
、大
阪
で
眼
鏡
作
り
が
盛

ん
に
な
る
。

　
今
や
世
界
的
大
産
地
で
あ
る
福
井
県
が
、

眼
鏡
作
り
で
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
20
世
紀

初
め
の
１
９
０
５
年
で
あ
る
。増
永
氏
の
曽
祖

父
で
あ
る
増
永
五
左
衛
門
が
、大
阪
か
ら
職

人
を
招
い
て
製
造
に
乗
り
出
し
た
の
が
始
ま

り
だ
。「
田
畑
を
売
って
、借
金
を
重
ね
な
が
ら

だ
っ
た
の
で
、周
り
の
人
た
ち
か
ら
軌
道
に
乗

る
ま
で
変
わ
り
者
扱
い
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
」（
増
永
氏
）。「
こ
の
時
代
は
、眼
鏡
製
作

な
ど
は
、山
師
的
仕
事
と
思
わ
れ
て
い
た
」と

『
福
井
県
眼
鏡
史
』（
大
坪
元
治
著
、村
井
勇

松
発
行
）は
記
す
。

　
増
永
家
は
足
羽
郡
麻
生
津
村
生
野（
現
・

福
井
市
生
野
町
）の
豪
農
だ
っ
た
が
、五
左
衛

門
は
絹
織
物
の一種
で
あ
る
羽
二
重
製
造
で一

度
挫
折
し
て
お
り
再
挑
戦
だ
っ
た
。そ
れ
も
全

く
の
ゼ
ロ
か
ら
だ
っ
た
が
、結
果
的
に
眼
鏡
フ

レ
ー
ム
作
り
の
新
し
い
伝
統
を
福
井
県
に
生

ん
だ
の
で
あ
る
。

　
福
井
県
は
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
工
芸
品
を
産

す
る
。漆
器
、和
紙
、打
刃
物
、焼
物
、箪
笥
、絹

織
物
と
目
白
押
し
で
あ
る
。し
か
し「
眼
鏡
作

り
が
根
付
い
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
と
よ
く
尋
ね

ら
れ
ま
す
が
、眼
鏡
の
製
造
に
生
か
せ
る
よ
う

な
産
業
が
も
と
も
と
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。材
料
に
な
る
物
が
産
出
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
」と
増
永
氏
は
語
る
。

　「
大
阪
に
出
て
働
い
て
い
た
五
左
衛
門
の

弟・幸
八
が
、大
阪
で
普
及
し
始
め
た
眼
鏡
の

将
来
性
に
着
目
し
て
、頓
挫
し
た
羽
二
重
の

工
場
が
空
い
て
い
る
の
で
、や
って
み
て
は
ど
う

か
と
持
ち
掛
け
た
の
が
発
端
で
す
」。伝
統
工

芸
品
と
の
共
通
点
を
挙
げ
れ
ば「
真
面
目
で

粘
り
強
い
と
い
う
県
民
性
か
な
と
思
い
ま
す

が
、何
も
眼
鏡
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」と
言
う
。

　
で
は
な
ぜ
成
功
し
た
の
だ
ろ
う
か
。一つ
の
カ

ギ
は
、麻
生
津
村
を
豊
か
に
し
た
い
と
い
う
五

左
衛
門
の
眼
鏡
事
業
に
懸
け
る
執
念
で
あ

る
。当
時
、村
は
耕
地
が
狭
い
上
に
冬
は
雪
に

閉
ざ
さ
れ
て
、将
来
に
希
望
を
見
い
だ
せ
な

か
っ
た
。村
民
の
た
め
に
閉
塞
状
態
を
打
開
し

た
い
と
い
う
動
機
が
背
中
を
強
く
押
し
た
。

　
五
左
衛
門
の
も
と
に
集
ま
っ
た
の
は
眼
鏡

を
初
め
て
見
る
よ
う
な
人
た
ち
だ
っ
た
が
、

「
良
い
眼
鏡
」を
作
ろ
う
と
意
気
込
ん
だ
。

『
福
井
県
眼
鏡
史
』に
よ
る
と
、最
初
に
呼
び

寄
せ
た
職
人
か
ら一通
り
の
技
術
を
半
年
で

習
得
す
る
と
、翌
年
、東
京
仕
込
み
の
名
工
、

豊
島
松
太
郎
を
招
い
て
腕
を
磨
い
た
。

　
6
年
後
の
１
９
１
１
年
、内
国
共
産
品
博

覧
会
で
五
左
衛
門
は
有
功一等
賞
金
杯
を
受

賞
し
た
。画
期
的
だ
っ
た
と
増
永
氏
は
評
価

す
る
。「
そ
れ
ま
で
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
製
造
は
東

京
と
大
阪
が
中
心
で
し
た
が
、福
井
は
高
い

品
質
の
製
品
を
作
る
第
三
極
的
な
新
興
産
地

と
し
て
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。こ
れ
が
今
に

至
る
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
」。創
業
期
の

話
は『
お
し
ょ
り
ん
』（
藤
岡
陽
子
著
）と
い
う

小
説
に
な
り
映
画
化
も
さ
れ
た
。

　
五
左
衛
門
は
み
ん
な
の
暮
ら
し
を
豊
か
に

し
た
い
と
い
う
目
標
に
基
づ
き
、職
人
が一人

前
に
な
る
と
独
立
さ
せ
た
。得
意
な
分
野
に

特
化
す
る
職
人
は
、工
程
ご
と
に
眼
鏡
作
り

を
担
っ
た
。「
こ
う
し
て
相
互
に
有
機
的
に
複

雑
に
絡
み
合
う
分
業
が
進
み
、産
地
が
形
成

さ
れ
た
の
で
す
」（
増
永
氏
）

　
分
業
構
造
は
多
く
の
伝
統
工
芸
品
産
地
と

似
て
い
る
。専
門
的
に
技
術
、技
能
を
深
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、足
ら
ざ
る
を
補
い
合
え
る
利

点
が
あ
る
。半
面
、小
資
本
で
全
工
程
の一部

を
請
け
負
う
た
め
、下
請
け
仕
事
に
な
る
の
は

や
む
を
得
な
い
。し
か
し
戦
時
中
に
空
襲
で
打

撃
を
受
け
た
東
京
や
大
阪
と
違
って
、福
井
の

産
地
は
福
井
市
郊
外
か
ら
鯖
江
市
な
ど
に
広

が
り
、高
度
経
済
成
長
期
に
、分
業
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
て
圧
倒
的
な
地
位
を
築
い
た
。

　「
戦
後
、太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
は
重
厚
長
大

産
業
に
よ
っ
て
急
成
長
し
、我
々
日
本
海
側
は

眼
鏡
産
業
の
よ
う
な
軽
工
業
が
残
り
ま
し

た
。我
々
も
太
平
洋
側
に
立
地
し
て
い
た
ら
、

違
う
仕
事
に
移
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

ブリッジ裏には「MADE IN JAPAN」の刻印。1本のフレームが完成するまでを社内
一貫で仕上げ、福井発の技術を世界へ届ける

ノーズパッドを貼り付け、さまざま
な角度で左右バランスを確認する

熱と圧力を用い、テンプルの内側など
に社名やモデル名を金箔・銀箔で刻す

未来に残したい  日本の伝統第16回

う
か
」と
増
永
氏
は
考
え
る
。

　
眼
鏡
作
り
は
繊
細
な
感
覚
を
要
す
る
細
か

い
作
業
で
あ
る
。素
材
や
加
工
法
も
進
化
す

る
。作
り
手
は
地
道
な
努
力
を
求
め
ら
れ
る
。

人
材
の
採
用
、育
成
に
、同
社
は
全
社
を
挙
げ

て
取
り
組
む
。「
最
近
入
る
若
い
人
た
ち
は
職

業
意
識
が
強
く
て
、早
く
ス
キ
ル
を
学
ん
で一

人
前
に
な
り
た
い
と
意
欲
的
で
す
」と
増
永

氏
は
意
を
強
く
し
て
い
る
。

　
同
社
に
は
こ
ん
な
社
是
が
あ
る
。「
当
社
は

良
い
め
が
ね
を
つ
く
る
も
の
と
す
る
。で
き
れ

ば
利
益
を
得
た
い
が
、や
む
を
得
な
け
れ
ば
損

を
し
て
も
よ
い
。し
か
し
常
に
良
い
め
が
ね
を

つ
く
る
こ
と
を
念
願
す
る
」

　「
社
是
は
創
業
以
来
の
伝
承
を
も
と
に
、3

代
目
社
長
の
父
と
そ
の
弟
で
4
代
目
社
長
の

叔
父
が
2
人
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。採
算
を

度
外
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、お
客
様

に
良
い
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

を
最
優
先
す
る
姿
勢
を
う
た
って
い
ま
す
」

　
理
想
的
な
も
の
づ
く
り
を
追
求
し
て
、同

社
は
、分
業
で
成
り
立
つ
産
地
で
は
珍
し
く
、一

貫
生
産
の
体
制
を
と
っ
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
ネ

ジ
な
ど
の
細
か
い
も
の
は
外
部
か
ら
調
達
す

る
。自
社
で
は
出
せ
な
い
特
殊
な
色
を
付
け
る

表
面
処
理
加
工
な
ど
は
部
分
的
に
外
注
す

る
。し
か
し
全
工
程
を一応
社
内
で
や
れ
る
能

力
を
維
持
し
て
い
る
。製
品
開
発
を
主
体
的

に
推
し
進
め
て
、変
化
す
る
需
要
に
的
確
に
応

え
る
た
め
で
あ
る
。

　
眼
鏡
は
昔
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の一種
で
あ
る
セ

ル
ロ
イ
ド
フ
レ
ー
ム
が
全
盛
だ
っ
た
。だ
が
セ

ル
ロ
イ
ド
は
燃
え
や
す
い
と
い
う
難
点
も
あ
っ

て
、１
９
６
０
年
代
か
ら
メ
タ
ル
フ
レ
ー
ム
へ

の
移
行
が
進
ん
だ
。１
９
８
０
年
代
に
軽
く

て
優
れ
た
チ
タ
ン
フ
レ
ー
ム
の
ブ
ー
ム
が
起
き

て
、そ
の
製
造
技
術
を
い
ち
早
く
確
立
し
た

福
井
県
産
地
は
、国
際
的
な
評
価
を一
気
に

高
め
た
。

　「
30
年
く
ら
い
メ
タ
ル
フ
レ
ー
ム
が
中
心

だ
っ
た
の
で
す
が
、20
年
ほ
ど
前
か
ら
セ
ル
ロ

イ
ド
か
ら
ア
セ
テ
ー
ト
に
替
わ
っ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
に
ト
レ
ン
ド
が
回
帰
し
ま
し

た
。と
こ
ろ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
を
作

れ
る
会
社
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
残
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
」と
増
永
氏
は
言
う
。同
社
は
も
う

か
ら
な
く
て
も
生
産
を
止
め
な
か
っ
た
の
で
変

化
に
対
応
で
き
た
。「
技
術
は一度
失
っ
た
ら
取

り
戻
す
の
は
困
難
で
す
。需
要
の
少
な
い
技

術
を
残
す
の
は
非
効
率
な
の
で
す
が
、そ
れ
を

や
り
続
け
た
こ
と
が
結
局
は
当
社
の
優
位
性

に
つ
な
が
っ
た
と
思
って
い
ま
す
」

　
福
井
の
業
界
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、安
価
な

中
国
製
品
の
流
入
に
直
面
し
た
。円
高
に
も

苦
し
ん
だ
。同
社
は
１
９
８
０
年
代
前
半
か

ら
海
外
市
場
へ
の
進
出
を
図
り
国
外
の
展
示

会
に
度
々
参
加
し
て
、１
９
８
４
年
に
ス
イ
ス

に
販
売
代
理
店
を
置
い
た
。１
９
９
２
年
に
は

マ
レ
ー
シ
ア
に
工
場
を
開
設
。「
海
外
展
開
を

推
進
す
る
に
は
海
外
生
産
が
必
要
と
判
断
し

た
の
で
す
。安
く
作
る
た
め
に
中
国
へ
と
い
う

動
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、我
々
は
品
質
を
担
保

す
る
こ
と
を
優
先
し
ま
し
た
」

　
現
在
、海
外
で
の
営
業
拠
点
と
し
て
米
国
、

香
港
に
現
地
法
人
を
、マ
レ
ー
シ
ア
に
支
店
を

そ
れ
ぞ
れ
設
け
て
い
る
。同
社
は
１
９
７
０
年

頃
か
ら
国
内
で
自
社
ブ
ラ
ン
ド
製
品
を
展
開

し
て
き
た
。海
外
に
進
出
し
て
欧
米
の
デ
ザ
イ

ン
の
潮
流
を
直
接
知
る
こ
と
が
で
き
て
、ブ
ラ

ン
ド
に一層
磨
き
が
か
か
っ
た
。

　
２
０
０
０
年
、同
社
の
製
品
が
世
界
の
眼

鏡
業
界
で
最
高
と
い
わ
れ
る「
シ
ル
モ
ド
ー

ル
」の
金
賞
を
日
本
企
業
で
初
め
て
受
賞
し

た
。パ
リ
で
開
か
れ
る
国
際
的
な
眼
鏡
展
示

会「
シ
ル
モ
」で
選
ば
れ
る
表
彰
で
あ
る
。福

井
県
に
眼
鏡
産
業
を
創
設
し
た
同
社
の
歩
み

は
、眼
鏡
産
業
の
変
転
を
乗
り
越
え
る
企
業

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
も
言
え
そ
う
だ
。

　
産
地
の
多
く
の
企
業
は
、卸
や
小
売
チ
ェ
ー

ン
に
製
品
を
納
め
る
O
E
M（
相
手
先
ブ
ラ
ン

ド
に
よ
る
生
産
）の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
。こ

の
た
め
中
国
製
品
と
の
価
格
競
争
で
苦
労
し

た
。そ
の
中
で
、技
術
を
重
視
し
て
自
社
ブ
ラ

ン
ド
製
品
を
追
求
し
て
き
た
同
社
の
道
は
、容

易
で
は
な
い
が
生
き
抜
く
た
め
の一つ
の
正
攻

法
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
増
永
眼
鏡
は
２
０
０
２
年
に
東
京
の
青
山

に
直
営
小
売
店
を
出
し
た
。現
在
、直
営
店
は

大
阪
、名
古
屋
、奈
良
を
含
め
て
合
計
7
店
に

増
え
て
い
る
。4
月
下
旬
に
は
東
京
と
大
阪
に

さ
ら
に
2
店
開
く
。ニュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ
な

ど
海
外
へ
の
出
店
も一時
検
討
し
た
が
、新
型

コ
ロ
ナ
の
流
行
で
取
り
止
め
た
。

　「
当
社
の
ス
タ
ッ
フ
が
接
客
に
当
た
る
こ
と

で
、お
客
様
は
眼
鏡
を
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
の

か
、実
際
に
何
が
ど
う
売
れ
て
い
る
の
か
が
分

か
る
と
と
も
に
、製
造
に
関
す
る
改
善
の
ヒ
ン

ト
も
得
ら
れ
ま
す
。直
営
店
の
狙
い
は
、あ
く

ま
で
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め

る
た
め
で
す
」（
増
永
氏
）

　
同
社
の
従
業
員
は
約
２
０
０
人
。工
場
部

門
は
開
発
な
ど
も
含
め
て
約
１
５
０
人
、総

務
と
営
業
は
約
20
人
、残
り
約
30
人
が
直
営

店
と
海
外
駐
在
と
い
う
構
成
で
あ
る
。マ

レ
ー
シ
ア
工
場
に
は
約
80
人
の
現
地
従
業
員

が
い
る
。こ
の
態
勢
で
、２
０
２
５
年
６
月
期

に
約
25
億
円
を
売
り
上
げ
た
。こ
の
と
こ
ろ

増
収
基
調
で
２
０
０
０
年
頃
の
ピ
ー
ク
時
に

ほ
ぼ
戻
って
き
た
。福
井
県
の
眼
鏡
製
造
業
の

出
荷
額
は
ピ
ー
ク
の
２
０
０
０
年
で
１
千
億

円
を
超
え
て
い
た
が
、現
在
も
ま
だ
回
復
し

て
い
な
い
。

　
直
営
店
の
売
り
上
げ
は
全
体
の
２
割
程
度

を
占
め
、そ
れ
を
除
い
た
分
の
約
８
割
は
輸
出

に
な
る
。国
内
向
け
と
違
っ
て
輸
出
で
は
自
社

ブ
ラ
ン
ド
が
約
６
割
で
O
E
M
が
約
４
割
あ

る
。「
自
社
商
品
だ
け
だ
と
世
界
の
ト
レ
ン
ド

か
ら
外
れ
て
い
わ
ゆ
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
す
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
、視
野
を
広
げ
る
た
め
に
今
後

も一定
程
度
は
O
E
M
を
続
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」と
増
永
氏
は
言
う
。

　
夢
は
大
き
い
。「
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
み
た
い
に
、世
界
的
に
眼
鏡
な
ら

M
A
S
U
N
A
G
A
だ
ね
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
ね
」と
明
快
で
あ
る
。

１
９
８
０
年
代
か
ら
海
外
に

自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
先
行
す
る

直
営
店
で
ブ
ラ
ン
ド
を
磨
く

ト
ヨ
タ
の
よ
う
に
大
き
な
夢

福井市内に本社・工場
を構える他、東京など
大都市の直営店や海
外拠点を有している
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眼鏡フレームの製造工程

レーザー機器等を用い、フロントやテンプルなど部
位に合わせた生地をカットして作り出します

1 生地工程

機械削りでフラットになった面を、キサゲと呼ばれ
る工具で削り、熟練職人の手で丸く滑らかに仕上
げます

2 テンプル（つる）工程

フロントとテンプルにそれぞれ丁番を埋め込み、枠
を組み立てます。社名やモデル名を箔押しするなど
の仕上げ工程を施します

4 組立工程

フロント材を曲げ・切削しノーズパッドを貼付。その
後、バレル容器にフレームと研磨材を入れ、振動・回
転で角を落とし表面を磨きます

3 フロント工程

　
知
っ
て
い
る
よ
う
で
、実
は
よ
く
知
ら
な
い

物
が
あ
る
。身
近
に
あ
る
眼
鏡
は
そ
の一つ
と

い
え
る
。近
視
や
乱
視
な
ど
で
常
用
す
る
人
に

と
っ
て
は
、ま
る
で
体
の一部
で
あ
る
。老
眼
鏡

や
サ
ン
グ
ラ
ス
も
普
段
、何
気
な
く
使
用
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
簡
単
な
作
り
に
見
え
る
が
、製
造
工
程
は一

般
に
約
２
０
０
に
上
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。福

井
県
で
最
古
の
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
増

永
眼
鏡
の
5
代
目
ト
ッ
プ
で
あ
る
増
永
宗
大

郎
代
表
取
締
役
社
長
は「
今
や
工
程
数
は
３

０
０
、物
に
よ
っ
て
は
４
０
０
に
も
な
り
ま
す
」

と
言
う
。材
料
の
変
化
や
加
工
法
の
高
度
化

に
伴
い
、工
程
数
は
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

　「
生
産
性
を
考
え
た
ら
、簡
単
に
作
れ
る
方

が
い
い
の
で
、工
程
数
が
多
い
の
は
自
慢
に
な

り
ま
せ
ん
」と
増
永
氏
は
言
う
が
、そ
ん
な
に

手
が
か
か
る
の
か
と
驚
く
。

　
改
め
て
眼
鏡
を
見
直
す
と
、実
に
精
巧
に
で

き
て
い
る
。き
ゃ
し
ゃ
に
感
じ
る
が
堅
牢
で
あ

る
。肝
心
な
の
は
か
け
心
地
で
、顔
に
よ
く
な
じ

む
よ
う
に
作
る
に
は
、設
計
、製
造
に
特
別
な
ノ

ウ
ハ
ウ
が
要
る
。さ
ら
に
フ
ァッ
シ
ョン
の
ト
レ
ン

ド
に
合
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
も
重
視
さ
れ
る
。

　
眼
鏡
は
も
と
も
と
南
蛮
渡
来
の
珍
品
だ
っ

た
。い
つ
入
って
来
た
か
は
定
か
で
な
い
。16
世

紀
に
宣
教
師
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ・ザ
ビ
エ
ル
が
眼

鏡
を
戦
国
大
名
の
大
内
義
隆
に
献
上
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。現
在
の
眼
鏡
の
原
型
は
、一

説
に
13
世
紀
に
ヨ
ー
ロッ
パ
で
発
明
さ
れ
た
と

い
う
。日
本
で
眼
鏡
作
り
が
広
が
る
の
は
江
戸

時
代
か
ら
で
あ
る
。明
治
維
新
後
、文
明
開
化

の
波
に
乗
っ
て
東
京
、大
阪
で
眼
鏡
作
り
が
盛

ん
に
な
る
。

　
今
や
世
界
的
大
産
地
で
あ
る
福
井
県
が
、

眼
鏡
作
り
で
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
20
世
紀

初
め
の
１
９
０
５
年
で
あ
る
。増
永
氏
の
曽
祖

父
で
あ
る
増
永
五
左
衛
門
が
、大
阪
か
ら
職

人
を
招
い
て
製
造
に
乗
り
出
し
た
の
が
始
ま

り
だ
。「
田
畑
を
売
って
、借
金
を
重
ね
な
が
ら

だ
っ
た
の
で
、周
り
の
人
た
ち
か
ら
軌
道
に
乗

る
ま
で
変
わ
り
者
扱
い
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
」（
増
永
氏
）。「
こ
の
時
代
は
、眼
鏡
製
作

な
ど
は
、山
師
的
仕
事
と
思
わ
れ
て
い
た
」と

『
福
井
県
眼
鏡
史
』（
大
坪
元
治
著
、村
井
勇

松
発
行
）は
記
す
。

　
増
永
家
は
足
羽
郡
麻
生
津
村
生
野（
現
・

福
井
市
生
野
町
）の
豪
農
だ
っ
た
が
、五
左
衛

門
は
絹
織
物
の一種
で
あ
る
羽
二
重
製
造
で一

度
挫
折
し
て
お
り
再
挑
戦
だ
っ
た
。そ
れ
も
全

く
の
ゼ
ロ
か
ら
だ
っ
た
が
、結
果
的
に
眼
鏡
フ

レ
ー
ム
作
り
の
新
し
い
伝
統
を
福
井
県
に
生

ん
だ
の
で
あ
る
。

　
福
井
県
は
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
工
芸
品
を
産

す
る
。漆
器
、和
紙
、打
刃
物
、焼
物
、箪
笥
、絹

織
物
と
目
白
押
し
で
あ
る
。し
か
し「
眼
鏡
作

り
が
根
付
い
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
と
よ
く
尋
ね

ら
れ
ま
す
が
、眼
鏡
の
製
造
に
生
か
せ
る
よ
う

な
産
業
が
も
と
も
と
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。材
料
に
な
る
物
が
産
出
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
」と
増
永
氏
は
語
る
。

　「
大
阪
に
出
て
働
い
て
い
た
五
左
衛
門
の

弟・幸
八
が
、大
阪
で
普
及
し
始
め
た
眼
鏡
の

将
来
性
に
着
目
し
て
、頓
挫
し
た
羽
二
重
の

工
場
が
空
い
て
い
る
の
で
、や
って
み
て
は
ど
う

か
と
持
ち
掛
け
た
の
が
発
端
で
す
」。伝
統
工

芸
品
と
の
共
通
点
を
挙
げ
れ
ば「
真
面
目
で

粘
り
強
い
と
い
う
県
民
性
か
な
と
思
い
ま
す

が
、何
も
眼
鏡
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」と
言
う
。

　
で
は
な
ぜ
成
功
し
た
の
だ
ろ
う
か
。一つ
の
カ

ギ
は
、麻
生
津
村
を
豊
か
に
し
た
い
と
い
う
五

左
衛
門
の
眼
鏡
事
業
に
懸
け
る
執
念
で
あ

る
。当
時
、村
は
耕
地
が
狭
い
上
に
冬
は
雪
に

閉
ざ
さ
れ
て
、将
来
に
希
望
を
見
い
だ
せ
な

か
っ
た
。村
民
の
た
め
に
閉
塞
状
態
を
打
開
し

た
い
と
い
う
動
機
が
背
中
を
強
く
押
し
た
。

　
五
左
衛
門
の
も
と
に
集
ま
っ
た
の
は
眼
鏡

を
初
め
て
見
る
よ
う
な
人
た
ち
だ
っ
た
が
、

「
良
い
眼
鏡
」を
作
ろ
う
と
意
気
込
ん
だ
。

『
福
井
県
眼
鏡
史
』に
よ
る
と
、最
初
に
呼
び

寄
せ
た
職
人
か
ら一通
り
の
技
術
を
半
年
で

習
得
す
る
と
、翌
年
、東
京
仕
込
み
の
名
工
、

豊
島
松
太
郎
を
招
い
て
腕
を
磨
い
た
。

　
6
年
後
の
１
９
１
１
年
、内
国
共
産
品
博

覧
会
で
五
左
衛
門
は
有
功一等
賞
金
杯
を
受

賞
し
た
。画
期
的
だ
っ
た
と
増
永
氏
は
評
価

す
る
。「
そ
れ
ま
で
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
製
造
は
東

京
と
大
阪
が
中
心
で
し
た
が
、福
井
は
高
い

品
質
の
製
品
を
作
る
第
三
極
的
な
新
興
産
地

と
し
て
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。こ
れ
が
今
に

至
る
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
」。創
業
期
の

話
は『
お
し
ょ
り
ん
』（
藤
岡
陽
子
著
）と
い
う

小
説
に
な
り
映
画
化
も
さ
れ
た
。

　
五
左
衛
門
は
み
ん
な
の
暮
ら
し
を
豊
か
に

し
た
い
と
い
う
目
標
に
基
づ
き
、職
人
が一人

前
に
な
る
と
独
立
さ
せ
た
。得
意
な
分
野
に

特
化
す
る
職
人
は
、工
程
ご
と
に
眼
鏡
作
り

を
担
っ
た
。「
こ
う
し
て
相
互
に
有
機
的
に
複

雑
に
絡
み
合
う
分
業
が
進
み
、産
地
が
形
成

さ
れ
た
の
で
す
」（
増
永
氏
）

　
分
業
構
造
は
多
く
の
伝
統
工
芸
品
産
地
と

似
て
い
る
。専
門
的
に
技
術
、技
能
を
深
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、足
ら
ざ
る
を
補
い
合
え
る
利

点
が
あ
る
。半
面
、小
資
本
で
全
工
程
の一部

を
請
け
負
う
た
め
、下
請
け
仕
事
に
な
る
の
は

や
む
を
得
な
い
。し
か
し
戦
時
中
に
空
襲
で
打

撃
を
受
け
た
東
京
や
大
阪
と
違
って
、福
井
の

産
地
は
福
井
市
郊
外
か
ら
鯖
江
市
な
ど
に
広

が
り
、高
度
経
済
成
長
期
に
、分
業
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
て
圧
倒
的
な
地
位
を
築
い
た
。

　「
戦
後
、太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
は
重
厚
長
大

産
業
に
よ
っ
て
急
成
長
し
、我
々
日
本
海
側
は

眼
鏡
産
業
の
よ
う
な
軽
工
業
が
残
り
ま
し

た
。我
々
も
太
平
洋
側
に
立
地
し
て
い
た
ら
、

違
う
仕
事
に
移
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

ブリッジ裏には「MADE IN JAPAN」の刻印。1本のフレームが完成するまでを社内
一貫で仕上げ、福井発の技術を世界へ届ける

ノーズパッドを貼り付け、さまざま
な角度で左右バランスを確認する

熱と圧力を用い、テンプルの内側など
に社名やモデル名を金箔・銀箔で刻す

未来に残したい  日本の伝統第16回

う
か
」と
増
永
氏
は
考
え
る
。

　
眼
鏡
作
り
は
繊
細
な
感
覚
を
要
す
る
細
か

い
作
業
で
あ
る
。素
材
や
加
工
法
も
進
化
す

る
。作
り
手
は
地
道
な
努
力
を
求
め
ら
れ
る
。

人
材
の
採
用
、育
成
に
、同
社
は
全
社
を
挙
げ

て
取
り
組
む
。「
最
近
入
る
若
い
人
た
ち
は
職

業
意
識
が
強
く
て
、早
く
ス
キ
ル
を
学
ん
で一

人
前
に
な
り
た
い
と
意
欲
的
で
す
」と
増
永

氏
は
意
を
強
く
し
て
い
る
。

　
同
社
に
は
こ
ん
な
社
是
が
あ
る
。「
当
社
は

良
い
め
が
ね
を
つ
く
る
も
の
と
す
る
。で
き
れ

ば
利
益
を
得
た
い
が
、や
む
を
得
な
け
れ
ば
損

を
し
て
も
よ
い
。し
か
し
常
に
良
い
め
が
ね
を

つ
く
る
こ
と
を
念
願
す
る
」

　「
社
是
は
創
業
以
来
の
伝
承
を
も
と
に
、3

代
目
社
長
の
父
と
そ
の
弟
で
4
代
目
社
長
の

叔
父
が
2
人
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。採
算
を

度
外
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、お
客
様

に
良
い
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

を
最
優
先
す
る
姿
勢
を
う
た
って
い
ま
す
」

　
理
想
的
な
も
の
づ
く
り
を
追
求
し
て
、同

社
は
、分
業
で
成
り
立
つ
産
地
で
は
珍
し
く
、一

貫
生
産
の
体
制
を
と
っ
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
ネ

ジ
な
ど
の
細
か
い
も
の
は
外
部
か
ら
調
達
す

る
。自
社
で
は
出
せ
な
い
特
殊
な
色
を
付
け
る

表
面
処
理
加
工
な
ど
は
部
分
的
に
外
注
す

る
。し
か
し
全
工
程
を一応
社
内
で
や
れ
る
能

力
を
維
持
し
て
い
る
。製
品
開
発
を
主
体
的

に
推
し
進
め
て
、変
化
す
る
需
要
に
的
確
に
応

え
る
た
め
で
あ
る
。

　
眼
鏡
は
昔
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の一種
で
あ
る
セ

ル
ロ
イ
ド
フ
レ
ー
ム
が
全
盛
だ
っ
た
。だ
が
セ

ル
ロ
イ
ド
は
燃
え
や
す
い
と
い
う
難
点
も
あ
っ

て
、１
９
６
０
年
代
か
ら
メ
タ
ル
フ
レ
ー
ム
へ

の
移
行
が
進
ん
だ
。１
９
８
０
年
代
に
軽
く

て
優
れ
た
チ
タ
ン
フ
レ
ー
ム
の
ブ
ー
ム
が
起
き

て
、そ
の
製
造
技
術
を
い
ち
早
く
確
立
し
た

福
井
県
産
地
は
、国
際
的
な
評
価
を一
気
に

高
め
た
。

　「
30
年
く
ら
い
メ
タ
ル
フ
レ
ー
ム
が
中
心

だ
っ
た
の
で
す
が
、20
年
ほ
ど
前
か
ら
セ
ル
ロ

イ
ド
か
ら
ア
セ
テ
ー
ト
に
替
わ
っ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
に
ト
レ
ン
ド
が
回
帰
し
ま
し

た
。と
こ
ろ
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
レ
ー
ム
を
作

れ
る
会
社
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
残
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
」と
増
永
氏
は
言
う
。同
社
は
も
う

か
ら
な
く
て
も
生
産
を
止
め
な
か
っ
た
の
で
変

化
に
対
応
で
き
た
。「
技
術
は一度
失
っ
た
ら
取

り
戻
す
の
は
困
難
で
す
。需
要
の
少
な
い
技

術
を
残
す
の
は
非
効
率
な
の
で
す
が
、そ
れ
を

や
り
続
け
た
こ
と
が
結
局
は
当
社
の
優
位
性

に
つ
な
が
っ
た
と
思
って
い
ま
す
」

　
福
井
の
業
界
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、安
価
な

中
国
製
品
の
流
入
に
直
面
し
た
。円
高
に
も

苦
し
ん
だ
。同
社
は
１
９
８
０
年
代
前
半
か

ら
海
外
市
場
へ
の
進
出
を
図
り
国
外
の
展
示

会
に
度
々
参
加
し
て
、１
９
８
４
年
に
ス
イ
ス

に
販
売
代
理
店
を
置
い
た
。１
９
９
２
年
に
は

マ
レ
ー
シ
ア
に
工
場
を
開
設
。「
海
外
展
開
を

推
進
す
る
に
は
海
外
生
産
が
必
要
と
判
断
し

た
の
で
す
。安
く
作
る
た
め
に
中
国
へ
と
い
う

動
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、我
々
は
品
質
を
担
保

す
る
こ
と
を
優
先
し
ま
し
た
」

　
現
在
、海
外
で
の
営
業
拠
点
と
し
て
米
国
、

香
港
に
現
地
法
人
を
、マ
レ
ー
シ
ア
に
支
店
を

そ
れ
ぞ
れ
設
け
て
い
る
。同
社
は
１
９
７
０
年

頃
か
ら
国
内
で
自
社
ブ
ラ
ン
ド
製
品
を
展
開

し
て
き
た
。海
外
に
進
出
し
て
欧
米
の
デ
ザ
イ

ン
の
潮
流
を
直
接
知
る
こ
と
が
で
き
て
、ブ
ラ

ン
ド
に一層
磨
き
が
か
か
っ
た
。

　
２
０
０
０
年
、同
社
の
製
品
が
世
界
の
眼

鏡
業
界
で
最
高
と
い
わ
れ
る「
シ
ル
モ
ド
ー

ル
」の
金
賞
を
日
本
企
業
で
初
め
て
受
賞
し

た
。パ
リ
で
開
か
れ
る
国
際
的
な
眼
鏡
展
示

会「
シ
ル
モ
」で
選
ば
れ
る
表
彰
で
あ
る
。福

井
県
に
眼
鏡
産
業
を
創
設
し
た
同
社
の
歩
み

は
、眼
鏡
産
業
の
変
転
を
乗
り
越
え
る
企
業

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
も
言
え
そ
う
だ
。

　
産
地
の
多
く
の
企
業
は
、卸
や
小
売
チ
ェ
ー

ン
に
製
品
を
納
め
る
O
E
M（
相
手
先
ブ
ラ
ン

ド
に
よ
る
生
産
）の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
。こ

の
た
め
中
国
製
品
と
の
価
格
競
争
で
苦
労
し

た
。そ
の
中
で
、技
術
を
重
視
し
て
自
社
ブ
ラ

ン
ド
製
品
を
追
求
し
て
き
た
同
社
の
道
は
、容

易
で
は
な
い
が
生
き
抜
く
た
め
の一つ
の
正
攻

法
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
増
永
眼
鏡
は
２
０
０
２
年
に
東
京
の
青
山

に
直
営
小
売
店
を
出
し
た
。現
在
、直
営
店
は

大
阪
、名
古
屋
、奈
良
を
含
め
て
合
計
7
店
に

増
え
て
い
る
。4
月
下
旬
に
は
東
京
と
大
阪
に

さ
ら
に
2
店
開
く
。ニュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ
な

ど
海
外
へ
の
出
店
も一時
検
討
し
た
が
、新
型

コ
ロ
ナ
の
流
行
で
取
り
止
め
た
。

　「
当
社
の
ス
タ
ッ
フ
が
接
客
に
当
た
る
こ
と

で
、お
客
様
は
眼
鏡
を
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
の

か
、実
際
に
何
が
ど
う
売
れ
て
い
る
の
か
が
分

か
る
と
と
も
に
、製
造
に
関
す
る
改
善
の
ヒ
ン

ト
も
得
ら
れ
ま
す
。直
営
店
の
狙
い
は
、あ
く

ま
で
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め

る
た
め
で
す
」（
増
永
氏
）

　
同
社
の
従
業
員
は
約
２
０
０
人
。工
場
部

門
は
開
発
な
ど
も
含
め
て
約
１
５
０
人
、総

務
と
営
業
は
約
20
人
、残
り
約
30
人
が
直
営

店
と
海
外
駐
在
と
い
う
構
成
で
あ
る
。マ

レ
ー
シ
ア
工
場
に
は
約
80
人
の
現
地
従
業
員

が
い
る
。こ
の
態
勢
で
、２
０
２
５
年
６
月
期

に
約
25
億
円
を
売
り
上
げ
た
。こ
の
と
こ
ろ

増
収
基
調
で
２
０
０
０
年
頃
の
ピ
ー
ク
時
に

ほ
ぼ
戻
って
き
た
。福
井
県
の
眼
鏡
製
造
業
の

出
荷
額
は
ピ
ー
ク
の
２
０
０
０
年
で
１
千
億

円
を
超
え
て
い
た
が
、現
在
も
ま
だ
回
復
し

て
い
な
い
。

　
直
営
店
の
売
り
上
げ
は
全
体
の
２
割
程
度

を
占
め
、そ
れ
を
除
い
た
分
の
約
８
割
は
輸
出

に
な
る
。国
内
向
け
と
違
っ
て
輸
出
で
は
自
社

ブ
ラ
ン
ド
が
約
６
割
で
O
E
M
が
約
４
割
あ

る
。「
自
社
商
品
だ
け
だ
と
世
界
の
ト
レ
ン
ド

か
ら
外
れ
て
い
わ
ゆ
る
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
す
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
、視
野
を
広
げ
る
た
め
に
今
後

も一定
程
度
は
O
E
M
を
続
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」と
増
永
氏
は
言
う
。

　
夢
は
大
き
い
。「
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
み
た
い
に
、世
界
的
に
眼
鏡
な
ら

M
A
S
U
N
A
G
A
だ
ね
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
ね
」と
明
快
で
あ
る
。

１
９
８
０
年
代
か
ら
海
外
に

自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
先
行
す
る

直
営
店
で
ブ
ラ
ン
ド
を
磨
く

ト
ヨ
タ
の
よ
う
に
大
き
な
夢

福井市内に本社・工場
を構える他、東京など
大都市の直営店や海
外拠点を有している
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ツ
ガ
ワ
の
駒
田
義
和
代
表
取
締
役
社
長
を

岩
手
県
の
花
巻
工
場
に
訪
ね
る
と
、
社
長
室

の
入
口
の
表
示
が「
創
生
室
」と
な
って
い
た
。

笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
た
駒
田
氏
は
「
ご
覧

の
通
り『
社
長
室
』で
は
お
か
し
い
で
し
ょ
う
。

『
創
生
室
』
に
入
る
と
、
社
長
の
私
の
机
が

た
ま
た
ま
あ
る
と
い
う
方
が
合
っ
て
い
ま
す
」

と
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
壁
に
陳
列
棚
が
し
つ
ら
え
て
あ
り
、
地
元

岩
手
県
は
も
ち
ろ
ん
有
田
焼
や
瀬
戸
焼
な
ど

の
全
国
の
伝
統
工
芸
品
が
飾
っ
て
あ
る
。「
趣

味
で
す
か
と
よ
く
尋
ね
ら
れ
ま
す
が
、
あ
る

時
な
ぜ
か
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
集
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」。
道
楽
と
は
違
う
。

　「
地
域
創
生
」
を
会
社
の
経
営
の
柱
と
し

て
掲
げ
る
駒
田
氏
は
こ
う
語
る
。「
各
地
域

を
知
る一番
よ
い
方
法
は
、
そ
の
土
地
の
伝
統

的
な
工
芸
品
や
芸
能
を
知
る
こ
と
で
す
。
こ

こ
で
、従
業
員
や
お
客
さ
ん
に
見
て
も
ら
って
、

各
地
域
に
は
素
晴
ら
し
い
物
が
あ
る
と
認
識

し
て
ほ
し
い
の
で
す
」

　
名
刺
も
普
通
の
も
の
だ
け
で
は
な
い
。一枚

は
左
3
分
の
１
が
金
色
に
彩
色
さ
れ
て
い
て
、

そ
こ
に
「
黄
金
の
國
、
い
わ
て
」
と
あ
る
。

白
地
の
部
分
に
は
「
い
わ
て
企
業
立
地
東
京

応
援
団
―
い
わ
て
の
未
来
を
応
援
し
ま
す

―
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス

マ
ホ
で
開
く
と
、
岩
手
県
の
「
企
業
立
地
ガ

イ
ド
」
が
読
め
る
。「
金
色
は
中
尊
寺
の
金

色
堂
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、
県
庁
か
ら

送
っ
て
く
る
ん
で
す
」。
駒
田
氏
が
全
国
の
顧

客
に
こ
の
名
刺
を
渡
せ
ば
、
岩
手
県
の
企
業

誘
致
の
応
援
に
な
る
と
い
う
仕
掛
け
だ
。

　
も
う一
枚
、
墨
書
き
の
味
の
あ
る
名
刺
を

く
れ
た
。「
盛
岡
市
の
書
道
家
、
伊
藤
康
子

さ
ん
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
」。
デ

ス
ク
の
後
ろ
に
は
龍
を
模
し
た
「
1
0
0
」

と
い
う
数
字
の
書
が
掛
け
て
あ
る
。

「
1
0
0
龍
」
と
い
う
伊
藤
さ
ん
の
作
品
だ

そ
う
だ
。「
ツ
ガ
ワ
が
3
年
前
に
70
周
年
を

迎
え
た
時
に
、
1
0
0
年
企
業
を
目
指
そ
う

と
決
意
し
て
、
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
」

　
ス
ー
ツ
の
襟
に
付
け
た
ト
ン
ボ
の
ラ
ペ
ル
ピ

ン
は
盛
岡
の
気
鋭
の
鋳
造
作
家
、
松
坂
渉
さ

ん
と
、
同
じ
く
盛
岡
市
の
画
家
、
千
葉
幸
子

さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
と
い
う
。

「
極
楽
ト
ン
ボ
の
私
は
前
進
あ
る
の
み
で
、
前

に
し
か
飛
ば
な
い
ト
ン
ボ
が
好
き
な
の
で
す
」。

小
枝
の
形
を
し
た
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
も
松
坂
さ

ん
の
作
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
「
こ
の
ネ
ク
タ
イ
、ち
ょっ
と
変
わ
っ

て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
」
と
言
う
。「
中
尊

寺
の
藤
原
秀
衡
の
ミ
イ
ラ
が
着
て
い
る
装
束

の
帯
留
め
の
柄
で
す
。
北
上
市
の
紳
士
服
店

が
製
作
し
た
ネ
ク
タ
イ
で
す
」

　
昨
年
8
月
に
は
、
同
社
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
を
得
て
「
さ
く
ら
ホ
ー
ル
ｆ
ｅ
ａ
ｔ
・

ツ
ガ
ワ
」
の
愛
称
を
付
け
た
北
上
市
の
交
流

施
設
で
、「
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
モ
ノ
コ
ト
そ
う
ぞ
う

フ
ェ
ス
タ
」
と
い
う
催
し
を
２
日
間
開
い
た
。

全
国
か
ら
50
組
の
企
業
や
高
校
生
、
芸
術
家

が
ブ
ー
ス
を
出
展
。
作
品
の
展
示
販
売
か
ら

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　「
約
2
千
人
が
来
場
し
て
好
評
で
し
た
。

毎
年
や
っ
て
と
来
場
者
や
参
加
者
か
ら
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
当
社
が
費
用
を
持
ち
、
ス
タ
ッ

フ
も
60
人
く
ら
い
投
入
し
て
大
変
な
の
で
、

次
回
は
来
年
で
す
」。
こ
う
し
た
活
動
に
駒

田
氏
が
熱
心
な
の
は
、
地
域
の
人
口
減
少
へ

の
強
い
危
機
感
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
ツ
ガ
ワ
は
、
岩
手
県
の
二
戸
、
花
巻
、
北

上
の
３
市
に
工
場
を
持
ち
、
精
密
板
金
加
工

を
軸
に
金
属
加
工
業
を
営
む
。
現
在
、
主
要

な
製
品
は
半
導
体
製
造
装
置
や
医
療
機
器
な

ど
の
筐
体
や
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
な
ど
で
あ
る
。

従
業
員
は
全
体
で
約
7
0
0
人
、
そ
の
約

94
％
は
岩
手
県
民
だ
と
い
う
。

　「
毎
年
、
地
元
の
高
校
卒
業
生
を
14
〜
15

人
採
用
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
幸
い
20
人
入

り
過
去
最
高
で
し
た
。
中
途
入
社
も
毎
年
40

〜
50
人
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
採
用

し
た
い
で
す
ね
」　
　

　
し
か
し
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
岩
手
県
も
人

口
が
減
っ
て
い
る
。
10
年
前
に
は
１
２
５
万

人
を
超
え
て
い
た
人
口
が
今
は
1
1
2
万
人

程
度
だ
。「
こ
の
ま
ま
減
り
続
け
る
と
、

2
0
4
0
年
に
は
90
万
人
ぐ
ら
い
に
な
る
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
会
社
が

も
ち
ま
せ
ん
。
ど
う
や
って
会
社
を
維
持
し
て

い
く
か
、知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
」

　
目
指
す
「
地
域
創
生
」
は
ツ
ガ
ワ
の
存
続

に
関
わ
る
切
実
な
課
題
な
の
で
あ
る
。
そ
の

鍵
は
「
製
造
業
の
復
活
」
に
あ
る
と
駒
田
氏

は
考
え
て
い
る
。
同
社
を
含
め
て
国
内
の
製

造
業
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
デ
フ
レ
経
済
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
30
年

余
り
で
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　
大
手
企
業
は
国
内
工
場
を
減
ら
し
て
外
注

化
や
海
外
生
産
へ
の
転
換
を
進
め
た
。
実
は

駒
田
氏
が
週
の
半
分
は
来
て
い
る
と
言
う
花

巻
工
場
は
、
以
前
は
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
の
グ
ル
ー

プ
会
社
の
工
場
だ
っ
た
。「
も
と
も
と
工
場
の

一部
を
借
り
て
い
た
の
で
す
が
、
工
場
を
そ
っ

く
り
売
却
す
る
と
言
わ
れ
て
買
っ
た
の
が

2
0
0
6
年
５
月
で
、今
年
が
20
周
年
で
す
」

　
減
っ
て
い
る
の
は
大
手
だ
け
で
は
な
い
。

「
我
々
の
よ
う
な
板
金
加
工
業
の
中
小
・
中

堅
企
業
も
、
昔
は
約
３
万
6
千
社
あ
っ
た
の

で
す
が
、
今
は
約
２
万
5
千
社
で
す
。
ま
だ

減
って
10
年
以
内
に
１
万
社
を
切
る
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」

　「
も
の
づ
く
り
の
業
界
は
ど
こ
も
同
じ
で

す
。
例
え
ば
金
型
メ
ー
カ
ー
も
減
っ
て
い
ま

す
。
ラ
イ
バ
ル
会
社
も
い
な
く
な
り
ま
す
が
、

外
注
先
も
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
」。
駒
田
氏

は
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
な
い
。
製
造
業
復
活

の
た
め
に
、
あ
る
構
想
を
考
え
出
し
た
。

　「
今
の
製
造
業
を
、
木
を
伐
採
し
た
ま
ま

手
入
れ
を
し
な
い
山
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

荒
廃
し
た
山
に
一
本
一
本
植
樹
す
る
よ
う

に
、
新
し
い
製
造
業
の
基
盤
を
作
る
や
り
方

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
地

域
創
生
に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で
す
。
今
年

か
ら
実
際
に
取
り
組
み
ま
す
」

　
昨
年
6
月
、
長
崎
県
佐
世
保
市
に
15
人

の
小
さ
な
工
場
を
開
業
し
た
。
ま
さ
に
１
本

の
植
樹
で
あ
る
。
駒
田
氏
が
た
ま
た
ま
知
り

合
っ
た
宮
島
大
典
市
長
の
熱
心
な
働
き
か
け

で
生
ま
れ
た
。「
こ
れ
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
。
造
船
業
の
町
だ
っ
た
佐
世
保
は
も
の
づ

く
り
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
し
、
九
州
は
大
き

な
市
場
な
の
で
、
拠
点
と
し
て
い
ろ
い
ろ
や
っ

て
い
く
方
針
で
す
」

　
構
想
で
は
、
二
戸
、
花
巻
、
北
上
を
旗
艦

書道家の伊藤康子さんによる「100龍」。龍を模した「100」
が力強く躍る作品だ

岩手県内で板金工場を３つ経営するツガワの駒田
義和代表取締役社長は横浜市の本社にはほとんど
いない。週の半分は花巻工場で、あとは営業などで
全国を飛び回る。地域で進む人口減少に危機感を
募らせ、製造業の復活による「地域創生」のプラン
を構想する。各地に根を張るご当地工場を山に植樹
するように全国に逐次設けていこうというもので、年
内にも具体化する考えだ。

工
場
と
位
置
づ
け
、
佐
世
保
工
場
の
よ
う
な

拠
点
工
場
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
配
置
し
、
そ

の
周
り
に
溶
接
、
組
み
立
て
な
ど
の
単一機
能

の
サ
テ
ラ
イ
ト
工
場
を
設
け
る
。
拠
点
や
サ

テ
ラ
イ
ト
の
工
場
は
、
地
元
の
人
が
徒
歩
か

自
転
車
で
通
え
る
よ
う
に
す
る
。「
拠
点
工

場
は
取
り
あ
え
ず
５
、
６
カ
所
あ
れ
ば
い
い
。

今
年
ま
ず
3
カ
所
つ
く
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ど
こ
か
は
企
業
秘
密
（
笑
）。
ま
あ
岩
手
と

佐
世
保
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
場
所
で
す
」。
い

ず
れ
も
地
元
の
人
が
中
心
に
な
っ
て
働
く
ご

当
地
工
場
で
、取
り
も
直
さ
ず
「
地
域
創
生
」

に
な
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
モ
デ
ル
に
な
る
の
は
岩
手
県
内
の
３
つ
の
旗

艦
工
場
だ
。「
大
手
企
業
で
す
と
、
工
場
の

幹
部
は
本
部
か
ら
来
ま
す
が
、
う
ち
は
ほ
ぼ

全
員
が
地
元
の
人
間
で
す
。
こ
の
花
巻
工
場

は
、
私
の
工
場
で
も
な
け
れ
ば
、
ツ
ガ
ワ
の

工
場
で
も
な
い
。
こ
こ
の
人
た
ち
は
、
お
ら

が
町
の
自
分
た
ち
の
工
場
だ
と
い
う
意
識
だ

と
思
い
ま
す
」

　
二
戸
工
場
が
最
た
る
も
の
だ
と
い
う
。
今

年
、高
卒
の
新
入
社
員
を
５
人
迎
え
た
。「
新

卒
で
二
戸
に
残
る
の
は
30
人
程
度
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
で
5
人
も
う
ち
に
来
て
く
れ
る

の
は
、
1
3
0
人
程
度
の
工
場
で
す
が
、
わ

が
町
の
工
場
と
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
」
と
駒
田
氏
は
見
て
い
る
。

　
同
社
に
は
「
率
先
垂
範
」
と
い
う
社
是
が

あ
る
。
要
は「
仕
事
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、

自
分
で
動
い
て
背
中
で
教
え
ろ
」
と
い
う
趣

旨
で
、
こ
れ
が
自
分
た
ち
の
工
場
と
い
う
意

識
の
根
底
に
あ
る
。

　
駒
田
氏
は
３
代
目
で
、
1
9
5
3
年
に
神

奈
川
県
川
崎
市
で
創
業
し
た
祖
父
の
與
吉
氏

は
根
っ
か
ら
の
職
人
で
、
率
先
垂
範
を
体
現

し
て
い
た
。
２
代
目
の
父
義
秋
氏
も
硬
骨
漢

で
、
北
上
工
場
を
建
て
る
時
、
反
対
す
る
與

吉
氏
を
海
外
旅
行
に
出
し
て
、
そ
の
間
に
契

約
を
結
ん
だ
と
い
う
逸
話
を
残
し
て
い
る
。

　
面
白
い
の
は
、
駒
田
氏
も
経
営
に
つ
い
て

先
代
、
先
々
代
か
ら
直
接
教
わ
ら
な
か
っ
た

こ
と
だ
。「
も
と
も
と
ツ
ガ
ワ
に
は
興
味
が
な

く
て
、
大
学
を
卒
業
し
て
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
心
理
療
法

み
た
い
な
仕
事
が
し
た
く
て
、

勉
強
の
た
め
米
国
に
行
っ
た
の

で
す
」

　
新
設
す
る
二
戸
工
場
に
身

内
を
送
り
た
い
と
の
義
秋
社

長
の
意
に
沿
っ
て
母
親
が

「
戻
っ
て
ほ
し
い
」
と
電
話
を

か
け
て
き
た
。「
父
か
ら
の
電

話
だ
っ
た
ら
、
た
ぶ
ん
帰
ら

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
」
と
駒

田
氏
は
笑
う
。

　
26
歳
で
入
社
し
て
二
戸
工

場
で
約
６
年
働
い
た
。
総
務

経
理
の
仕
事
か
ら
始
め
て
、

最
後
は
副
工
場
長
に
な
っ
た
。

「
誰
か
ら
も
何
も
教
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
、
自

分
で
勉
強
し
ま
し
た
」。
人
口
約
２
万
３
千
人

の
二
戸
で
の
６
年
間
は
地
域
の
問
題
を
わ
が
事

と
し
て
考
え
る
原
点
に
なっ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
37
歳
で
社
長
に
な
っ
て
す
ぐ
、
経
営
管
理

の
見
直
し
を
行
っ
た
。
改
善
を
図
る
中
、
４

年
後
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
に
よ
る
世
界
金
融

危
機
に
襲
わ
れ
た
。
大
赤
字
を
出
し
「
会
社

は
つ
ぶ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」と
思
う
ほ
ど
だ
っ

た
が
、
辛
く
も
切
り
抜
け
、
中
期
、
長
期
の

経
営
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
2
0
2
5
年
５
月
期
の
連
結
売
上
高
は
約

1
5
7
億
円
で
あ
る
。「
本
当
は
2
0
2
0

年
度
に
売
上
高
2
0
0
億
円
、
営
業
利
益

20
億
円
を
達
成
し
た
か
っ
た
」そ
う
だ
。現
在
、

そ
の
目
標
を
2
0
2
7
年
度
に
置
き
「
売
上

高
2
0
0
億
円
を
絶
対
に
や
り
ま
す
」
と
意

気
込
む
。
得
意
先
の
大
企
業
は
最
終
製
品
で

も
規
模
の
小
さ
な
も
の
を
整
理
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
ツ
ガ
ワ
は
自
社
製
品

も
本
格
的
に
始
め
つ
つ
あ
る
。

　
駒
田
氏
は
、
拠
点
工
場
と
サ
テ
ラ
イ
ト
工

場
を
展
開
し
て
製
造
業
を
復
活
し
地
域
創
生

を
図
る
構
想
に
確
信
を
深
め
て
い
る
。「
条
件

が
そ
ろ
っ
て
き
た
の
で
、
今
こ
そ
や
る
べ
き
で

す
」
と
、
不
退
転
の
構
え
だ
。

駒田 義和氏
K O M A D A  Y o s h i k a z u

株式会社ツガワ
代表取締役社長

ここに
この人あり第18回

地
域
に
根
差
す
伝
統
工
芸
品
応
援

人
口
減
少
へ
の
危
機
感
が
背
景
に

山
に
植
樹
す
る
よ
う
に

製
造
業
を
復
活
さ
せ
た
い

拠
点
工
場
も
サ
テ
ラ
イ
ト
工
場
も

「
わ
が
町
の
自
分
た
ち
の
工
場
」に

ご当地工場構想を
岩手から全国に広げ
製造業の復活により
「地域創生」図る

1967年、神奈川県で生まれる。1991年に早稲田大学人間科学部を卒業後、
米国ジョージア工科大学への留学を経て、1993年に株式会社ツガワへ入社。
岩手県内の二戸工場開設に携わり、約6年にわたり地域での製造現場を経験
する。1998年に取締役に就任し、2004年8月に代表取締役社長に就任した。
現在は「地域創生」を経営の柱に据え、精密板金加工の国内トップシェアを
維持しながら、伝統工芸の支援や「ご当地工場」構想を推進。製造業の復
活を通じた持続可能な地域社会の実現に尽力している。

き
ょ
う
た
い

2829 2026.42026.4



　
ツ
ガ
ワ
の
駒
田
義
和
代
表
取
締
役
社
長
を

岩
手
県
の
花
巻
工
場
に
訪
ね
る
と
、
社
長
室

の
入
口
の
表
示
が「
創
生
室
」と
な
って
い
た
。

笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
た
駒
田
氏
は
「
ご
覧

の
通
り『
社
長
室
』で
は
お
か
し
い
で
し
ょ
う
。

『
創
生
室
』
に
入
る
と
、
社
長
の
私
の
机
が

た
ま
た
ま
あ
る
と
い
う
方
が
合
っ
て
い
ま
す
」

と
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
壁
に
陳
列
棚
が
し
つ
ら
え
て
あ
り
、
地
元

岩
手
県
は
も
ち
ろ
ん
有
田
焼
や
瀬
戸
焼
な
ど

の
全
国
の
伝
統
工
芸
品
が
飾
っ
て
あ
る
。「
趣

味
で
す
か
と
よ
く
尋
ね
ら
れ
ま
す
が
、
あ
る

時
な
ぜ
か
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
集
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」。
道
楽
と
は
違
う
。

　「
地
域
創
生
」
を
会
社
の
経
営
の
柱
と
し

て
掲
げ
る
駒
田
氏
は
こ
う
語
る
。「
各
地
域

を
知
る一番
よ
い
方
法
は
、
そ
の
土
地
の
伝
統

的
な
工
芸
品
や
芸
能
を
知
る
こ
と
で
す
。
こ

こ
で
、従
業
員
や
お
客
さ
ん
に
見
て
も
ら
って
、

各
地
域
に
は
素
晴
ら
し
い
物
が
あ
る
と
認
識

し
て
ほ
し
い
の
で
す
」

　
名
刺
も
普
通
の
も
の
だ
け
で
は
な
い
。一枚

は
左
3
分
の
１
が
金
色
に
彩
色
さ
れ
て
い
て
、

そ
こ
に
「
黄
金
の
國
、
い
わ
て
」
と
あ
る
。

白
地
の
部
分
に
は
「
い
わ
て
企
業
立
地
東
京

応
援
団
―
い
わ
て
の
未
来
を
応
援
し
ま
す

―
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス

マ
ホ
で
開
く
と
、
岩
手
県
の
「
企
業
立
地
ガ

イ
ド
」
が
読
め
る
。「
金
色
は
中
尊
寺
の
金

色
堂
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、
県
庁
か
ら

送
っ
て
く
る
ん
で
す
」。
駒
田
氏
が
全
国
の
顧

客
に
こ
の
名
刺
を
渡
せ
ば
、
岩
手
県
の
企
業

誘
致
の
応
援
に
な
る
と
い
う
仕
掛
け
だ
。

　
も
う一
枚
、
墨
書
き
の
味
の
あ
る
名
刺
を

く
れ
た
。「
盛
岡
市
の
書
道
家
、
伊
藤
康
子

さ
ん
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
」。
デ

ス
ク
の
後
ろ
に
は
龍
を
模
し
た
「
1
0
0
」

と
い
う
数
字
の
書
が
掛
け
て
あ
る
。

「
1
0
0
龍
」
と
い
う
伊
藤
さ
ん
の
作
品
だ

そ
う
だ
。「
ツ
ガ
ワ
が
3
年
前
に
70
周
年
を

迎
え
た
時
に
、
1
0
0
年
企
業
を
目
指
そ
う

と
決
意
し
て
、
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
」

　
ス
ー
ツ
の
襟
に
付
け
た
ト
ン
ボ
の
ラ
ペ
ル
ピ

ン
は
盛
岡
の
気
鋭
の
鋳
造
作
家
、
松
坂
渉
さ

ん
と
、
同
じ
く
盛
岡
市
の
画
家
、
千
葉
幸
子

さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
と
い
う
。

「
極
楽
ト
ン
ボ
の
私
は
前
進
あ
る
の
み
で
、
前

に
し
か
飛
ば
な
い
ト
ン
ボ
が
好
き
な
の
で
す
」。

小
枝
の
形
を
し
た
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
も
松
坂
さ

ん
の
作
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
「
こ
の
ネ
ク
タ
イ
、ち
ょっ
と
変
わ
っ

て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
」
と
言
う
。「
中
尊

寺
の
藤
原
秀
衡
の
ミ
イ
ラ
が
着
て
い
る
装
束

の
帯
留
め
の
柄
で
す
。
北
上
市
の
紳
士
服
店

が
製
作
し
た
ネ
ク
タ
イ
で
す
」

　
昨
年
8
月
に
は
、
同
社
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
を
得
て
「
さ
く
ら
ホ
ー
ル
ｆ
ｅ
ａ
ｔ
・

ツ
ガ
ワ
」
の
愛
称
を
付
け
た
北
上
市
の
交
流

施
設
で
、「
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
モ
ノ
コ
ト
そ
う
ぞ
う

フ
ェ
ス
タ
」
と
い
う
催
し
を
２
日
間
開
い
た
。

全
国
か
ら
50
組
の
企
業
や
高
校
生
、
芸
術
家

が
ブ
ー
ス
を
出
展
。
作
品
の
展
示
販
売
か
ら

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　「
約
2
千
人
が
来
場
し
て
好
評
で
し
た
。

毎
年
や
っ
て
と
来
場
者
や
参
加
者
か
ら
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
当
社
が
費
用
を
持
ち
、
ス
タ
ッ

フ
も
60
人
く
ら
い
投
入
し
て
大
変
な
の
で
、

次
回
は
来
年
で
す
」。
こ
う
し
た
活
動
に
駒

田
氏
が
熱
心
な
の
は
、
地
域
の
人
口
減
少
へ

の
強
い
危
機
感
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
ツ
ガ
ワ
は
、
岩
手
県
の
二
戸
、
花
巻
、
北

上
の
３
市
に
工
場
を
持
ち
、
精
密
板
金
加
工

を
軸
に
金
属
加
工
業
を
営
む
。
現
在
、
主
要

な
製
品
は
半
導
体
製
造
装
置
や
医
療
機
器
な

ど
の
筐
体
や
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
な
ど
で
あ
る
。

従
業
員
は
全
体
で
約
7
0
0
人
、
そ
の
約

94
％
は
岩
手
県
民
だ
と
い
う
。

　「
毎
年
、
地
元
の
高
校
卒
業
生
を
14
〜
15

人
採
用
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
幸
い
20
人
入

り
過
去
最
高
で
し
た
。
中
途
入
社
も
毎
年
40

〜
50
人
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
採
用

し
た
い
で
す
ね
」　
　

　
し
か
し
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
岩
手
県
も
人

口
が
減
っ
て
い
る
。
10
年
前
に
は
１
２
５
万

人
を
超
え
て
い
た
人
口
が
今
は
1
1
2
万
人

程
度
だ
。「
こ
の
ま
ま
減
り
続
け
る
と
、

2
0
4
0
年
に
は
90
万
人
ぐ
ら
い
に
な
る
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
会
社
が

も
ち
ま
せ
ん
。
ど
う
や
って
会
社
を
維
持
し
て

い
く
か
、知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
」

　
目
指
す
「
地
域
創
生
」
は
ツ
ガ
ワ
の
存
続

に
関
わ
る
切
実
な
課
題
な
の
で
あ
る
。
そ
の

鍵
は
「
製
造
業
の
復
活
」
に
あ
る
と
駒
田
氏

は
考
え
て
い
る
。
同
社
を
含
め
て
国
内
の
製

造
業
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
デ
フ
レ
経
済
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
30
年

余
り
で
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　
大
手
企
業
は
国
内
工
場
を
減
ら
し
て
外
注

化
や
海
外
生
産
へ
の
転
換
を
進
め
た
。
実
は

駒
田
氏
が
週
の
半
分
は
来
て
い
る
と
言
う
花

巻
工
場
は
、
以
前
は
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
の
グ
ル
ー

プ
会
社
の
工
場
だ
っ
た
。「
も
と
も
と
工
場
の

一部
を
借
り
て
い
た
の
で
す
が
、
工
場
を
そ
っ

く
り
売
却
す
る
と
言
わ
れ
て
買
っ
た
の
が

2
0
0
6
年
５
月
で
、今
年
が
20
周
年
で
す
」

　
減
っ
て
い
る
の
は
大
手
だ
け
で
は
な
い
。

「
我
々
の
よ
う
な
板
金
加
工
業
の
中
小
・
中

堅
企
業
も
、
昔
は
約
３
万
6
千
社
あ
っ
た
の

で
す
が
、
今
は
約
２
万
5
千
社
で
す
。
ま
だ

減
って
10
年
以
内
に
１
万
社
を
切
る
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」

　「
も
の
づ
く
り
の
業
界
は
ど
こ
も
同
じ
で

す
。
例
え
ば
金
型
メ
ー
カ
ー
も
減
っ
て
い
ま

す
。
ラ
イ
バ
ル
会
社
も
い
な
く
な
り
ま
す
が
、

外
注
先
も
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
」。
駒
田
氏

は
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
な
い
。
製
造
業
復
活

の
た
め
に
、
あ
る
構
想
を
考
え
出
し
た
。

　「
今
の
製
造
業
を
、
木
を
伐
採
し
た
ま
ま

手
入
れ
を
し
な
い
山
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

荒
廃
し
た
山
に
一
本
一
本
植
樹
す
る
よ
う

に
、
新
し
い
製
造
業
の
基
盤
を
作
る
や
り
方

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
地

域
創
生
に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で
す
。
今
年

か
ら
実
際
に
取
り
組
み
ま
す
」

　
昨
年
6
月
、
長
崎
県
佐
世
保
市
に
15
人

の
小
さ
な
工
場
を
開
業
し
た
。
ま
さ
に
１
本

の
植
樹
で
あ
る
。
駒
田
氏
が
た
ま
た
ま
知
り

合
っ
た
宮
島
大
典
市
長
の
熱
心
な
働
き
か
け

で
生
ま
れ
た
。「
こ
れ
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
。
造
船
業
の
町
だ
っ
た
佐
世
保
は
も
の
づ

く
り
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
し
、
九
州
は
大
き

な
市
場
な
の
で
、
拠
点
と
し
て
い
ろ
い
ろ
や
っ

て
い
く
方
針
で
す
」

　
構
想
で
は
、
二
戸
、
花
巻
、
北
上
を
旗
艦

書道家の伊藤康子さんによる「100龍」。龍を模した「100」
が力強く躍る作品だ

岩手県内で板金工場を３つ経営するツガワの駒田
義和代表取締役社長は横浜市の本社にはほとんど
いない。週の半分は花巻工場で、あとは営業などで
全国を飛び回る。地域で進む人口減少に危機感を
募らせ、製造業の復活による「地域創生」のプラン
を構想する。各地に根を張るご当地工場を山に植樹
するように全国に逐次設けていこうというもので、年
内にも具体化する考えだ。

工
場
と
位
置
づ
け
、
佐
世
保
工
場
の
よ
う
な

拠
点
工
場
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
配
置
し
、
そ

の
周
り
に
溶
接
、
組
み
立
て
な
ど
の
単一機
能

の
サ
テ
ラ
イ
ト
工
場
を
設
け
る
。
拠
点
や
サ

テ
ラ
イ
ト
の
工
場
は
、
地
元
の
人
が
徒
歩
か

自
転
車
で
通
え
る
よ
う
に
す
る
。「
拠
点
工

場
は
取
り
あ
え
ず
５
、
６
カ
所
あ
れ
ば
い
い
。

今
年
ま
ず
3
カ
所
つ
く
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ど
こ
か
は
企
業
秘
密
（
笑
）。
ま
あ
岩
手
と

佐
世
保
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
場
所
で
す
」。
い

ず
れ
も
地
元
の
人
が
中
心
に
な
っ
て
働
く
ご

当
地
工
場
で
、取
り
も
直
さ
ず
「
地
域
創
生
」

に
な
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
モ
デ
ル
に
な
る
の
は
岩
手
県
内
の
３
つ
の
旗

艦
工
場
だ
。「
大
手
企
業
で
す
と
、
工
場
の

幹
部
は
本
部
か
ら
来
ま
す
が
、
う
ち
は
ほ
ぼ

全
員
が
地
元
の
人
間
で
す
。
こ
の
花
巻
工
場

は
、
私
の
工
場
で
も
な
け
れ
ば
、
ツ
ガ
ワ
の

工
場
で
も
な
い
。
こ
こ
の
人
た
ち
は
、
お
ら

が
町
の
自
分
た
ち
の
工
場
だ
と
い
う
意
識
だ

と
思
い
ま
す
」

　
二
戸
工
場
が
最
た
る
も
の
だ
と
い
う
。
今

年
、高
卒
の
新
入
社
員
を
５
人
迎
え
た
。「
新

卒
で
二
戸
に
残
る
の
は
30
人
程
度
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
で
5
人
も
う
ち
に
来
て
く
れ
る

の
は
、
1
3
0
人
程
度
の
工
場
で
す
が
、
わ

が
町
の
工
場
と
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
」
と
駒
田
氏
は
見
て
い
る
。

　
同
社
に
は
「
率
先
垂
範
」
と
い
う
社
是
が

あ
る
。
要
は「
仕
事
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、

自
分
で
動
い
て
背
中
で
教
え
ろ
」
と
い
う
趣

旨
で
、
こ
れ
が
自
分
た
ち
の
工
場
と
い
う
意

識
の
根
底
に
あ
る
。

　
駒
田
氏
は
３
代
目
で
、
1
9
5
3
年
に
神

奈
川
県
川
崎
市
で
創
業
し
た
祖
父
の
與
吉
氏

は
根
っ
か
ら
の
職
人
で
、
率
先
垂
範
を
体
現

し
て
い
た
。
２
代
目
の
父
義
秋
氏
も
硬
骨
漢

で
、
北
上
工
場
を
建
て
る
時
、
反
対
す
る
與

吉
氏
を
海
外
旅
行
に
出
し
て
、
そ
の
間
に
契

約
を
結
ん
だ
と
い
う
逸
話
を
残
し
て
い
る
。

　
面
白
い
の
は
、
駒
田
氏
も
経
営
に
つ
い
て

先
代
、
先
々
代
か
ら
直
接
教
わ
ら
な
か
っ
た

こ
と
だ
。「
も
と
も
と
ツ
ガ
ワ
に
は
興
味
が
な

く
て
、
大
学
を
卒
業
し
て
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
心
理
療
法

み
た
い
な
仕
事
が
し
た
く
て
、

勉
強
の
た
め
米
国
に
行
っ
た
の

で
す
」

　
新
設
す
る
二
戸
工
場
に
身

内
を
送
り
た
い
と
の
義
秋
社

長
の
意
に
沿
っ
て
母
親
が

「
戻
っ
て
ほ
し
い
」
と
電
話
を

か
け
て
き
た
。「
父
か
ら
の
電

話
だ
っ
た
ら
、
た
ぶ
ん
帰
ら

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
」
と
駒

田
氏
は
笑
う
。

　
26
歳
で
入
社
し
て
二
戸
工

場
で
約
６
年
働
い
た
。
総
務

経
理
の
仕
事
か
ら
始
め
て
、

最
後
は
副
工
場
長
に
な
っ
た
。

「
誰
か
ら
も
何
も
教
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
、
自

分
で
勉
強
し
ま
し
た
」。
人
口
約
２
万
３
千
人

の
二
戸
で
の
６
年
間
は
地
域
の
問
題
を
わ
が
事

と
し
て
考
え
る
原
点
に
なっ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
37
歳
で
社
長
に
な
っ
て
す
ぐ
、
経
営
管
理

の
見
直
し
を
行
っ
た
。
改
善
を
図
る
中
、
４

年
後
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
に
よ
る
世
界
金
融

危
機
に
襲
わ
れ
た
。
大
赤
字
を
出
し
「
会
社

は
つ
ぶ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」と
思
う
ほ
ど
だ
っ

た
が
、
辛
く
も
切
り
抜
け
、
中
期
、
長
期
の

経
営
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
2
0
2
5
年
５
月
期
の
連
結
売
上
高
は
約

1
5
7
億
円
で
あ
る
。「
本
当
は
2
0
2
0

年
度
に
売
上
高
2
0
0
億
円
、
営
業
利
益

20
億
円
を
達
成
し
た
か
っ
た
」そ
う
だ
。現
在
、

そ
の
目
標
を
2
0
2
7
年
度
に
置
き
「
売
上

高
2
0
0
億
円
を
絶
対
に
や
り
ま
す
」
と
意

気
込
む
。
得
意
先
の
大
企
業
は
最
終
製
品
で

も
規
模
の
小
さ
な
も
の
を
整
理
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
ツ
ガ
ワ
は
自
社
製
品

も
本
格
的
に
始
め
つ
つ
あ
る
。

　
駒
田
氏
は
、
拠
点
工
場
と
サ
テ
ラ
イ
ト
工

場
を
展
開
し
て
製
造
業
を
復
活
し
地
域
創
生

を
図
る
構
想
に
確
信
を
深
め
て
い
る
。「
条
件

が
そ
ろ
っ
て
き
た
の
で
、
今
こ
そ
や
る
べ
き
で

す
」
と
、
不
退
転
の
構
え
だ
。

駒田 義和氏
K O M A D A  Y o s h i k a z u

株式会社ツガワ
代表取締役社長

ここに
この人あり第18回

地
域
に
根
差
す
伝
統
工
芸
品
応
援

人
口
減
少
へ
の
危
機
感
が
背
景
に

山
に
植
樹
す
る
よ
う
に

製
造
業
を
復
活
さ
せ
た
い

拠
点
工
場
も
サ
テ
ラ
イ
ト
工
場
も

「
わ
が
町
の
自
分
た
ち
の
工
場
」に

ご当地工場構想を
岩手から全国に広げ
製造業の復活により
「地域創生」図る

1967年、神奈川県で生まれる。1991年に早稲田大学人間科学部を卒業後、
米国ジョージア工科大学への留学を経て、1993年に株式会社ツガワへ入社。
岩手県内の二戸工場開設に携わり、約6年にわたり地域での製造現場を経験
する。1998年に取締役に就任し、2004年8月に代表取締役社長に就任した。
現在は「地域創生」を経営の柱に据え、精密板金加工の国内トップシェアを
維持しながら、伝統工芸の支援や「ご当地工場」構想を推進。製造業の復
活を通じた持続可能な地域社会の実現に尽力している。

き
ょ
う
た
い
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ツ
ガ
ワ
の
駒
田
義
和
代
表
取
締
役
社
長
を

岩
手
県
の
花
巻
工
場
に
訪
ね
る
と
、
社
長
室

の
入
口
の
表
示
が「
創
生
室
」と
な
って
い
た
。

笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
た
駒
田
氏
は
「
ご
覧

の
通
り『
社
長
室
』で
は
お
か
し
い
で
し
ょ
う
。

『
創
生
室
』
に
入
る
と
、
社
長
の
私
の
机
が

た
ま
た
ま
あ
る
と
い
う
方
が
合
っ
て
い
ま
す
」

と
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
壁
に
陳
列
棚
が
し
つ
ら
え
て
あ
り
、
地
元

岩
手
県
は
も
ち
ろ
ん
有
田
焼
や
瀬
戸
焼
な
ど

の
全
国
の
伝
統
工
芸
品
が
飾
っ
て
あ
る
。「
趣

味
で
す
か
と
よ
く
尋
ね
ら
れ
ま
す
が
、
あ
る

時
な
ぜ
か
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
集
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」。
道
楽
と
は
違
う
。

　「
地
域
創
生
」
を
会
社
の
経
営
の
柱
と
し

て
掲
げ
る
駒
田
氏
は
こ
う
語
る
。「
各
地
域

を
知
る一番
よ
い
方
法
は
、
そ
の
土
地
の
伝
統

的
な
工
芸
品
や
芸
能
を
知
る
こ
と
で
す
。
こ

こ
で
、従
業
員
や
お
客
さ
ん
に
見
て
も
ら
って
、

各
地
域
に
は
素
晴
ら
し
い
物
が
あ
る
と
認
識

し
て
ほ
し
い
の
で
す
」

　
名
刺
も
普
通
の
も
の
だ
け
で
は
な
い
。一枚

は
左
3
分
の
１
が
金
色
に
彩
色
さ
れ
て
い
て
、

そ
こ
に
「
黄
金
の
國
、
い
わ
て
」
と
あ
る
。

白
地
の
部
分
に
は
「
い
わ
て
企
業
立
地
東
京

応
援
団
―
い
わ
て
の
未
来
を
応
援
し
ま
す

―
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス

マ
ホ
で
開
く
と
、
岩
手
県
の
「
企
業
立
地
ガ

イ
ド
」
が
読
め
る
。「
金
色
は
中
尊
寺
の
金

色
堂
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、
県
庁
か
ら

送
っ
て
く
る
ん
で
す
」。
駒
田
氏
が
全
国
の
顧

客
に
こ
の
名
刺
を
渡
せ
ば
、
岩
手
県
の
企
業

誘
致
の
応
援
に
な
る
と
い
う
仕
掛
け
だ
。

　
も
う一
枚
、
墨
書
き
の
味
の
あ
る
名
刺
を

く
れ
た
。「
盛
岡
市
の
書
道
家
、
伊
藤
康
子

さ
ん
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
」。
デ

ス
ク
の
後
ろ
に
は
龍
を
模
し
た
「
1
0
0
」

と
い
う
数
字
の
書
が
掛
け
て
あ
る
。

「
1
0
0
龍
」
と
い
う
伊
藤
さ
ん
の
作
品
だ

そ
う
だ
。「
ツ
ガ
ワ
が
3
年
前
に
70
周
年
を

迎
え
た
時
に
、
1
0
0
年
企
業
を
目
指
そ
う

と
決
意
し
て
、
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
」

　
ス
ー
ツ
の
襟
に
付
け
た
ト
ン
ボ
の
ラ
ペ
ル
ピ

ン
は
盛
岡
の
気
鋭
の
鋳
造
作
家
、
松
坂
渉
さ

ん
と
、
同
じ
く
盛
岡
市
の
画
家
、
千
葉
幸
子

さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
と
い
う
。

「
極
楽
ト
ン
ボ
の
私
は
前
進
あ
る
の
み
で
、
前

に
し
か
飛
ば
な
い
ト
ン
ボ
が
好
き
な
の
で
す
」。

小
枝
の
形
を
し
た
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
も
松
坂
さ

ん
の
作
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
「
こ
の
ネ
ク
タ
イ
、ち
ょっ
と
変
わ
っ

て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
」
と
言
う
。「
中
尊

寺
の
藤
原
秀
衡
の
ミ
イ
ラ
が
着
て
い
る
装
束

の
帯
留
め
の
柄
で
す
。
北
上
市
の
紳
士
服
店

が
製
作
し
た
ネ
ク
タ
イ
で
す
」

　
昨
年
8
月
に
は
、
同
社
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
を
得
て
「
さ
く
ら
ホ
ー
ル
ｆ
ｅ
ａ
ｔ
・

ツ
ガ
ワ
」
の
愛
称
を
付
け
た
北
上
市
の
交
流

施
設
で
、「
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
モ
ノ
コ
ト
そ
う
ぞ
う

フ
ェ
ス
タ
」
と
い
う
催
し
を
２
日
間
開
い
た
。

全
国
か
ら
50
組
の
企
業
や
高
校
生
、
芸
術
家

が
ブ
ー
ス
を
出
展
。
作
品
の
展
示
販
売
か
ら

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　「
約
2
千
人
が
来
場
し
て
好
評
で
し
た
。

毎
年
や
っ
て
と
来
場
者
や
参
加
者
か
ら
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
当
社
が
費
用
を
持
ち
、
ス
タ
ッ

フ
も
60
人
く
ら
い
投
入
し
て
大
変
な
の
で
、

次
回
は
来
年
で
す
」。
こ
う
し
た
活
動
に
駒

田
氏
が
熱
心
な
の
は
、
地
域
の
人
口
減
少
へ

の
強
い
危
機
感
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
ツ
ガ
ワ
は
、
岩
手
県
の
二
戸
、
花
巻
、
北

上
の
３
市
に
工
場
を
持
ち
、
精
密
板
金
加
工

を
軸
に
金
属
加
工
業
を
営
む
。
現
在
、
主
要

な
製
品
は
半
導
体
製
造
装
置
や
医
療
機
器
な

ど
の
筐
体
や
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
な
ど
で
あ
る
。

従
業
員
は
全
体
で
約
7
0
0
人
、
そ
の
約

94
％
は
岩
手
県
民
だ
と
い
う
。

　「
毎
年
、
地
元
の
高
校
卒
業
生
を
14
〜
15

人
採
用
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
幸
い
20
人
入

り
過
去
最
高
で
し
た
。
中
途
入
社
も
毎
年
40

〜
50
人
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
採
用

し
た
い
で
す
ね
」　
　

　
し
か
し
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
岩
手
県
も
人

口
が
減
っ
て
い
る
。
10
年
前
に
は
１
２
５
万

人
を
超
え
て
い
た
人
口
が
今
は
1
1
2
万
人

程
度
だ
。「
こ
の
ま
ま
減
り
続
け
る
と
、

2
0
4
0
年
に
は
90
万
人
ぐ
ら
い
に
な
る
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
会
社
が

も
ち
ま
せ
ん
。
ど
う
や
って
会
社
を
維
持
し
て

い
く
か
、知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
」

　
目
指
す
「
地
域
創
生
」
は
ツ
ガ
ワ
の
存
続

に
関
わ
る
切
実
な
課
題
な
の
で
あ
る
。
そ
の

鍵
は
「
製
造
業
の
復
活
」
に
あ
る
と
駒
田
氏

は
考
え
て
い
る
。
同
社
を
含
め
て
国
内
の
製

造
業
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
デ
フ
レ
経
済
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
30
年

余
り
で
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　
大
手
企
業
は
国
内
工
場
を
減
ら
し
て
外
注

化
や
海
外
生
産
へ
の
転
換
を
進
め
た
。
実
は

駒
田
氏
が
週
の
半
分
は
来
て
い
る
と
言
う
花

巻
工
場
は
、
以
前
は
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
の
グ
ル
ー

プ
会
社
の
工
場
だ
っ
た
。「
も
と
も
と
工
場
の

一部
を
借
り
て
い
た
の
で
す
が
、
工
場
を
そ
っ

く
り
売
却
す
る
と
言
わ
れ
て
買
っ
た
の
が

2
0
0
6
年
５
月
で
、今
年
が
20
周
年
で
す
」

　
減
っ
て
い
る
の
は
大
手
だ
け
で
は
な
い
。

「
我
々
の
よ
う
な
板
金
加
工
業
の
中
小
・
中

堅
企
業
も
、
昔
は
約
３
万
6
千
社
あ
っ
た
の

で
す
が
、
今
は
約
２
万
5
千
社
で
す
。
ま
だ

減
って
10
年
以
内
に
１
万
社
を
切
る
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」

　「
も
の
づ
く
り
の
業
界
は
ど
こ
も
同
じ
で

す
。
例
え
ば
金
型
メ
ー
カ
ー
も
減
っ
て
い
ま

す
。
ラ
イ
バ
ル
会
社
も
い
な
く
な
り
ま
す
が
、

外
注
先
も
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
」。
駒
田
氏

は
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
な
い
。
製
造
業
復
活

の
た
め
に
、
あ
る
構
想
を
考
え
出
し
た
。

　「
今
の
製
造
業
を
、
木
を
伐
採
し
た
ま
ま

手
入
れ
を
し
な
い
山
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

荒
廃
し
た
山
に
一
本
一
本
植
樹
す
る
よ
う

に
、
新
し
い
製
造
業
の
基
盤
を
作
る
や
り
方

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
地

域
創
生
に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で
す
。
今
年

か
ら
実
際
に
取
り
組
み
ま
す
」

　
昨
年
6
月
、
長
崎
県
佐
世
保
市
に
15
人

の
小
さ
な
工
場
を
開
業
し
た
。
ま
さ
に
１
本

の
植
樹
で
あ
る
。
駒
田
氏
が
た
ま
た
ま
知
り

合
っ
た
宮
島
大
典
市
長
の
熱
心
な
働
き
か
け

で
生
ま
れ
た
。「
こ
れ
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
。
造
船
業
の
町
だ
っ
た
佐
世
保
は
も
の
づ

く
り
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
し
、
九
州
は
大
き

な
市
場
な
の
で
、
拠
点
と
し
て
い
ろ
い
ろ
や
っ

て
い
く
方
針
で
す
」

　
構
想
で
は
、
二
戸
、
花
巻
、
北
上
を
旗
艦

大型と精密を両立させる圧倒的な技術力を持ち、設計から一貫して手がけて
いる

北上工場で稼働する高精度溶接ロボット。高品質な製品づくりを支えている

工
場
と
位
置
づ
け
、
佐
世
保
工
場
の
よ
う
な

拠
点
工
場
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
配
置
し
、
そ

の
周
り
に
溶
接
、
組
み
立
て
な
ど
の
単一機
能

の
サ
テ
ラ
イ
ト
工
場
を
設
け
る
。
拠
点
や
サ

テ
ラ
イ
ト
の
工
場
は
、
地
元
の
人
が
徒
歩
か

自
転
車
で
通
え
る
よ
う
に
す
る
。「
拠
点
工

場
は
取
り
あ
え
ず
５
、
６
カ
所
あ
れ
ば
い
い
。

今
年
ま
ず
3
カ
所
つ
く
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ど
こ
か
は
企
業
秘
密
（
笑
）。
ま
あ
岩
手
と

佐
世
保
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
場
所
で
す
」。
い

ず
れ
も
地
元
の
人
が
中
心
に
な
っ
て
働
く
ご

当
地
工
場
で
、取
り
も
直
さ
ず
「
地
域
創
生
」

に
な
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
モ
デ
ル
に
な
る
の
は
岩
手
県
内
の
３
つ
の
旗

艦
工
場
だ
。「
大
手
企
業
で
す
と
、
工
場
の

幹
部
は
本
部
か
ら
来
ま
す
が
、
う
ち
は
ほ
ぼ

全
員
が
地
元
の
人
間
で
す
。
こ
の
花
巻
工
場

は
、
私
の
工
場
で
も
な
け
れ
ば
、
ツ
ガ
ワ
の

工
場
で
も
な
い
。
こ
こ
の
人
た
ち
は
、
お
ら

が
町
の
自
分
た
ち
の
工
場
だ
と
い
う
意
識
だ

と
思
い
ま
す
」

　
二
戸
工
場
が
最
た
る
も
の
だ
と
い
う
。
今

年
、高
卒
の
新
入
社
員
を
５
人
迎
え
た
。「
新

卒
で
二
戸
に
残
る
の
は
30
人
程
度
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
で
5
人
も
う
ち
に
来
て
く
れ
る

の
は
、
1
3
0
人
程
度
の
工
場
で
す
が
、
わ

が
町
の
工
場
と
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
」
と
駒
田
氏
は
見
て
い
る
。

　
同
社
に
は
「
率
先
垂
範
」
と
い
う
社
是
が

あ
る
。
要
は「
仕
事
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、

自
分
で
動
い
て
背
中
で
教
え
ろ
」
と
い
う
趣

旨
で
、
こ
れ
が
自
分
た
ち
の
工
場
と
い
う
意

識
の
根
底
に
あ
る
。

　
駒
田
氏
は
３
代
目
で
、
1
9
5
3
年
に
神

奈
川
県
川
崎
市
で
創
業
し
た
祖
父
の
與
吉
氏

は
根
っ
か
ら
の
職
人
で
、
率
先
垂
範
を
体
現

し
て
い
た
。
２
代
目
の
父
義
秋
氏
も
硬
骨
漢

で
、
北
上
工
場
を
建
て
る
時
、
反
対
す
る
與

吉
氏
を
海
外
旅
行
に
出
し
て
、
そ
の
間
に
契

約
を
結
ん
だ
と
い
う
逸
話
を
残
し
て
い
る
。

　
面
白
い
の
は
、
駒
田
氏
も
経
営
に
つ
い
て

先
代
、
先
々
代
か
ら
直
接
教
わ
ら
な
か
っ
た

こ
と
だ
。「
も
と
も
と
ツ
ガ
ワ
に
は
興
味
が
な

く
て
、
大
学
を
卒
業
し
て
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
心
理
療
法

み
た
い
な
仕
事
が
し
た
く
て
、

勉
強
の
た
め
米
国
に
行
っ
た
の

で
す
」

　
新
設
す
る
二
戸
工
場
に
身

内
を
送
り
た
い
と
の
義
秋
社

長
の
意
に
沿
っ
て
母
親
が

「
戻
っ
て
ほ
し
い
」
と
電
話
を

か
け
て
き
た
。「
父
か
ら
の
電

話
だ
っ
た
ら
、
た
ぶ
ん
帰
ら

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
」
と
駒

田
氏
は
笑
う
。

　
26
歳
で
入
社
し
て
二
戸
工

場
で
約
６
年
働
い
た
。
総
務

経
理
の
仕
事
か
ら
始
め
て
、

最
後
は
副
工
場
長
に
な
っ
た
。

「
誰
か
ら
も
何
も
教
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
、
自

分
で
勉
強
し
ま
し
た
」。
人
口
約
２
万
３
千
人

の
二
戸
で
の
６
年
間
は
地
域
の
問
題
を
わ
が
事

と
し
て
考
え
る
原
点
に
なっ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
37
歳
で
社
長
に
な
っ
て
す
ぐ
、
経
営
管
理

の
見
直
し
を
行
っ
た
。
改
善
を
図
る
中
、
４

年
後
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
に
よ
る
世
界
金
融

危
機
に
襲
わ
れ
た
。
大
赤
字
を
出
し
「
会
社

は
つ
ぶ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」と
思
う
ほ
ど
だ
っ

た
が
、
辛
く
も
切
り
抜
け
、
中
期
、
長
期
の

経
営
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
2
0
2
5
年
５
月
期
の
連
結
売
上
高
は
約

1
5
7
億
円
で
あ
る
。「
本
当
は
2
0
2
0

年
度
に
売
上
高
2
0
0
億
円
、
営
業
利
益

20
億
円
を
達
成
し
た
か
っ
た
」そ
う
だ
。現
在
、

そ
の
目
標
を
2
0
2
7
年
度
に
置
き
「
売
上

高
2
0
0
億
円
を
絶
対
に
や
り
ま
す
」
と
意

気
込
む
。
得
意
先
の
大
企
業
は
最
終
製
品
で

も
規
模
の
小
さ
な
も
の
を
整
理
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
ツ
ガ
ワ
は
自
社
製
品

も
本
格
的
に
始
め
つ
つ
あ
る
。

　
駒
田
氏
は
、
拠
点
工
場
と
サ
テ
ラ
イ
ト
工

場
を
展
開
し
て
製
造
業
を
復
活
し
地
域
創
生

を
図
る
構
想
に
確
信
を
深
め
て
い
る
。「
条
件

が
そ
ろ
っ
て
き
た
の
で
、
今
こ
そ
や
る
べ
き
で

す
」
と
、
不
退
転
の
構
え
だ
。

ここに
この人あり第18回
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ツ
ガ
ワ
の
駒
田
義
和
代
表
取
締
役
社
長
を

岩
手
県
の
花
巻
工
場
に
訪
ね
る
と
、
社
長
室

の
入
口
の
表
示
が「
創
生
室
」と
な
って
い
た
。

笑
顔
で
出
迎
え
て
く
れ
た
駒
田
氏
は
「
ご
覧

の
通
り『
社
長
室
』で
は
お
か
し
い
で
し
ょ
う
。

『
創
生
室
』
に
入
る
と
、
社
長
の
私
の
机
が

た
ま
た
ま
あ
る
と
い
う
方
が
合
っ
て
い
ま
す
」

と
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
壁
に
陳
列
棚
が
し
つ
ら
え
て
あ
り
、
地
元

岩
手
県
は
も
ち
ろ
ん
有
田
焼
や
瀬
戸
焼
な
ど

の
全
国
の
伝
統
工
芸
品
が
飾
っ
て
あ
る
。「
趣

味
で
す
か
と
よ
く
尋
ね
ら
れ
ま
す
が
、
あ
る

時
な
ぜ
か
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
集
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」。
道
楽
と
は
違
う
。

　「
地
域
創
生
」
を
会
社
の
経
営
の
柱
と
し

て
掲
げ
る
駒
田
氏
は
こ
う
語
る
。「
各
地
域

を
知
る一番
よ
い
方
法
は
、
そ
の
土
地
の
伝
統

的
な
工
芸
品
や
芸
能
を
知
る
こ
と
で
す
。
こ

こ
で
、従
業
員
や
お
客
さ
ん
に
見
て
も
ら
って
、

各
地
域
に
は
素
晴
ら
し
い
物
が
あ
る
と
認
識

し
て
ほ
し
い
の
で
す
」

　
名
刺
も
普
通
の
も
の
だ
け
で
は
な
い
。一枚

は
左
3
分
の
１
が
金
色
に
彩
色
さ
れ
て
い
て
、

そ
こ
に
「
黄
金
の
國
、
い
わ
て
」
と
あ
る
。

白
地
の
部
分
に
は
「
い
わ
て
企
業
立
地
東
京

応
援
団
―
い
わ
て
の
未
来
を
応
援
し
ま
す

―
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス

マ
ホ
で
開
く
と
、
岩
手
県
の
「
企
業
立
地
ガ

イ
ド
」
が
読
め
る
。「
金
色
は
中
尊
寺
の
金

色
堂
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、
県
庁
か
ら

送
っ
て
く
る
ん
で
す
」。
駒
田
氏
が
全
国
の
顧

客
に
こ
の
名
刺
を
渡
せ
ば
、
岩
手
県
の
企
業

誘
致
の
応
援
に
な
る
と
い
う
仕
掛
け
だ
。

　
も
う一
枚
、
墨
書
き
の
味
の
あ
る
名
刺
を

く
れ
た
。「
盛
岡
市
の
書
道
家
、
伊
藤
康
子

さ
ん
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
」。
デ

ス
ク
の
後
ろ
に
は
龍
を
模
し
た
「
1
0
0
」

と
い
う
数
字
の
書
が
掛
け
て
あ
る
。

「
1
0
0
龍
」
と
い
う
伊
藤
さ
ん
の
作
品
だ

そ
う
だ
。「
ツ
ガ
ワ
が
3
年
前
に
70
周
年
を

迎
え
た
時
に
、
1
0
0
年
企
業
を
目
指
そ
う

と
決
意
し
て
、
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
」

　
ス
ー
ツ
の
襟
に
付
け
た
ト
ン
ボ
の
ラ
ペ
ル
ピ

ン
は
盛
岡
の
気
鋭
の
鋳
造
作
家
、
松
坂
渉
さ

ん
と
、
同
じ
く
盛
岡
市
の
画
家
、
千
葉
幸
子

さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
と
い
う
。

「
極
楽
ト
ン
ボ
の
私
は
前
進
あ
る
の
み
で
、
前

に
し
か
飛
ば
な
い
ト
ン
ボ
が
好
き
な
の
で
す
」。

小
枝
の
形
を
し
た
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
も
松
坂
さ

ん
の
作
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
「
こ
の
ネ
ク
タ
イ
、ち
ょっ
と
変
わ
っ

て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
」
と
言
う
。「
中
尊

寺
の
藤
原
秀
衡
の
ミ
イ
ラ
が
着
て
い
る
装
束

の
帯
留
め
の
柄
で
す
。
北
上
市
の
紳
士
服
店

が
製
作
し
た
ネ
ク
タ
イ
で
す
」

　
昨
年
8
月
に
は
、
同
社
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
を
得
て
「
さ
く
ら
ホ
ー
ル
ｆ
ｅ
ａ
ｔ
・

ツ
ガ
ワ
」
の
愛
称
を
付
け
た
北
上
市
の
交
流

施
設
で
、「
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
モ
ノ
コ
ト
そ
う
ぞ
う

フ
ェ
ス
タ
」
と
い
う
催
し
を
２
日
間
開
い
た
。

全
国
か
ら
50
組
の
企
業
や
高
校
生
、
芸
術
家

が
ブ
ー
ス
を
出
展
。
作
品
の
展
示
販
売
か
ら

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　「
約
2
千
人
が
来
場
し
て
好
評
で
し
た
。

毎
年
や
っ
て
と
来
場
者
や
参
加
者
か
ら
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
当
社
が
費
用
を
持
ち
、
ス
タ
ッ

フ
も
60
人
く
ら
い
投
入
し
て
大
変
な
の
で
、

次
回
は
来
年
で
す
」。
こ
う
し
た
活
動
に
駒

田
氏
が
熱
心
な
の
は
、
地
域
の
人
口
減
少
へ

の
強
い
危
機
感
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
ツ
ガ
ワ
は
、
岩
手
県
の
二
戸
、
花
巻
、
北

上
の
３
市
に
工
場
を
持
ち
、
精
密
板
金
加
工

を
軸
に
金
属
加
工
業
を
営
む
。
現
在
、
主
要

な
製
品
は
半
導
体
製
造
装
置
や
医
療
機
器
な

ど
の
筐
体
や
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
な
ど
で
あ
る
。

従
業
員
は
全
体
で
約
7
0
0
人
、
そ
の
約

94
％
は
岩
手
県
民
だ
と
い
う
。

　「
毎
年
、
地
元
の
高
校
卒
業
生
を
14
〜
15

人
採
用
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
幸
い
20
人
入

り
過
去
最
高
で
し
た
。
中
途
入
社
も
毎
年
40

〜
50
人
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
採
用

し
た
い
で
す
ね
」　
　

　
し
か
し
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
岩
手
県
も
人

口
が
減
っ
て
い
る
。
10
年
前
に
は
１
２
５
万

人
を
超
え
て
い
た
人
口
が
今
は
1
1
2
万
人

程
度
だ
。「
こ
の
ま
ま
減
り
続
け
る
と
、

2
0
4
0
年
に
は
90
万
人
ぐ
ら
い
に
な
る
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
会
社
が

も
ち
ま
せ
ん
。
ど
う
や
って
会
社
を
維
持
し
て

い
く
か
、知
恵
の
出
し
ど
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
」

　
目
指
す
「
地
域
創
生
」
は
ツ
ガ
ワ
の
存
続

に
関
わ
る
切
実
な
課
題
な
の
で
あ
る
。
そ
の

鍵
は
「
製
造
業
の
復
活
」
に
あ
る
と
駒
田
氏

は
考
え
て
い
る
。
同
社
を
含
め
て
国
内
の
製

造
業
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
デ
フ
レ
経
済
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
30
年

余
り
で
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　
大
手
企
業
は
国
内
工
場
を
減
ら
し
て
外
注

化
や
海
外
生
産
へ
の
転
換
を
進
め
た
。
実
は

駒
田
氏
が
週
の
半
分
は
来
て
い
る
と
言
う
花

巻
工
場
は
、
以
前
は
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
の
グ
ル
ー

プ
会
社
の
工
場
だ
っ
た
。「
も
と
も
と
工
場
の

一部
を
借
り
て
い
た
の
で
す
が
、
工
場
を
そ
っ

く
り
売
却
す
る
と
言
わ
れ
て
買
っ
た
の
が

2
0
0
6
年
５
月
で
、今
年
が
20
周
年
で
す
」

　
減
っ
て
い
る
の
は
大
手
だ
け
で
は
な
い
。

「
我
々
の
よ
う
な
板
金
加
工
業
の
中
小
・
中

堅
企
業
も
、
昔
は
約
３
万
6
千
社
あ
っ
た
の

で
す
が
、
今
は
約
２
万
5
千
社
で
す
。
ま
だ

減
って
10
年
以
内
に
１
万
社
を
切
る
の
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」

　「
も
の
づ
く
り
の
業
界
は
ど
こ
も
同
じ
で

す
。
例
え
ば
金
型
メ
ー
カ
ー
も
減
っ
て
い
ま

す
。
ラ
イ
バ
ル
会
社
も
い
な
く
な
り
ま
す
が
、

外
注
先
も
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
」。
駒
田
氏

は
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
な
い
。
製
造
業
復
活

の
た
め
に
、
あ
る
構
想
を
考
え
出
し
た
。

　「
今
の
製
造
業
を
、
木
を
伐
採
し
た
ま
ま

手
入
れ
を
し
な
い
山
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

荒
廃
し
た
山
に
一
本
一
本
植
樹
す
る
よ
う

に
、
新
し
い
製
造
業
の
基
盤
を
作
る
や
り
方

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
地

域
創
生
に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で
す
。
今
年

か
ら
実
際
に
取
り
組
み
ま
す
」

　
昨
年
6
月
、
長
崎
県
佐
世
保
市
に
15
人

の
小
さ
な
工
場
を
開
業
し
た
。
ま
さ
に
１
本

の
植
樹
で
あ
る
。
駒
田
氏
が
た
ま
た
ま
知
り

合
っ
た
宮
島
大
典
市
長
の
熱
心
な
働
き
か
け

で
生
ま
れ
た
。「
こ
れ
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し

た
。
造
船
業
の
町
だ
っ
た
佐
世
保
は
も
の
づ

く
り
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
し
、
九
州
は
大
き

な
市
場
な
の
で
、
拠
点
と
し
て
い
ろ
い
ろ
や
っ

て
い
く
方
針
で
す
」

　
構
想
で
は
、
二
戸
、
花
巻
、
北
上
を
旗
艦

大型と精密を両立させる圧倒的な技術力を持ち、設計から一貫して手がけて
いる

北上工場で稼働する高精度溶接ロボット。高品質な製品づくりを支えている

工
場
と
位
置
づ
け
、
佐
世
保
工
場
の
よ
う
な

拠
点
工
場
を
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
配
置
し
、
そ

の
周
り
に
溶
接
、
組
み
立
て
な
ど
の
単一機
能

の
サ
テ
ラ
イ
ト
工
場
を
設
け
る
。
拠
点
や
サ

テ
ラ
イ
ト
の
工
場
は
、
地
元
の
人
が
徒
歩
か

自
転
車
で
通
え
る
よ
う
に
す
る
。「
拠
点
工

場
は
取
り
あ
え
ず
５
、
６
カ
所
あ
れ
ば
い
い
。

今
年
ま
ず
3
カ
所
つ
く
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ど
こ
か
は
企
業
秘
密
（
笑
）。
ま
あ
岩
手
と

佐
世
保
で
カ
バ
ー
で
き
な
い
場
所
で
す
」。
い

ず
れ
も
地
元
の
人
が
中
心
に
な
っ
て
働
く
ご

当
地
工
場
で
、取
り
も
直
さ
ず
「
地
域
創
生
」

に
な
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
モ
デ
ル
に
な
る
の
は
岩
手
県
内
の
３
つ
の
旗

艦
工
場
だ
。「
大
手
企
業
で
す
と
、
工
場
の

幹
部
は
本
部
か
ら
来
ま
す
が
、
う
ち
は
ほ
ぼ

全
員
が
地
元
の
人
間
で
す
。
こ
の
花
巻
工
場

は
、
私
の
工
場
で
も
な
け
れ
ば
、
ツ
ガ
ワ
の

工
場
で
も
な
い
。
こ
こ
の
人
た
ち
は
、
お
ら

が
町
の
自
分
た
ち
の
工
場
だ
と
い
う
意
識
だ

と
思
い
ま
す
」

　
二
戸
工
場
が
最
た
る
も
の
だ
と
い
う
。
今

年
、高
卒
の
新
入
社
員
を
５
人
迎
え
た
。「
新

卒
で
二
戸
に
残
る
の
は
30
人
程
度
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
で
5
人
も
う
ち
に
来
て
く
れ
る

の
は
、
1
3
0
人
程
度
の
工
場
で
す
が
、
わ

が
町
の
工
場
と
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
」
と
駒
田
氏
は
見
て
い
る
。

　
同
社
に
は
「
率
先
垂
範
」
と
い
う
社
是
が

あ
る
。
要
は「
仕
事
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、

自
分
で
動
い
て
背
中
で
教
え
ろ
」
と
い
う
趣

旨
で
、
こ
れ
が
自
分
た
ち
の
工
場
と
い
う
意

識
の
根
底
に
あ
る
。

　
駒
田
氏
は
３
代
目
で
、
1
9
5
3
年
に
神

奈
川
県
川
崎
市
で
創
業
し
た
祖
父
の
與
吉
氏

は
根
っ
か
ら
の
職
人
で
、
率
先
垂
範
を
体
現

し
て
い
た
。
２
代
目
の
父
義
秋
氏
も
硬
骨
漢

で
、
北
上
工
場
を
建
て
る
時
、
反
対
す
る
與

吉
氏
を
海
外
旅
行
に
出
し
て
、
そ
の
間
に
契

約
を
結
ん
だ
と
い
う
逸
話
を
残
し
て
い
る
。

　
面
白
い
の
は
、
駒
田
氏
も
経
営
に
つ
い
て

先
代
、
先
々
代
か
ら
直
接
教
わ
ら
な
か
っ
た

こ
と
だ
。「
も
と
も
と
ツ
ガ
ワ
に
は
興
味
が
な

く
て
、
大
学
を
卒
業
し
て
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
心
理
療
法

み
た
い
な
仕
事
が
し
た
く
て
、

勉
強
の
た
め
米
国
に
行
っ
た
の

で
す
」

　
新
設
す
る
二
戸
工
場
に
身

内
を
送
り
た
い
と
の
義
秋
社

長
の
意
に
沿
っ
て
母
親
が

「
戻
っ
て
ほ
し
い
」
と
電
話
を

か
け
て
き
た
。「
父
か
ら
の
電

話
だ
っ
た
ら
、
た
ぶ
ん
帰
ら

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
」
と
駒

田
氏
は
笑
う
。

　
26
歳
で
入
社
し
て
二
戸
工

場
で
約
６
年
働
い
た
。
総
務

経
理
の
仕
事
か
ら
始
め
て
、

最
後
は
副
工
場
長
に
な
っ
た
。

「
誰
か
ら
も
何
も
教
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
、
自

分
で
勉
強
し
ま
し
た
」。
人
口
約
２
万
３
千
人

の
二
戸
で
の
６
年
間
は
地
域
の
問
題
を
わ
が
事

と
し
て
考
え
る
原
点
に
なっ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
37
歳
で
社
長
に
な
っ
て
す
ぐ
、
経
営
管
理

の
見
直
し
を
行
っ
た
。
改
善
を
図
る
中
、
４

年
後
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
に
よ
る
世
界
金
融

危
機
に
襲
わ
れ
た
。
大
赤
字
を
出
し
「
会
社

は
つ
ぶ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」と
思
う
ほ
ど
だ
っ

た
が
、
辛
く
も
切
り
抜
け
、
中
期
、
長
期
の

経
営
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
2
0
2
5
年
５
月
期
の
連
結
売
上
高
は
約

1
5
7
億
円
で
あ
る
。「
本
当
は
2
0
2
0

年
度
に
売
上
高
2
0
0
億
円
、
営
業
利
益

20
億
円
を
達
成
し
た
か
っ
た
」そ
う
だ
。現
在
、

そ
の
目
標
を
2
0
2
7
年
度
に
置
き
「
売
上

高
2
0
0
億
円
を
絶
対
に
や
り
ま
す
」
と
意

気
込
む
。
得
意
先
の
大
企
業
は
最
終
製
品
で

も
規
模
の
小
さ
な
も
の
を
整
理
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
ツ
ガ
ワ
は
自
社
製
品

も
本
格
的
に
始
め
つ
つ
あ
る
。

　
駒
田
氏
は
、
拠
点
工
場
と
サ
テ
ラ
イ
ト
工

場
を
展
開
し
て
製
造
業
を
復
活
し
地
域
創
生

を
図
る
構
想
に
確
信
を
深
め
て
い
る
。「
条
件

が
そ
ろ
っ
て
き
た
の
で
、
今
こ
そ
や
る
べ
き
で

す
」
と
、
不
退
転
の
構
え
だ
。

ここに
この人あり第18回

第34号「地域を守り、地域と生きる」を拝読しました。運
送会社が老舗ウナギ店を承継した事例では、150年の歴
史を大切に守りながら、新たな業態や人材活用に挑戦
し、地域文化と雇用を支えていることに魅力を感じまし
た。また、「戻ってこられる、帰れる場所をつくること」が地
方創生につながるという点で、同社の取組みはとても参
考になり、私の地元釧路においても学ぶことは多く、地域
金融機関として事業者の思いに寄り添いながら、承継や
成長を支えていくことの大切さを改めて強く感じました。

第36号の特集「大学から生まれるイノベーション」を拝読
しました。つくば市のスタートアップ支援は、筑波大学や
国立研究開発法人などから生まれるディープテックを土
台としています。しかし、テクノロジーが良ければ全てが
解決するわけではありません。市場が存在する以上、顧
客が払う費用を満たす価値の提供が前提となります。ま
たイノベーション創出は研究者やスタートアップだけが
担うものではありません。地域の課題と全国に散らばる
解決できそうな製品・サービスをつなげていくイノベー
ターが存在すれば地方でも希望は持てると考えていま
す。その際に、日本公庫の強みであるアントレプレナー育
成、スタートアップ支援、中小企業支援をつなげたサポー
トが生きてきます。日本公庫の担当者の皆さまには、ぜひ
これまで以上に各地域の現場に足を運び、「イノベー
ター」を育てていただければと期待しています。

第36号「大学から生まれるイノベーション」を拝読して、
大学発スタートアップは研究成果の社会実装だけでな
く、若い世代に研究の魅力を伝え、挑戦を志す人材を育
てるという双方向の価値を持つと感じました。紹介され
たMamaWellの関まりか様には本学でもご登壇いただ
き、大きな刺激を受けました。引き続きアントレプレナー
シップ教育に力を入れ、ビジネス機会を見いだす力を磨
いていきます。

▲

https://www.jfc.go.jp/n/findings/tsunaguvoice/index.php

本誌へのご意見・ご感想をお待ちしております。お寄せいただいたご意見・ご感想は、『日本公庫つなぐ』に掲載し
ます。誌面の都合上、編集させていただくことがあります。右の二次元コードからご意見・ご感想をお寄せください。

第35号に掲載された「スタートアップが紡ぐ物語」を拝読
し、改めてスタートアップ支援の意義について考える契
機となりました。神奈川県では、社会課題の解決に取り組
むスタートアップ・ベンチャー企業を「かながわモデル」と
して支援しております。こうした中、日々、起業家の皆さ
んと接して感じることは、起業を通じて自身の「想いをカ
タチにする」という熱意です。こうした想いに寄り添い、
丁寧に起業支援をしていくことが、ひいては神奈川にお
ける経済の活性化やイノベーションの創出につながると
強く感じました。今後とも、日本政策金融公庫をはじめと
する関係機関と連携しながら、しっかり支援に取り組んで
まいりたいと思います。 

第36号に掲載された「ここにこの人あり」を拝読しまし
た。ベトナムと日本の架け橋になるという揺るぎない信
念のもと、外国人材の定着支援や国際交流活動に尽力さ
れている姿に深く感銘を受けました。ご自身の経験を踏
まえ、外国人の困りごとに自分事として寄り添い、支えて
おられる姿に強い感動を覚えます。志の高さと行動力、情
熱、そして今なお夢に向かって輝き続けていらっしゃる姿
に、大きな勇気を頂きました。「環境を良くしたい」「困って
いる人を助けたい」という想いは、行政に携わる者にとっ
て原点とも言うべき基本的な発想であると感じていま
す。今回の記事を拝読し、わが身を振り返りながら、その
大切さを改めて認識いたしました。

第36号「ここにこの人あり」を拝読し、日本人との文化や
気質の違いを乗り越え、異国で事業を確立・発展させてこ
られた姿勢に深く感銘を受けました。実体験に基づく起
業は課題意識が明確で、需要に応えると同時に強い信念
が成功を支えるのだと感じました。外国人労働者の受け
入れが進む中、地域への熱意を胸に、日本とベトナムを結
ぶ当社の役割の重要性を改めて認識しました。

釧路信用組合 常勤理事
今井隆博  様

神奈川県  産業労働局  産業部  ベンチャー支援担当課長
永井淳  様

浜田商工会議所  経営支援課  課長
本多陽介  様

鹿屋市農林商工部商工振興課長
前田和信  様

つくば市政策イノベーション部スタートアップ推進室 室長
屋代知行  様

東京女子大学  准教授
小西由樹子  様

『日本公庫つなぐ』へのご意見・ご感想募集

ご意 見・ご感想

3031 2026.42026.4
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シリーズ　地 域と生きる 第 27 回

静岡県賀茂郡松崎町

「 桜
さくら

葉
ば

の塩漬け」

うららかな春を彩る桜餅。そっと手に取れば、餅を包む桜の葉からふんわりと
甘い香りが漂う。使われているのは日本固有の野生種であるオオシマザクラの
葉だ。バニラに似た香りを生む成分「クマリン」がソメイヨシノなどに比べて多
く、塩漬けにすることでその香りがいっそう引き立つ。伊豆半島南西部に位置
する静岡県賀茂郡松崎町はこの桜葉の塩漬けの一大産地で、全国シェアの約7
割の生産量を誇る。同町では畑地でオオシマザクラが栽培され、5月から8月に
かけて葉が収穫される。傷つけないように手で1枚ずつ丁寧に摘み取った葉は
50枚を1束にしてカヤのひもでくくり結ぶ。この作業は「まるけ」と呼ばれる。
その日のうちに塩漬けされ、半年ほどたつと、つややかで香り豊かな桜葉の塩漬
けが完成する。江戸時代に隅田川のほとりで誕生したとされる桜餅は、小麦粉
が主原料の長

ちょう
命
め い
寺
じ
、もち米が主原料の道

どう
明
みょう
寺
じ
に大別されるが、松崎町ではどち

らも「桜葉餅」と呼ばれている。産地の誇りが込められた香り立つ葉は、今もな
お変わらぬ春のよろこびを添えている。

本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転用・転載はお断りします。

『日本公庫つなぐ』は、日本公庫ホームページでもご覧になれます。

https://www.jfc.go.jp/

検 索
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